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ご意見は
コチラ

　
織
物(

ハ
タ
オ
リ)

の
ま
ち
、富
士
吉
田
。そ
の
歴

史
は
、ま
る
で
一
本
の
糸
を
紡
ぐ
よ
う
に
、少
し
ず
つ

発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
富
士
吉
田
の

歴
史
の
一
端
を
、広
報
担
当
の
ア
ー
カ
イ
ブ
写
真
と

と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
！

　
10
月
号
で
掲
載
し
た
写
真
は
、以
前
の
号
よ
り

も
少
し
現
代
に
近
づ
き
ま
す
。撮
影
年
代
は
不
明

で
す
が
、旧
市
立
病
院（
下
二
小
西
側
）を
写
し
た
一

枚
で
す
。一
枚
の
写
真
か
ら
場
所
や
撮
影
方
向
、当

時
の
記
憶
な
ど
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
反
響

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。広
報
担
当
の
私
も
、子
ど
も

の
頃
に
風
邪
を
引
い
て
親
に
連
れ
ら
れ
た
記
憶
が

微
か
に
残
っ
て
い
ま
す
。現
在
、こ
の
病
院
の
跡
地
は

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」の
際
に
駐
車
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、ご
案
内
の
際
に「
旧
市
立
病
院

跡
地
で
す
」と
説
明
し
て
も
、若
い
世
代
の
方
に
は

通
じ
ま
せ
ん…

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ

ま
す
。　

「
こ
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
」「
こ
れ
は
何
年
頃
だ

と
思
う
」な
ど
、些
細
な
こ
と
で
も
ぜ
ひ
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
写
真
は
こ
ち
ら
で
す
。

2人とも宝ものだよ！

中山由美子さん（祖母）

市公式 LINE の予約メニューから申し込みできます。ご両親は
もちろん、おじいちゃん、おばあちゃんとの応募、お子さん一人
での応募も大歓迎！ 申込み：市民協働推進課　広報担当　☎内線 214

渡邊 公揮さん（4歳）　　華乃音さん（6歳）
こうき　　　　　　　　　　かのん

たから
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▼
こ
ん
に
ち
は
、市
長
の
堀
内
茂
で
す
。

▼「
七
福
来
券
」。皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

こ
の
一
枚
は
ど
ん
な
「
福
」
を
運
ん
で

く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

▼
こ
れ
ま
で
５
回
実
施
し
て
き
た
七

福
来
券
は
、
単
な
る
経
済
対
策
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。激
し
く
変
化
す
る
社

会
情
勢
や
物
価
高
騰
の
な
か
、日
々
の

暮
ら
し
を
支
え
、互
い
に
協
力
し
合
っ

て
く
だ
さ
る
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
「
感

謝
」。そ
し
て
、
地
域
経
済
の
灯
を
絶

や
さ
ず
、懸
命
に
事
業
を
続
け
て
い
る

市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
の
「
支
援
」。

一
枚
一
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
に
は
、
行
政
か

ら
市
民
へ
、そ
し
て
市
民
か
ら
地
元
事

業
者
へ
と
手
渡
さ
れ
る
「
応
援
の
バ
ト

ン
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

▼「
七
福
」
と
い
う
名
前
か
ら
は
、
宝

船
に
乗
っ
て
や
っ
て
く
る
七
福
神
の
姿

が
思
い
浮
か
び
ま
す
。商
売
繁
盛
の
恵

比
寿
様
や
大
黒
天
様
、
円
満
や
和
合

の
福
を
も
た
ら
す
布
袋
尊
な
ど
、
七

福
神
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
御
利
益
を

持
つ
、個
性
豊
か
な
神
様
で
す
。

▼
地
元
の
お
店
で
買
い
物
を
す
れ
ば
、

そ
の
一
枚
が
商
売
繁
盛
へ
の
応
援
に

な
る
。家
族
や
友
人
と
市
内
の
飲
食

店
で
食
事
を
す
れ
ば
、笑
顔
と
楽
し
い

時
間
が
生
ま
れ
る
。接
骨
院
や
薬
局
、

理
美
容
室
な
ど
を
訪
れ
れ
ば
、
健
康

や
長
寿
を
願
い
な
が
ら
、
自
分
自
身

の
心
と
体
を
い
た
わ
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

▼
一
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
が
、
人
と
人
を
つ

な
ぎ
、店
と
お
客
さ
ん
を
つ
な
ぎ
、地

域
と
暮
ら
し
を
つ
な
い
で
い
く
。「
七

福
来
券
」は
、
使
う
こ
と
で
誰
か
を
笑

顔
に
し
、
そ
の
笑
顔
が
巡
り
巡
っ
て
自

分
自
身
に
も
福
を
運
ん
で
く
れ
る
、

そ
ん
な〝
福
の
循
環
〞を
生
み
出
す
一

枚
で
す
。

▼
今
回
で
６
回
目
と
な
る
七
福
来
券

は
、年
末
年
始
の
物
入
り
の
時
期
に
間

に
合
う
よ
う
、皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届

く
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

▼
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
お
店
の

扉
を
開
け
て
み
る
の
も
よ
し
、い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
店
に
顔
を

出
す
の
も
よ
し
。

▼
七
福
来
券
を
片
手
に
街
を
巡
り
、

み
ん
な
で
大
き
な「
福
の
輪
」を
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

七
福
来
券
が
紡
ぐ
、地
域
の
福

市長
コ ラ ム
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イラスト：野良 颯美

市民へ感謝のチケット  第３弾「七福来券」市民へ感謝のチケット  第３弾「七福来券」
問合せ：商工振興課　☎25-6032

利用可能店

「七福来券」が使える登録店舗を募集しています！！
登録に関する詳細は、市ホームページをご確認ください。
また、ホームページを見ることができない方は、ご連絡ください。

令和8年9月29日時点で
本市の住民基本台帳に
登録のある方

配付対象 商品券額

利用締切日

受取方法

一人につき10,000円分
（青券4,000円分  赤券6,000円分）

青券 赤券

11月13日（金）まで指定の
郵便局で受け取りができます。

※「七福来券」が使用できる店舗
　には、使用できる券の色がわか
　るポスターが掲示されます。

※世帯主宛に世帯員全員分を
　お送りします。
※配偶者からの暴力を理由に避
　難している方への送付は別途
　ご相談ください。

※10月中旬に送付した引換券
　をご確認ください。
※13日までに受け取りがなかった
　世帯へは11月下旬から順次、
　自宅へゆうパックで郵送します。 令和9年3月31日（水）

取り扱い店の
「全ての店舗」
で利用可能

取り扱い店の
「小規模店舗」
で利用可能
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　海外選手に盗塁を許さない、ホームから力強いスローイ
ング。投手と対をなし戦況を見極め、勝利へ導いた一人の
野球選手がいます。今回は、リトルシニア日本代表として
世界大会に出場し、見事優勝を果たした本市出身の明見中
学校3年生、鬢櫛琉蒼選手を紹介します。
　取材を行ったこの日、グラウンドには弟が所属する地元
のチームへ指導に訪れ、後輩たちに熱心にアドバイスを送
る鬢櫛選手の頼もしい姿がありました。
　今回選出された日本代表チームは、全国に2万人以上い
る選手の中からわずか18名のみが選ばれる極めて狭き門
です。関東ブロックに属する「富士河口湖リトルシニア」
に所属する鬢櫛選手は、身体能力検査や実技テストといっ
たセレクションに挑戦。候補者約50名の中から見事11名
の枠に選抜され、日の丸を背負い、MCYSA全米選手権大
会に出場する切符を手にしました。かつて岡本和真選手
(MLBブルージェイズ所属)も選抜された大会でもありま
す。
　野球の世界へ足を踏み入れたきっかけは、キャッチャー
として守っていた兄の姿への憧れでした。小学1年生で
少年野球チームに入団して以降、元キャッチャーである
父・洋介さんと同じポジションを経験することになりま
す。父・洋介さんは「誰からも愛される謙虚な選手になっ
てほしい」と願いつつ、中学時代の冬のトレーニングでは
「チームで一番を目指しなさい」と背中を押しました。鬢
櫛選手はその言葉を胸に、人一倍努力を重ねてフィジカル
と精神力を磨き上げました。
　成長の過程では、右手を痛めて約2カ月間ボールを投げ
ることができなくなるという大きな壁にもぶつかりまし
た。それでも諦めることなく練習に取り組み、家族の親身
なサポートを受けながら自主練習を重ねたことで、一回り
大きく成長を遂げました。
　アメリカで開催された世界大会では、全面芝生のグラウ
ンドで不慣れな環境やホームステイ生活、ボールやサイン
が見えづらいナイターでの試合といった多くの困難に直
面しました。それでも自ら工夫を凝らして順応し、試合で
の活躍はもちろん、控えに回った試合でもブルペンキャッ
チャーや声出しでチームを鼓舞しました。「11連覇」という
プレッシャーがかかる中、チームは見事優勝を果たしまし
た。
　「高校では1年生からレギュラーとして出場し、甲子園優
勝を目指します。将来はプロ入りし、活躍できる選手にな
りたい」と、力強く未来を見据える鬢櫛選手。
　家族の温かいサポートと確かな努力を胸に、世界の頂点
を極めた若き捕手の挑戦は、これからも続いていきます。
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▼
こ
ん
に
ち
は
、市
長
の
堀
内
茂
で
す
。

▼「
七
福
来
券
」。皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

こ
の
一
枚
は
ど
ん
な
「
福
」
を
運
ん
で

く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

▼
こ
れ
ま
で
５
回
実
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し
て
き
た
七

福
来
券
は
、
単
な
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経
済
対
策
で
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ま
せ
ん
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し
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変
化
す
る
社

会
情
勢
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々
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ら
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業
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れ
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「
応
援
の
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ン
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

▼「
七
福
」
と
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う
名
前
か
ら
は
、
宝

船
に
乗
っ
て
や
っ
て
く
る
七
福
神
の
姿
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思
い
浮
か
び
ま
す
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売
繁
盛
の
恵

比
寿
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や
大
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円
満
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の
福
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七
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そ
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豊
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す
。

▼
地
元
の
お
店
で
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物
を
す
れ
ば
、

そ
の
一
枚
が
商
売
繁
盛
へ
の
応
援
に

な
る
。家
族
や
友
人
と
市
内
の
飲
食

店
で
食
事
を
す
れ
ば
、笑
顔
と
楽
し
い

時
間
が
生
ま
れ
る
。接
骨
院
や
薬
局
、

理
美
容
室
な
ど
を
訪
れ
れ
ば
、
健
康

や
長
寿
を
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い
な
が
ら
、
自
分
自
身

の
心
と
体
を
い
た
わ
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

▼
一
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
が
、
人
と
人
を
つ

な
ぎ
、店
と
お
客
さ
ん
を
つ
な
ぎ
、地

域
と
暮
ら
し
を
つ
な
い
で
い
く
。「
七

福
来
券
」は
、
使
う
こ
と
で
誰
か
を
笑

顔
に
し
、
そ
の
笑
顔
が
巡
り
巡
っ
て
自

分
自
身
に
も
福
を
運
ん
で
く
れ
る
、

そ
ん
な〝
福
の
循
環
〞を
生
み
出
す
一

枚
で
す
。

▼
今
回
で
６
回
目
と
な
る
七
福
来
券

は
、年
末
年
始
の
物
入
り
の
時
期
に
間

に
合
う
よ
う
、皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届

く
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

▼
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
お
店
の

扉
を
開
け
て
み
る
の
も
よ
し
、い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
店
に
顔
を

出
す
の
も
よ
し
。

▼
七
福
来
券
を
片
手
に
街
を
巡
り
、

み
ん
な
で
大
き
な「
福
の
輪
」を
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

七
福
来
券
が
紡
ぐ
、地
域
の
福

市長
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イラスト：野良 颯美

市民へ感謝のチケット  第３弾「七福来券」市民へ感謝のチケット  第３弾「七福来券」
問合せ：商工振興課　☎25-6032

利用可能店

「七福来券」が使える登録店舗を募集しています！！
登録に関する詳細は、市ホームページをご確認ください。
また、ホームページを見ることができない方は、ご連絡ください。

令和8年9月29日時点で
本市の住民基本台帳に
登録のある方

配付対象 商品券額

利用締切日

受取方法

一人につき10,000円分
（青券4,000円分  赤券6,000円分）

青券 赤券

11月13日（金）まで指定の
郵便局で受け取りができます。

※「七福来券」が使用できる店舗
　には、使用できる券の色がわか
　るポスターが掲示されます。

※世帯主宛に世帯員全員分を
　お送りします。
※配偶者からの暴力を理由に避
　難している方への送付は別途
　ご相談ください。

※10月中旬に送付した引換券
　をご確認ください。
※13日までに受け取りがなかった
　世帯へは11月下旬から順次、
　自宅へゆうパックで郵送します。 令和9年3月31日（水）

取り扱い店の
「全ての店舗」
で利用可能

取り扱い店の
「小規模店舗」
で利用可能
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富士吉田の自然と、人の未来をつなぐ。
「駆除」で終わらせない。命を活かし、地域の未来につなげる。

富士山ジビエセンター DEAR DEER

　道の駅富士吉田のエリアに「富士山ジビエセンター 
DEAR DEER（ディアーディアー）」がオープンして2周
年。今回は、「なんでジビエセンターを作ったの？」「捕獲
されたシカはどうなるの？」「ジビエっておいしいの？」な
ど、市民の皆さんが気になる疑問にお答えします。

問合せ　富士山ジビエセンター DEAR DEER　☎73-9111

12月19日（土）、「DEAR DEER マルシェ」開催！

ホームページ

市民の皆さんに、富士山ジビエセンター DEAR DEERをもっと知って
いただくためのスペシャルイベントを開催します！
詳しくは、広報ふじよしだ12月号でお知らせします。どうぞお楽しみに！

　本市では、近年、ニホンジカなどによる鳥獣被害が深刻になっています。
農作物を荒らすだけでなく、シカが森林の樹皮や下草を食べることで、森
林の保水力が低下したり、土砂災害のリスクが高まったりするなど、私たち
の暮らしや豊かな自然にも影響が及んでいます。
　DEAR DEERは、こうした地域課題に向き合い、捕獲されたシカを「廃棄
物」とせず、質の高い地域資源として活かすために誕生しました。

【おすすめメニュー】 【来店者の声】

シカ肉ハンバーガー

　DEAR DEERでは、徹底した衛生管理によって、高品質なジビエを提供しています。シカ肉本来の旨味を生か
し、臭みや癖のない、おいしいジビエに仕上げています。

　DEAR DEERでは、地元の小中学校の学習会を積極的に受
け入れています。また、子どもの職業・社会体験施設「キッザニ
ア」の企画「Out of KidZania in 富士山ジビエセンター」も開催
しました。講義やソーセージ作り体験を通じて、子どもたちは、
「命をいただく意味」・「地域が抱える課題」・「食と地域のつながり」について学びました。「食べる」だけではなく、
「知る」「考える」「体験する」。DEAR DEERは、次世代を担う子どもたちにとっての教育施設でもあります。

これから、どんな施設を目指しているの？

地域課題の解決、食文化の発信、そして子どもたちの教育へ。
　DEAR DEERが目指しているのは、単なるジビエの処理・販売施設ではありません。富士吉田で起きている地
域課題を、地域の資源へと変えていきます。そして、そこで生まれた食や学びを、市民の皆さんや全国から訪れる
人たちに伝えていきます。そんな循環をつくりながら、富士吉田から全国の手本となる、持続可能な未来をつくる
施設を目指していきます。

旨味が詰まったシカ肉を、
気軽に楽しめる大人気メニュー！

パリッとした食感とジビエの
旨味を楽しむことができます。

臭みが全くなくて、
ジビエのイメージが
ガラリと変わった！

命の
循環

捕獲
猟友会と連携して
野生鳥獣の受け入れ

年間250万人が訪れる
「道の駅富士吉田」エリアに立地！

おいしい商品に
ハム・ソーセージ
などに加工

地域の食・観光へ
命を地域の
資源として活用

　猟友会と連携して野生鳥獣の受け入れを進めています。捕獲されたシカは、衛生管理のもとで処理・加工され、
ハムやソーセージなどの商品になります。一頭一頭の命を大切に活かし、地域の食や観光につなげています。

気軽に立ち寄ることができる開かれた空
間で、ジビエを身近な食として伝えます。

本格的な
「2次加工施設」を完備！
精肉に加え、ハムなども加工しています。2
次加工まで完備する施設は、全国でわず
か2%のみです！

直営ショップ＆
テイクアウトコーナーを併設！
購入してその場で味わうことができる。
「見る・知る・買う・食べる」を一体で体験
できる施設です。
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なんでジビエセンターを作ったの？

富士吉田の自然と暮らしを守り、捕獲された命を地域の資源として活かすためです。

「駆除」で終わらせず、地域の資源として活かしています。

捕獲されたシカって、その後どうなるの？

全国にあるジビエ処理施設と何が違うの？

全国に800以上ある処理施設の中でも、DEAR DEERには大きな特徴が3つあります！
1 2 3

処理・加工
徹底した衛生管理
のもとで処理

ジビエって、おいしいの？

ジビエを作って食べるだけの施設なの？
いいえ。実は、子どもたちが「命をいただくこと」や
地域の課題を学ぶ“教育の場”でもあります！

そう思っている方にこそ、ぜひ一度食べてほしいです！

シカソーセージのホットドッグ

DEAR
DEER
TOPICS

こんなに
おいしいなんて
びっくり！ 
また食べに来たい！

農作物や森林を
守り、

未来の富士吉田
へ
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　本市では、毎年９月第一日曜日を「富士吉田市防災の日」とし、市全体で防災について考え行
動する日としました。子どもからお年寄りまで防災に関心を持っていただき、さらなる地域防災力
の向上を目指すため、今年は９月６日（日）に開催し、訓練や各種イベントを実施しました。

1
　富士山噴火・大規模地震を想定した避難訓練を実施しました。
　徒歩避難訓練のほか、市立病院における患者の避難について関係機関との搬送訓練を行い、近隣自治体
と連携し避難者のバスによる広域搬送および受け入れの実動訓練を行いました。

富士吉田市総合防災訓練

4
　市民会館、図書館では、楽しく防災を学ぶことが
できるイベントを開催しました。
(1)山梨県富士山科学研究所：立体模型を使った
　  溶岩流実験、火山灰に触れる体験
(2)特定非営利活動法人かえる舎：富士山火山防
　 災カルタゲーム
(3)市立図書館：防災クイズラリー、パネル展示、防
　 災図書特別展示

火山防災実験・カルタゲーム・
図書館DE防災5

　自衛隊による炊き出しの提供のほか、災害時の
食事提供について協定を締結した(一社)全国イベ
ント協会様がキッチンカーを出店しました。

自衛隊によるカレーの炊き出し、
キッチンカーの出店

6
　被災地支援の写真、砂防事業のパネルを展示し
ました。いただいた義援金は、日本赤十字社を通じ
て被災地に寄附させていただきます。たくさんのご
厚意ありがとうございました。

令和８年熊本地震災害派遣写真、
国直轄砂防事業パネル展、
義援金コーナー

7

　地震や火山の専門家を招いて貴重なお話をし
ていただきました。
（1）基調講演「富士山のまわりで起こる地震」
　  講師：酒井 慎一氏
（2）防災ディスカッション
　  「地震と富士山噴火、その関係を考える」
　  藤井 敏嗣氏、酒井 慎一氏、吉本 充宏氏
　  三浦 実夏氏、堀内 茂市長

防災シンポジウム
「富士山の噴火と地震を知る
  　～私たちのまちで、
　　　  いま備えるべきこと～」

防 災 の 日富士吉田市
を実施しました

防災シンポジウムの
様子はこちらから

問合せ■安全対策課 ☎内線240

防災シンポジウムの模様は、
市公式YouTubeチャンネルでご覧いただけます。

避難所のLINE受付 市立病院の患者搬送訓練

富士山火山防災カルタゲーム

熊本地震災害派遣写真

キッチンカーの出店

防災シンポジウム

2
　富士急行（株）と「災害時における相互協力に関
する包括協定」を締結しました。

富士急行（株）と災害協定の締結

協定締結の記念撮影

3
　災害時に活躍する車両を展示し、災害体験車両
では、ゲリラ豪雨と火山噴火を多くの方に体験して
いただきました。ブース出展では、市や関係機関の
災害に対する取り組みなどを紹介しました。

災害関係車両展示・災害体験車両に
よる疑似体験・関係機関ブース出展

降雨体験車
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富士吉田市をホームタウンとし、『なでしこリーグ一部昇格』を目標に日々精進しています

❶ 2000年11月30日
❷ GK
❸ あんな、ディアス、やっすー
❹ 近距離のシュートストップ、
　  フィード
❺ 料理、サウナ、サップ
❻ 富士山

❶ 生年月日　❷ ポジション
❸ ニックネーム　❹ 自分の武器
❺ 趣味　❻ 山梨県といえば

２
０
２
６
シ
ー
ズ
ン
選
手
紹
介

～ 2026シーズン～

高橋 杏奈
たかはし  あんな 背番号

FCふじざくら山梨
公式Instagram公式X

【地域の皆さんと交流！「ソーシャルセンターたからじま」を訪問】
　9月18日（金）、出口春奈・石井音羽・鈴木紋伽選手が、富士吉田
市で活動する「ソーシャルセンターたからじま」のコミュニティラン
チに参加しました。たからじまさんとの交流はかれこれ４年目！
　たからじまのおばあちゃんと一緒に台所に立ち、料理のお手伝いをし、
完成した料理を何気ない会話をしながら一緒に食べたり和気あいあいと
した時間を過ごしました。
　さらに、フリースクールの子どもたちが心を込めて作った具だくさんの豚
汁や手作りデザートもいただき、地域の皆さんの温かさを感じました！ソー
シャルセンターたからじまの皆さん、ありがとうございました！

❶ 2002年9月27日
❷ DF
❸ あやか、あーくん
❹ 献身的な守備、
　 コーチング
❺ 投資の勉強、サウナ
❻ フルーツが美味しい

鈴木 紋伽
すずき   あやか 背番号

❶ 1999年8月22日
❷ MF
❸ かー坊
❹ 両足のキック、ハードワーク
❺ 温泉巡り、ランニング
❻ フルーツ、信玄餅、
　 富士急ハイランド

内藤 夏鈴
ないとう  かりん 背番号

ソーシャルセンターたからじまで
は、フリースクールを開校し、子ど
もたちと一緒に過ごしたり、毎週
金曜日には「たからじまのおばあ
ちゃんチーム」が手作りの昼食を
用意し、地域の皆さんで一緒にラ
ンチを楽しんだりと、幅広い活動を
行っています。地域の皆さんが気
軽に集まり、交流できる場所です。

ソーシャルセンター

たからじまって

どんなところ？

看護専門学校
入学生募集 「一般入試（前期）」と「第２回特別入試」の出願が始まります！

社会人の方、自分の夢に向かってのチャレンジお待ちしています！

※試験申込の詳細は、「2027年度募集要項」、
　学校ホームページをご確認ください。

ホームページ

15,000円

申込方法 Ｗeb登録
入学検定料

学生の満足度が高い！
昨年の満足度調査の結果、全体の91.4％が満足と回答しました。
（特に、講義や実習に関する項目で高評価）

ポイント1

入試科目の変更により、受験しやすくなった！
「特別入試」社会人向け試験は、2回から3回になりました。
また、学科試験（数学・英語）がなくなり、「自己アピールシート」による
選考になりました。

ポイント2

学生同士、教員と学生との距離が近い！
不安なところを、先輩や教員にすぐに相談できます。

ポイント3

区　分

一般入試
（前期）

第2回特別入試
（社会人等）

11月27日（金）
～

12月18日（金）

出 願 期 間

令和9年
1月7日（木）

試 験 日

問合せ■看護専門学校 ☎24-8787

お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

地域密着型の会社に勤めていた社会人経
験を活かし、富士・東部地域の医療に貢献
したいという思いから、看護師である母の
母校の本校で看護師を目指すことにしまし
た。自分の成長と社会への貢献を両立さ
せたいと考えています。

黒部さん
2026年度特別入試合格者
1年次

在校生の声

をご活用くださいリサイクルステーションリサイクルステーション

活用のメリット

出すことができるもの 出すことができるもの 

紙類は１週間おき（隔週）で収集しています！紙類は１週間おき（隔週）で収集しています！

設置場所

リサイクルステーションの
場所はこちら

● 上吉田コミセン
● 下吉田コミセン
● 明見コミセン
● 上暮地コミセン
● 第４保育園
● 熊穴公園近く
● 明見湖公園駐車場
● 市役所東別館　 計8カ所

　「リサイクルステーションまで運ぶのが大変。」という方は、１週間おきに実施している紙収集をご利用ください。

新聞・チラシ
紙袋などにまとめるか、ひもなどでし
ばってください。

発泡スチロール・食品トレイ
両面白色のみ。それ以外の色柄付き、
プラスチック製のものは、可燃ごみに
出してください。

雑誌（書籍・カタログなど）
ひもなどでしばってください。

ペットボトル
キャップとラベルを外し、水ですすい
でつぶしてください。

段ボール
箱形のまま出さず、折りたたんでくだ
さい。

食用油
ペットボトルに入れ、しっかりとふたを
閉めてください。

衣類など
そのまま再利用（リユース）されます。
袋に入れてください。

乾電池
充電式電池、モバイルバッテリーなど
は除きます。

紙パック
中を洗い、開いて束ねてください。

インクカートリッジ

※いずれも家庭から出たものに限ります。事業活動で出たものは、
出すことができません。

 出す際のポイント
● 当日の朝８時までにごみステーションに出してください。
● 雨の日や風が強い日には出さないでください。
※収集日は、地区によって異なります。毎月の広報誌やCATVデータ放送をご確認ください。

１．収集日を気にしなくてよい
　年末年始を除き、24時間開放されています。買い物ついでなど、思い
立ったときにいつでも持ち込むことができます。
※年末年始は、12月28日朝までに閉鎖し、１月４日から順次開放します。

2．家の中が片付く
　資源ごみを次の収集日まで溜めておく必要がないため、置き場に困
りません。

3．資源として再利用が進み、環境にやさしい
　いつでも出すことができるため、ごみに混ぜて捨てたり、濡れたり汚
れたりする機会が減り、ごみの減量やリサイクルの促進に繋がります。

　モバイルバッテリーや加熱式たばこ、電気シェーバーなどに使われているリチウムイオン電池は、
ごみ収集車や施設での火災の原因になります。廃棄する際は、正しいごみの分別をお願いします。

リチウムイオン電池が火災の原因に！

　「新聞や雑誌がたまって置き場がない」、「分別して出したいのにどこに出せばい
いかわからない」、「収集日に出し忘れてしまった」など、困ったことはありませんか。
　市内には、８カ所のリサイクルステーションがあります。次の収集日まで溜めてお
く必要がなく、いつでも持ち込みできます。年末の大掃除など、ぜひご活用ください。

問合せ■環境美化センター ☎22-0030
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富士吉田市をホームタウンとし、『なでしこリーグ一部昇格』を目標に日々精進しています

❶ 2000年11月30日
❷ GK
❸ あんな、ディアス、やっすー
❹ 近距離のシュートストップ、
　  フィード
❺ 料理、サウナ、サップ
❻ 富士山

❶ 生年月日　❷ ポジション
❸ ニックネーム　❹ 自分の武器
❺ 趣味　❻ 山梨県といえば

２
０
２
６
シ
ー
ズ
ン
選
手
紹
介

～ 2026シーズン～

高橋 杏奈
たかはし  あんな 背番号

FCふじざくら山梨
公式Instagram公式X

【地域の皆さんと交流！「ソーシャルセンターたからじま」を訪問】
　9月18日（金）、出口春奈・石井音羽・鈴木紋伽選手が、富士吉田
市で活動する「ソーシャルセンターたからじま」のコミュニティラン
チに参加しました。たからじまさんとの交流はかれこれ４年目！
　たからじまのおばあちゃんと一緒に台所に立ち、料理のお手伝いをし、
完成した料理を何気ない会話をしながら一緒に食べたり和気あいあいと
した時間を過ごしました。
　さらに、フリースクールの子どもたちが心を込めて作った具だくさんの豚
汁や手作りデザートもいただき、地域の皆さんの温かさを感じました！ソー
シャルセンターたからじまの皆さん、ありがとうございました！

❶ 2002年9月27日
❷ DF
❸ あやか、あーくん
❹ 献身的な守備、
　 コーチング
❺ 投資の勉強、サウナ
❻ フルーツが美味しい

鈴木 紋伽
すずき   あやか 背番号

❶ 1999年8月22日
❷ MF
❸ かー坊
❹ 両足のキック、ハードワーク
❺ 温泉巡り、ランニング
❻ フルーツ、信玄餅、
　 富士急ハイランド

内藤 夏鈴
ないとう  かりん 背番号

ソーシャルセンターたからじまで
は、フリースクールを開校し、子ど
もたちと一緒に過ごしたり、毎週
金曜日には「たからじまのおばあ
ちゃんチーム」が手作りの昼食を
用意し、地域の皆さんで一緒にラ
ンチを楽しんだりと、幅広い活動を
行っています。地域の皆さんが気
軽に集まり、交流できる場所です。

ソーシャルセンター

たからじまって

どんなところ？

看護専門学校
入学生募集 「一般入試（前期）」と「第２回特別入試」の出願が始まります！

社会人の方、自分の夢に向かってのチャレンジお待ちしています！

※試験申込の詳細は、「2027年度募集要項」、
　学校ホームページをご確認ください。

ホームページ

15,000円

申込方法 Ｗeb登録
入学検定料

学生の満足度が高い！
昨年の満足度調査の結果、全体の91.4％が満足と回答しました。
（特に、講義や実習に関する項目で高評価）

ポイント1

入試科目の変更により、受験しやすくなった！
「特別入試」社会人向け試験は、2回から3回になりました。
また、学科試験（数学・英語）がなくなり、「自己アピールシート」による
選考になりました。

ポイント2

学生同士、教員と学生との距離が近い！
不安なところを、先輩や教員にすぐに相談できます。

ポイント3

区　分

一般入試
（前期）

第2回特別入試
（社会人等）

11月27日（金）
～

12月18日（金）

出 願 期 間

令和9年
1月7日（木）

試 験 日

問合せ■看護専門学校 ☎24-8787

お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

地域密着型の会社に勤めていた社会人経
験を活かし、富士・東部地域の医療に貢献
したいという思いから、看護師である母の
母校の本校で看護師を目指すことにしまし
た。自分の成長と社会への貢献を両立さ
せたいと考えています。

黒部さん
2026年度特別入試合格者
1年次

在校生の声

をご活用くださいリサイクルステーションリサイクルステーション

活用のメリット

出すことができるもの 出すことができるもの 

紙類は１週間おき（隔週）で収集しています！紙類は１週間おき（隔週）で収集しています！

設置場所

リサイクルステーションの
場所はこちら

● 上吉田コミセン
● 下吉田コミセン
● 明見コミセン
● 上暮地コミセン
● 第４保育園
● 熊穴公園近く
● 明見湖公園駐車場
● 市役所東別館　 計8カ所

　「リサイクルステーションまで運ぶのが大変。」という方は、１週間おきに実施している紙収集をご利用ください。

新聞・チラシ
紙袋などにまとめるか、ひもなどでし
ばってください。

発泡スチロール・食品トレイ
両面白色のみ。それ以外の色柄付き、
プラスチック製のものは、可燃ごみに
出してください。

雑誌（書籍・カタログなど）
ひもなどでしばってください。

ペットボトル
キャップとラベルを外し、水ですすい
でつぶしてください。

段ボール
箱形のまま出さず、折りたたんでくだ
さい。

食用油
ペットボトルに入れ、しっかりとふたを
閉めてください。

衣類など
そのまま再利用（リユース）されます。
袋に入れてください。

乾電池
充電式電池、モバイルバッテリーなど
は除きます。

紙パック
中を洗い、開いて束ねてください。

インクカートリッジ

※いずれも家庭から出たものに限ります。事業活動で出たものは、
出すことができません。

 出す際のポイント
● 当日の朝８時までにごみステーションに出してください。
● 雨の日や風が強い日には出さないでください。
※収集日は、地区によって異なります。毎月の広報誌やCATVデータ放送をご確認ください。

１．収集日を気にしなくてよい
　年末年始を除き、24時間開放されています。買い物ついでなど、思い
立ったときにいつでも持ち込むことができます。
※年末年始は、12月28日朝までに閉鎖し、１月４日から順次開放します。

2．家の中が片付く
　資源ごみを次の収集日まで溜めておく必要がないため、置き場に困
りません。

3．資源として再利用が進み、環境にやさしい
　いつでも出すことができるため、ごみに混ぜて捨てたり、濡れたり汚
れたりする機会が減り、ごみの減量やリサイクルの促進に繋がります。

　モバイルバッテリーや加熱式たばこ、電気シェーバーなどに使われているリチウムイオン電池は、
ごみ収集車や施設での火災の原因になります。廃棄する際は、正しいごみの分別をお願いします。

リチウムイオン電池が火災の原因に！

　「新聞や雑誌がたまって置き場がない」、「分別して出したいのにどこに出せばい
いかわからない」、「収集日に出し忘れてしまった」など、困ったことはありませんか。
　市内には、８カ所のリサイクルステーションがあります。次の収集日まで溜めてお
く必要がなく、いつでも持ち込みできます。年末の大掃除など、ぜひご活用ください。

問合せ■環境美化センター ☎22-0030
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生涯学習フェスタ
Hot Topics 1

政市
HOT

TOPICS

旬な話題をいち早く！！

作品展

• 午前7時 ～ 午後7時
　歩車分離の信号制御を行います。
歩行者用信号が青の間、誘導音
（「カッコー」「ピヨピヨ」）が流れます。

11月30日（いいみらい）は「年金の日」です！ • 左記以外の時間帯
  （午後7時～翌午前7時）

＜ご利用にあたってのお願い＞

　通常の信号制御（車両と歩行者が
同時に進行する方式）となります。

• 歩行者の皆さん
歩行者用信号が青になったことを確認し、誘導音に合わせ
て安全に横断してください。

• ドライバーの皆さん
時間帯によって信号の制御方式が変わります。車両用信
号の表示をしっかり確認し、慎重な運転をお願いします。

令和９年版市民カレンダーの市民公募写真が決定！
Hot Topics 3

　広報５月号で市民の皆さんに募集した来年の市民カレンダーに掲載する３枚の写真が決定しました。たくさ
んのご応募をありがとうございました。

日　時　11月14日(土)　午前9時30分～午後5時
　　　　　　15日(日)　午前9時30分～午後3時
場　所　市民会館3階 市民ギャラリーほか
展示品　富士山自遊大学：紙バンド、パッチワーク、つ
　　　　るし飾り、テディーベア、レザークラフト、蓮の
　　　　花、水彩画、編み物、プリザーブドフラワー
　　　　中央社会学級：親子造形教室など

発表会
日　時　11月14日(土)　午後1時
場　所　市民会館3階 小ホール
発　表　富士山自遊大学：ソシアルダンス、太極拳、
　　　　ハーモニカ、タングドラム、フラダンス、民謡舞
　　　　踊、日本舞踊、二胡、三線、ケーナ、オカリーナ、
　　　　声づくりなど

タロット占い
日　時　11月15日(日)　午前11時～午後4時
場　所　市民会館1階 ロビー

お茶会
日　時　11月15日(日)　午前10時30分～午後3時
場　所　市民会館3階 和室

（一財）富士吉田文化振興協会　☎23-3100　生涯学習課　☎内線 521問合せ市民協働推進課　☎内線 207問合せ

富士吉田警察署　☎22-0110　安全対策課　☎内線 221

本町二丁目交差点の信号機が「歩車分離式」へ
Hot Topics 2

問合せ

　山梨県警察本部と富士吉田警察署は、歩行者の安全確保と交通事故防止のため、本町二丁目交差点の信
号機を改修し「歩車分離信号」となりました。
　歩車分離の制御をすることで、歩行者用信号と車両用信号の青
信号のタイミングを分離し、歩行者と車が交差しないようにします。

　富士山自遊大学や社会学級など、本市の生涯学習講座で学ばれた生徒の皆さん
による学習成果の発表会と、丹精をこめて創作した作品の展示会を開催します！
　入場無料です。皆様のご来場をお待ちしています。

　本市を管轄する大月年金事務所では、年金事務所窓口や出張相談などでの年金相談を受け付けています。相
談には事前予約が必要です。予約の際「基礎年金番号」のわかるものをお手元にご用意ください。

大月年金事務所の年金相談
Hot Topics 4

大月年金事務所　☎0554-22-3811　市民課年金担当　☎内線 146問合せ

本町二丁目交差点

　「ねんきんネット」を利用すると、Webからいつでも年金記録を確認でき
るほか、年金記録から各種条件を設定すると年金見込額の試算をするこ
ともできます。
　また、海外在住者、身体などに障害のある方を対象に、年金相談ができ
るようになりました。詳細は、日本年金機構ホームページをご覧ください。

日本年金機構
ホームページ

（ねんきんネット）

5月　渡邊 大さん(散策公園) 7月　荒井 進さん(農村公園) 9月　格口 俊昭さん(農村公園)

ねんきんダイヤル 年金の受け取りや振込通知書、源泉徴収票などの通知書の見
方など、年金の一般的な相談を受け付けています。 問合せ　☎0570-05-1165

予約方法　● 予約専用電話番号：☎0570-05-4890
　　　　　● インターネット予約：QRコード

　　　　　　 ※インターネット予約は、年金請求に関する手続きのみ
　　　　　　　 対象です。
　　　　   ● 大月年金事務所による出張相談：☎0554-22-3811
　　　　　　 ・日にち　11月26日（木）、令和９年2月２５日（木）
　　　　　　 ・場　所　富士吉田商工会議所

予約はこちら
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生涯学習フェスタ
Hot Topics 1

政市
HOT

TOPICS

旬な話題をいち早く！！

作品展

• 午前7時 ～ 午後7時
　歩車分離の信号制御を行います。
歩行者用信号が青の間、誘導音
（「カッコー」「ピヨピヨ」）が流れます。

11月30日（いいみらい）は「年金の日」です！ • 左記以外の時間帯
  （午後7時～翌午前7時）

＜ご利用にあたってのお願い＞

　通常の信号制御（車両と歩行者が
同時に進行する方式）となります。

• 歩行者の皆さん
歩行者用信号が青になったことを確認し、誘導音に合わせ
て安全に横断してください。

• ドライバーの皆さん
時間帯によって信号の制御方式が変わります。車両用信
号の表示をしっかり確認し、慎重な運転をお願いします。

令和９年版市民カレンダーの市民公募写真が決定！
Hot Topics 3

　広報５月号で市民の皆さんに募集した来年の市民カレンダーに掲載する３枚の写真が決定しました。たくさ
んのご応募をありがとうございました。

日　時　11月14日(土)　午前9時30分～午後5時
　　　　　　15日(日)　午前9時30分～午後3時
場　所　市民会館3階 市民ギャラリーほか
展示品　富士山自遊大学：紙バンド、パッチワーク、つ
　　　　るし飾り、テディーベア、レザークラフト、蓮の
　　　　花、水彩画、編み物、プリザーブドフラワー
　　　　中央社会学級：親子造形教室など

発表会
日　時　11月14日(土)　午後1時
場　所　市民会館3階 小ホール
発　表　富士山自遊大学：ソシアルダンス、太極拳、
　　　　ハーモニカ、タングドラム、フラダンス、民謡舞
　　　　踊、日本舞踊、二胡、三線、ケーナ、オカリーナ、
　　　　声づくりなど

タロット占い
日　時　11月15日(日)　午前11時～午後4時
場　所　市民会館1階 ロビー

お茶会
日　時　11月15日(日)　午前10時30分～午後3時
場　所　市民会館3階 和室

（一財）富士吉田文化振興協会　☎23-3100　生涯学習課　☎内線 521問合せ市民協働推進課　☎内線 207問合せ

富士吉田警察署　☎22-0110　安全対策課　☎内線 221

本町二丁目交差点の信号機が「歩車分離式」へ
Hot Topics 2

問合せ

　山梨県警察本部と富士吉田警察署は、歩行者の安全確保と交通事故防止のため、本町二丁目交差点の信
号機を改修し「歩車分離信号」となりました。
　歩車分離の制御をすることで、歩行者用信号と車両用信号の青
信号のタイミングを分離し、歩行者と車が交差しないようにします。

　富士山自遊大学や社会学級など、本市の生涯学習講座で学ばれた生徒の皆さん
による学習成果の発表会と、丹精をこめて創作した作品の展示会を開催します！
　入場無料です。皆様のご来場をお待ちしています。

　本市を管轄する大月年金事務所では、年金事務所窓口や出張相談などでの年金相談を受け付けています。相
談には事前予約が必要です。予約の際「基礎年金番号」のわかるものをお手元にご用意ください。

大月年金事務所の年金相談
Hot Topics 4

大月年金事務所　☎0554-22-3811　市民課年金担当　☎内線 146問合せ

本町二丁目交差点

　「ねんきんネット」を利用すると、Webからいつでも年金記録を確認でき
るほか、年金記録から各種条件を設定すると年金見込額の試算をするこ
ともできます。
　また、海外在住者、身体などに障害のある方を対象に、年金相談ができ
るようになりました。詳細は、日本年金機構ホームページをご覧ください。

日本年金機構
ホームページ

（ねんきんネット）

5月　渡邊 大さん(散策公園) 7月　荒井 進さん(農村公園) 9月　格口 俊昭さん(農村公園)

ねんきんダイヤル 年金の受け取りや振込通知書、源泉徴収票などの通知書の見
方など、年金の一般的な相談を受け付けています。 問合せ　☎0570-05-1165

予約方法　● 予約専用電話番号：☎0570-05-4890
　　　　　● インターネット予約：QRコード

　　　　　　 ※インターネット予約は、年金請求に関する手続きのみ
　　　　　　　 対象です。
　　　　   ● 大月年金事務所による出張相談：☎0554-22-3811
　　　　　　 ・日にち　11月26日（木）、令和９年2月２５日（木）
　　　　　　 ・場　所　富士吉田商工会議所

予約はこちら
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子育て支援センター予定表

メンテナンス
休館

子育て支援センター
※土曜日は午前８時30分～午後６時

SUN MON TUE WED THU FRI SAT
11月

子育て情 局報
令和９年度　放課後児童クラブの入所児童を募集

月額料金　８月：6,000 円　それ以外：2,000 円

　乳幼児健診は母子保健法に基づき実施しています。全員が対象になりますので、対象月にお越しく
ださい。受付時間は対象の誕生日によって異なるため、乳幼児健診のホームページまたは市公式 LINE
で詳細を確認してください。
　持ち物は、母子手帳・問診票・替えのオムツです。４カ月・９カ月はバスタオル、３歳は排尿済み尿
容器も一緒に持参してください。
　問診票を紛失した場合は、窓口に取りに来るか、健診当日記入をお願いします。

乳幼児健診

乳幼児健診の
ホームページ

市公式Ｘ 市公式ＬＩＮＥ

場所　子育て支援センター 問合せ　こども家庭センター　☎内線 644・862

産前産後ケアルーム　　つどいの広場にじいろ利用者　　ファミサポ会員　　健診など　　どなたでも
※リズムであそぼの問合せ：090-1805-2072　※　  のマークがある日は手形アートができます

※教材費などとして、入所時に別途 1,000 円を徴収します。

※1　毎週水曜日は午後7時まで、土曜日は12月12日(土) 午前9時～午後4時まで受け付けします。

受付期間　10月28日（水）正午～11月11日（水）午後6時

申込方法　QRコードより申し込み
※市が運営するクラブとは別になります。市へ申請書を提出しても入所できませんので
　お間違いのないようにお願いします。
※その他、詳細は直接アエラ放課後児童クラブにお問い合わせください。

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30

下吉田7-29-19　☎22-5155　　22-7666
開館時間　午前8時30分～午後７時

FAX

離乳食教室
手形アート

手形アート

交流開放日・
親子手形アート
子育て中の就労相談

交流開放日・
親子手形アート
5歳児健診
リトミックあそび

リフレッシュ産後ヨガ
4カ月健診 ※R8.7月生
ドレスアップデー
※希望の方は要予約
にじいろPMお休み

ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後7カ月～12カ月
3歳児健診 ※R5.5月生
お祝いしましょ
※誕生月の方のみ要予約

ファミサポキャリアアップ
講習会
「性被害防止対策」
【性についてこどもに
正しく伝えるための勉強会】

1歳6カ月健診
※R7.4月生
わらべうた

ママのためのピラティス
2歳歯とこころの相談
※R6.6月生

ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後1カ月～6カ月
9カ月歯と離乳食の相談
※R8.2月生

24時間講習
なかよしクレヨンの
おはなし会

手形アートぽかぽか測定

交流開放日・ねぞうアート
リズムであそぼ 
手形アート

交流開放日・ねぞうアート
手形アート

交流開放日・ねぞうアート
手形アート

ふれあいたいそう
にじいろPMお休み

【民営クラブ】

問合せ　こども家庭センター　☎内線 587

申込方法　申請書を提出
注意事項　・年度途中から入所予定の方や長期休暇のみの利用希望の方も今回お申し込みください。
　　　　　・同一学校区内に複数の児童クラブを開設している場合は、居住地などを
　　　　　  考慮して入所クラブを決定します。

市ホームページ

アエラ
ホームページ

　放課後児童クラブでは、就労や疾病などの理由で、放課後や夏休みなどに保護者が家庭にいな
い児童を預かっています。令和９年度は、公営クラブ18カ所、民営クラブ３カ所で実施します。

児童相談所全国共通ダイヤル　「189（いちはやく）」
※お近くの児童相談所へ繋がります。通話料は無料です。
相談先　こども家庭センター　☎内線 588
　　　　都留児童相談所　　 ☎0554-45-7838　※休日・夜間の緊急時：0554-45-7898

11月はオレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン月間
　児童虐待は、家庭の中で起こることが多く、周囲からは気付きにくい場合があります。保護者の怒鳴
り声や子どもの泣き声が頻繁に聞こえる、不自然なあざやけががある、幼い子どもだけで長時間過ご
しているなど、「もしかして虐待かも」と感じたときは、その気付きが子どもを守ることにつながります。
　24時間・365日通告や相談を受け付ける窓口があります。相談内容の秘密は守ります。また、通
告や通報は匿名で構いません。確信がなくても、ためらわずにご相談ください。

申請書 期　間

11月9日（月）～13日（金） 各放課後児童クラブまたは、
こども家庭センター（※1）

12月7日（月）～12日（土）　
※受付期間外は申請
　できません

〈新規〉こども家庭センター（※1）
※きょうだいが現在利用中の
　場合は各放課後児童クラブへ

〈現在利用中〉
各放課後児童クラブ
※開所時間内のみ

場　所

配　布

受　付

【公営クラブ】
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11月
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令和９年度　放課後児童クラブの入所児童を募集

月額料金　８月：6,000 円　それ以外：2,000 円

　乳幼児健診は母子保健法に基づき実施しています。全員が対象になりますので、対象月にお越しく
ださい。受付時間は対象の誕生日によって異なるため、乳幼児健診のホームページまたは市公式 LINE
で詳細を確認してください。
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　お間違いのないようにお願いします。
※その他、詳細は直接アエラ放課後児童クラブにお問い合わせください。
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〈新規〉こども家庭センター（※1）
※きょうだいが現在利用中の
　場合は各放課後児童クラブへ

〈現在利用中〉
各放課後児童クラブ
※開所時間内のみ

場　所

配　布

受　付

【公営クラブ】

13 広報ふじよしだ   11 月号



に
取
り
組
む
事
業
で
す
。

　
そ
の
際
に
発
足
し
た「
あ
さ
が
お
グ

ル
ー
プ
」が
、自
主
的
に
10
年
間
事
業
を
継

続
し
ま
し
た
。
認
知
症
予
防
に
効
果
的
と

さ
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
計
画
的
に

行
い
、毎
月
第
3
金
曜
日
に
集
ま
る
な
ど
、

長
年
に
わ
た
り
元
気
に
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
あ
さ
が
お
グ
ル
ー
プ
は
、

無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
で
、互
い
に
声
を
か

け
合
い
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
た
結
果
、

認
知
症
予
防
に
つ
な
げ
、現
在
も
元
気
に

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、誠
に
残
念
で
す
が
、あ
さ
が

お
グ
ル
ー
プ
は
10
周
年
の
大
き
な
節
目
に

解
散
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
と
し
て
の
集
い
は
ひ
と
区
切
り
と

な
り
ま
す
が
、皆
さ
ん
が
育
ん
だ
健
康
習

慣
と
温
か
い
絆
が
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て

い
く
こ
と
を
心
よ
り
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、仲
間
と
一
緒
に
企
画・実

践・
振
り
返
り
な
ど
の
活
動
を
す
る
こ
と

で
、外
出
や
交
流
の
機
会
が
増
え
、心
身
機

能
の
向
上
や
認
知
機
能
の
維
持
、閉
じ
こ

も
り
予
防
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
も
身
近
な
方
と
声
を
か
け
あ

い
、健
康
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

イ
ン
フ
ル
・
新
型
コ
ロ
ナ

の
予
防
接
種

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
重
症
化
を
予
防
す
る
た

め
、令
和
8
年
度
の
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
す
。
接
種
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
効
果
と
副
反
応

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、ご

自
身
の
意
思
で
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

期
間
　
10
月
1
日（
木
）～
令
和
9
年
2
月

28
日（
日
）

場
所
　
各
実
施
医
療
機
関

金
額
　
自
己
負
担
分（
公
費
助
成
額
を
超

え
る
金
額
）を
直
接
医
療
機
関
へ
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。
接
種
に
か
か
る
費
用

は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

な
お
、各
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
も
一
人
一

度
の
助
成
で
す

予
約
方
法
　
予
診
票
が
届
き
次
第
、接
種

を
希
望
す
る
医
療
機
関
に
直
接
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

予
診
票
発
送
　
10
月
以
降
対
象
者
の
み
順

次
郵
送
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
①・
②

の
方
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ

ロ
ナ
の
2
種
類
の
予
診
票
を
、1
つ
の

封
筒
に
ま
と
め
て
送
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
③
の
方
も
、予
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
こ
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
接
種
す
る
方
は
、医
療
機
関
に
あ

あ
さ
が
お
グ
ル
ー
プ
よ
り

　
リ
ー
ダ
ー
を
作
ら
ず
、皆
で
何
を
す
る

か
話
し
あ
い
、年
間
計
画
を
立
て
て
取
り

組
ん
だ
こ
と
が
10
年
間
の
活
動
に
繋
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。
計
画
を
実
行
で
き
た
こ

と
に
、反
省
と
と
も
に
自
信
と
勇
気
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
で
集

ま
り
、
楽
し
み
な
が
ら
会
話
し
、
街
を
歩

き
、新
し
い
発
見
を
得
た
こ
と
が
認
知
症

予
防
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活
動
は
終
了
に
な
り
ま
す
が
、あ
さ
が
お

グ
ル
ー
プ
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、

今
後
も
健
康
づ
く
り
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
4
8

る
予
診
票
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
10
月
以
降
に
65
歳
に
な
る
方

は
、誕
生
日
前
日
か
ら
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、誕
生
日
を
迎
え
る
直
前
に
届

き
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
専
用
相
談
窓
口

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
、

接
種
前
の
疑
問
や
不
安
の
解
消
か
ら
、

接
種
後
に
副
反
応
が
出
た
場
合
の
対
応

ま
で
、看
護
師
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

へ
の
相
談
が
可
能
で
す
。
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認
知
症
予
防
に
10
年
取
り
組
ん
だ

「
脳
げ
ん
き（
あ
さ
が
お
グ
ル
ー
プ
）」の
紹
介

　
本
市
で
は
、認
知
症
施
策
の
1
つ
と
し

て
、10
年
前
に「
脳
げ
ん
き
」プ
ロ
グ
ラ
ム

を
行
い
ま
し
た
。
脳
げ
ん
き
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
は
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ・料
理・旅
行
の
３

つ
か
ら
興
味
の
あ
る
分
野
を
選
び
、5
～

6
人
で
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、4
カ
月
の

間
1
週
間
に
1
回
集
ま
り
、テ
キ
ス
ト
に

沿
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
、頭・体・心

を
使
う
こ
と
で
認
知
機
能
の
低
下
の
予
防

 

言
葉
で
心
も
体
も 

 

健
康
に
な
る

　
富
士
吉
田
医
師
会 

顧
問
　
刑
部
光
太
郎

　
言
葉
で
健
康
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
か
？

答
え
は「
な
れ
ま
す
！
」

　
毎
日
の
何
気
な
い
一
言
は
、私
た
ち
の
心
だ

け
で
な
く
、体
に
も
影
響
し
ま
す
。
近
年
の
医

学
研
究
で
は
、言
葉
が
不
安
や
痛
み
、ス
ト
レ

ス
反
応
、感
情
の
働
き
に
作
用
し
、心
と
体
の

健
康
を
左
右
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。「
悪
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い

う
不
安
を
強
め
る
言
葉
は
、痛
み
や
不
調
を

実
際
に
強
く
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

言
葉
の
選
び
方
は
、医
療
の
場
で
も
大
切
で

す
。
人
と
の
良
い
関
係
が
健
康
や
長
寿
と
関

連
す
る
こ
と
も
、多
く
の
研
究
で
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
は
、誰
も
が
安
心
し
た
い
、愛
さ
れ

た
い
、認
め
ら
れ
た
い
、人
と
つ
な
が
っ
て
い
た

い
、希
望
を
持
ち
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、忙
し
い
毎
日
の
中
で
は
、心
を
整
え
る

時
間
を
持
ち
に
く
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
あ

な
た
に
こ
そ
、今
す
ぐ
実
践
で
き
る
健
康
法
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が「
言
葉
」で
す
。

●
大
切
な
人
に
愛
を
伝
え
た
い
時
は「
あ

な
た
が
大
切
で
す
」。

●
感
謝
を
伝
え
た
い
時
は「
あ
り
が
と

う
」。

●
自
信
を
失
っ
た
時
は「
私
は
大
切
な
存

在
だ
」。

●
頑
張
っ
た
時
は「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」。

●
先
が
見
え
な
い
時
は「
き
っ
と
良
く
な

る
」。

●
孤
独
な
時
は「
私
は
一
人
じ
ゃ
な
い
」。

●
自
分
を
責
め
て
し
ま
う
時
は「
こ
れ
で

い
い
」。

●
生
き
る
意
味
を
見
失
い
そ
う
な
時
は

「
今
日
も
誰
か
の
役
に
立
て
る
」。

●
心
を
静
め
た
い
時
は「
今
は
大
丈
夫
」。

　「
お
は
よ
う
」、「
あ
り
が
と
う
」、「
お
疲
れ
さ

ま
」な
ど
の
温
か
い
言
葉
は
、人
と
の
つ
な
が

り
を
育
て
、自
分
自
身
の
心
を
整
え
る
助
け
に

も
な
り
ま
す
。

　
古
今
東
西
言
わ
れ
て
き
た
一
番
の
特
効
薬

は
、「
愛
と
感
謝
」の
言
葉
で
す
。
大
切
な
の
は
、

周
り
の
人
だ
け
で
な
く
、自
分
に
も
優
し
い
言

葉
を
か
け
る
こ
と
。
今
日
も
心
に
合
う
一
言

を
選
び
、「
自
分
自
身
の
心
と
体
の
常
備
薬
」と

し
て
、健
や
か
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

C
O
L
U
M
N

令
和
8
年
度

予
防
接
種

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン

厚
労
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン

厚
労
省
H
P

新型コロナ
(定期接種)

インフル
(定期接種)

インフル
(任意接種)

こどものインフル（任意接種）
不活化 フルミスト

対象者
※1

①65歳以上の方 ③18歳 以 上60歳 未
満のうち、慢性高度
心臓・腎臓・呼吸器・
免疫不全がある方

（身 体 障 害 者 手 帳1
級相当）

生後6カ月～高
校3年生相当

生後6カ月～高
校3年生相当

2歳 ～ 高 校3
年生相当

②60～64歳のうち、慢性
高度心臓・腎臓・呼吸器・免
疫不全がある方（身体障害
者手帳1級相当）

【1回目接種】 【2回目接種】 
※2 【1回接種】

公費助
成額 8,000円 2,500円 2,500円 2,500円 1,500円 4,000円

予診票
の色 黄色 水色 白色 白色※医療機関にあるものを使用

(郵送されません)
※1　接種日時点で富士吉田市に住民登録のある方に限ります
※2　13歳以上の2回目接種は、医師が必要と認める方のみ対象
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に
取
り
組
む
事
業
で
す
。

　
そ
の
際
に
発
足
し
た「
あ
さ
が
お
グ

ル
ー
プ
」が
、自
主
的
に
10
年
間
事
業
を
継

続
し
ま
し
た
。
認
知
症
予
防
に
効
果
的
と

さ
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
計
画
的
に

行
い
、毎
月
第
3
金
曜
日
に
集
ま
る
な
ど
、

長
年
に
わ
た
り
元
気
に
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
あ
さ
が
お
グ
ル
ー
プ
は
、

無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
で
、互
い
に
声
を
か

け
合
い
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
た
結
果
、

認
知
症
予
防
に
つ
な
げ
、現
在
も
元
気
に

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、誠
に
残
念
で
す
が
、あ
さ
が

お
グ
ル
ー
プ
は
10
周
年
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大
き
な
節
目
に

解
散
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
と
し
て
の
集
い
は
ひ
と
区
切
り
と

な
り
ま
す
が
、皆
さ
ん
が
育
ん
だ
健
康
習

慣
と
温
か
い
絆
が
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て

い
く
こ
と
を
心
よ
り
応
援
し
て
い
ま
す
。
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、仲
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一
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企
画・実
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こ
と
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え
、心
身
機
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持
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じ
こ

も
り
予
防
な
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に
つ
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が
り
ま
す
。
市
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方
と
声
を
か
け
あ

い
、健
康
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
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検
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の
で
す
。
そ
ん
な
あ

な
た
に
こ
そ
、今
す
ぐ
実
践
で
き
る
健
康
法
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が「
言
葉
」で
す
。

●
大
切
な
人
に
愛
を
伝
え
た
い
時
は「
あ

な
た
が
大
切
で
す
」。

●
感
謝
を
伝
え
た
い
時
は「
あ
り
が
と

う
」。

●
自
信
を
失
っ
た
時
は「
私
は
大
切
な
存

在
だ
」。

●
頑
張
っ
た
時
は「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」。

●
先
が
見
え
な
い
時
は「
き
っ
と
良
く
な

る
」。

●
孤
独
な
時
は「
私
は
一
人
じ
ゃ
な
い
」。

●
自
分
を
責
め
て
し
ま
う
時
は「
こ
れ
で

い
い
」。

●
生
き
る
意
味
を
見
失
い
そ
う
な
時
は

「
今
日
も
誰
か
の
役
に
立
て
る
」。

●
心
を
静
め
た
い
時
は「
今
は
大
丈
夫
」。

　「
お
は
よ
う
」、「
あ
り
が
と
う
」、「
お
疲
れ
さ

ま
」な
ど
の
温
か
い
言
葉
は
、人
と
の
つ
な
が

り
を
育
て
、自
分
自
身
の
心
を
整
え
る
助
け
に

も
な
り
ま
す
。

　
古
今
東
西
言
わ
れ
て
き
た
一
番
の
特
効
薬

は
、「
愛
と
感
謝
」の
言
葉
で
す
。
大
切
な
の
は
、

周
り
の
人
だ
け
で
な
く
、自
分
に
も
優
し
い
言

葉
を
か
け
る
こ
と
。
今
日
も
心
に
合
う
一
言

を
選
び
、「
自
分
自
身
の
心
と
体
の
常
備
薬
」と

し
て
、健
や
か
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

C
O
L
U
M
N

令
和
8
年
度

予
防
接
種

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン

厚
労
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン

厚
労
省
H
P

新型コロナ
(定期接種)

インフル
(定期接種)

インフル
(任意接種)

こどものインフル（任意接種）
不活化 フルミスト

対象者
※1

①65歳以上の方 ③18歳 以 上60歳 未
満のうち、慢性高度
心臓・腎臓・呼吸器・
免疫不全がある方

（身 体 障 害 者 手 帳1
級相当）

生後6カ月～高
校3年生相当

生後6カ月～高
校3年生相当

2歳 ～ 高 校3
年生相当

②60～64歳のうち、慢性
高度心臓・腎臓・呼吸器・免
疫不全がある方（身体障害
者手帳1級相当）

【1回目接種】 【2回目接種】 
※2 【1回接種】

公費助
成額 8,000円 2,500円 2,500円 2,500円 1,500円 4,000円

予診票
の色 黄色 水色 白色 白色※医療機関にあるものを使用

(郵送されません)
※1　接種日時点で富士吉田市に住民登録のある方に限ります
※2　13歳以上の2回目接種は、医師が必要と認める方のみ対象
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市
立
病
院
で
は
、病
気
を
抱
え
な

が
ら
も
適
切
な
治
療
を
受
け
つ
つ
、

仕
事
を
継
続
で
き
る
よ
う
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
富
士
吉
田
と
連
携
し「
両
立

支
援
個
別
相
談
会
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
が
ん
、肝
炎
、糖
尿
病
な
ど
の
疾
患

に
よ
る
長
期
治
療
や
骨
折
、脳
卒
中

な
ど
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
な
が
ら
、通
常
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

窓
口
で
求
職
活
動
を
行
う
の
は
困
難

で
す
。

　
そ
こ
で
、当
院
に
通
院
ま
た
は
入
院

中
の
患
者
さ
ん
を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
富
士
吉
田
の
相
談
員
が
、院
内

か
つ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
、患
者
さ
ん
の

希
望
や
治
療
状
況
を
踏
ま
え
た
職
業

相
談
、職
業
紹
介
、希
望
す
る
労
働
条

件
に
応
じ
た
求
人
の
開
拓
、就
職
後
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
治
療
や
仕
事
の
こ
と
を
一
人
で

悩
ん
で
し
ま
う
方
が
と
て
も
多
い

で
す
。
仕
事
を
辞
め
る
前
に
、
ま
ず

は
些
細
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

対
象
　
市
立
病
院
に
通
院・
入
院
さ

れ
て
い
る
患
者

場
所
　
市
立
病
院
　
北
別
館
1
階
　

相
談
室

相
談
料
　
無
料
　
※
事
前
予
約
制

日
時

■
問
合
せ

　
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
―

☎
2
2-

4
1
1
1（
内
線
3
1
0
4
）

※
2
山
本
肇「
ス
ニ
ー
カ
ー
の
重
さ
は
ど

れ
く
ら
い
？
種
類
別
に
平
均
重
量
を
徹

底
解
説
」

※
3
岡
部
有
純
、
阿
部
薫
、
蓮
野
敢 

他

（
2
0
2
2
）「
若
年
女
性
に
お
け
る
靴

の
重
量
感
覚
に
関
す
る
検
討
」日
本
整

形
靴
技
術
協
会
雑
誌
(7)
、13-

16. 

※
4
三
石
清
子
、
宮
地
文
子
、
高
橋
勝
貞 

他（
2
0
1
3
）「
長
野
県
東
信
地
域
の

通
所
施
設
に
お
け
る
高
齢
者
の
足
の
ト

ラ
ブ
ル
に
関
す
る
実
態
調
査
」佐
久
大

学
看
護
研
究
雑
誌 

5 

(1)  
21-

29

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
7
7
0

健
康
チ
ェ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト

　イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
、骨
密
度
測
定
、血
管

年
齢
測
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。
参
加
者
に

は
、転
倒
予
防
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

日
時
　
11
月
19
日（
木
）午
後
1
時
～
3
時

場
所
　
セ
ル
バ
本
店
　
イ
ー
ト
イ
ン
ス

ペ
ー
ス（
下
吉
田
東
4-

1-

15
）

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
7
7
0

山
梨
県
立
大
学
人
間
福
祉
学
部

准
教
授
　
前
川
有
希
子

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、皆
さ
ん
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、マ
ラ
ソ
ン
や
駅
伝
な
ど
を
応
援

す
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
数
年
前
、陸

上
競
技
の
大
会
で
多
く
の
選
手
が
同
じ

ブ
ラ
ン
ド・
同
じ
色
の
厚
底
レ
ー
ス
用

シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
、好
記
録
を
連
発
し
た

こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
競
技
用
の

レ
ー
ス
シ
ュ
ー
ズ
は
、上
級
ラ
ン
ナ
ー
は

よ
り
軽
い
も
の
を
求
め
る
傾
向
が
あ
り
、

27 

cm
で
片
足
約
1
2
9
g
と
い
う
驚
異

的
な
軽
さ
※
1
の
レ
ー
ス
シ
ュ
ー
ズ
も
あ

る
そ
う
で
す
。
早
く
走
る
目
的
で
靴
は

日
々
研
究・改
良
さ
れ
て
い
ま
す
が
、選
手

の
身
体
能
力
と
レ
ー
ス
シ
ュ
ー
ズ
の
機
能

の
相
乗
効
果
が
発
揮
さ
れ
、記
録
に
つ
な

が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
靴
の
購
入
時
に
、
重
さ
を
気
に
し
ま

す
か
？
一
般
的
な
メ
ン
ズ
ス
ニ
ー
カ
ー

（
26.

5
cm
～
27.

0
cm
想
定
）の
平
均
的
な

重
さ
は
、片
足
約
3
0
0
g
～
3
5
0
g

で
す
※
2
。
ま
た
、若
い
女
性
が
ス
ニ
ー

カ
ー
を
重
い
と
判
断
す
る
境
界
は
、片
足

3
0
0
g
、
高
齢
女
性
で
は
2
5
0
ｇ
※

3
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
足
元
に
負
担
を

感
じ
な
い
軽
い
靴
の
方
が
、日
常
的
に
履

く
靴
と
し
て
適
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
あ
る
い
は
、重
量
感
を
感
じ
る
重
い

靴
の
方
が
、安
定
し
て
転
倒
し
に
く
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
靴
は
、暑
さ
や
寒
さ
か
ら
足
を
保
護
し

ま
す
。
硬
い
地
面
か
ら
の
衝
撃
を
和
ら
げ

て
身
体
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、歩
く
、走
る

な
ど
の
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま

た
、見
た
目
や
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
個
性

を
表
現
す
る
役
割
も
あ
り
ま
す
。
軽
い
靴

は
、衝
撃
を
吸
収
す
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
素
材

が
少
な
く
、安
定
性
に
欠
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、安
全
靴
の
よ
う
に
ず
っ

し
り
と
重
い
靴
は
、事
故
や
け
が
か
ら
足

を
守
る
た
め
、ス
ニ
ー
カ
ー
と
は
異
な
る

丈
夫
な
素
材
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、手
に
持
っ
て「
明
ら
か
に
重
い
」と

感
じ
る
靴
は
、日
常
的
な
歩
行
で
は
疲
れ

や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、靴
の
重
さ
に
は
、そ
の
目
的
や
機
能

が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　
通
所
介
護
事
業
所
の
利
用
者
を
対
象
に

し
た
調
査
※
4
で
は
、足
の
長
さ
の
実
測

値
よ
り
2

cm
以
上
大
き
な
靴
を
履
い
て
い

て
も
違
和
感
が
な
く
、適
切
な
靴
サ
イ
ズ

に
対
す
る
関
心
の
低
さ
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ど
の
よ
う
な
時
に
履
く
靴
か
、目
的

を
明
ら
か
に
し
て
選
び
ま
し
ょ
う
。
歩
く

た
め
の
靴
は
、サ
イ
ズ
を
合
わ
せ
、踵
を
付

け
て
足
の
甲
で
し
っ
か
り
と
固
定
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
実
際
に
両
足
に

履
い
て
、歩
い
た
と
き
に
重
さ
が
気
に
な

ら
な
い
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
眼
鏡
や
補
聴
器
と
同
じ
よ
う
に
、靴
は

身
体
に
密
着
し
て
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活

必
需
品
で
す
。
正
し
く
履
い
て
、身
体
に

負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

足
に
負
担
の
か
か
る
靴
は
、転
倒
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
目
的
に
合
っ
た
適
切
な
靴

を
選
び
、ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

参
考

※
1
山
本
肇「
ア
シ
ッ
ク
ス
の
レ
ー
ス

シ
ュ
ー
ズ
お
す
す
め
10
選
！
ラ
ン

ナ
ー
必
見
の
軽
量
モ
デ
ル
を
比
較
レ

ビ
ュ
ー
」

ご
自
身
に
合
う
靴
選
び
を

転
倒
予
防
情
報市立病院だより

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
個
別
相
談
会 

運動

C
O
L
U
M
N

エネルギー 86ｋcal（1 食あたり）　塩分 0.8ｇ　調理時間 20 分

ピーマンとちりめんじゃこ炒め

Point

作り方

今月は緑色のおさら（副菜）です。病気からからだを守るおさらです。

フライパンにオリーブオイルとスライスしたにんにくを入れ
弱火でじっくり炒める。
ちりめんじゃこを加えて軽く炒め、ピーマンを加える。
ピーマンにつやが出るまで（少ししんなりするまで）中火で
炒める。
味を見ながら昆布茶を入れて全体を炒め合わせたら完成。

ピーマンが苦手な人でもおいしく食べられます！

1

2
3

4

【材料　2人分】

紹介者：食生活改善推進員　井上正子（新町）

取材人の感想

ピーマン----------------4 ～ 5 個
ちりめんじゃこ ----------大さじ 2
にんにく----------------1 ～ 2 片
オリーブオイル---- 大さじ1 ～ 2
昆布茶----------------小さじ 1/2

に
ん
に
く
と
ち
り
め
ん
じ
ゃ

こ
の
う
ま
味
で
ピ
ー
マ
ン
の

苦
み
が
和
ら
ぎ
、食
欲
を
そ

そ
る
一
品
で
し
た
。

C
O
L
U
M
N

地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

,

.

11月9日(月) ①午後1時～2時 ②午後2時～3時

11月25日(水) ①午前10時～11時 ②午前11時～正午

12月14日(月) ①午後1時～2時 ②午後2時～3時

12月28日(月) ①午前10時～11時 ②午前11時～正午

令和9年1月13日(水) ①午前10時～11時 ②午前11時～正午

1月25日(月) ①午前10時～11時 ②午前11時～正午

定期便
vol.59
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リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

日
時
　
11
月
19
日（
木
）午
後
1
時
～
3
時

場
所
　
セ
ル
バ
本
店
　
イ
ー
ト
イ
ン
ス

ペ
ー
ス（
下
吉
田
東
4-

1-

15
）

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
7
7
0

山
梨
県
立
大
学
人
間
福
祉
学
部

准
教
授
　
前
川
有
希
子

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、皆
さ
ん
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、マ
ラ
ソ
ン
や
駅
伝
な
ど
を
応
援

す
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
数
年
前
、陸

上
競
技
の
大
会
で
多
く
の
選
手
が
同
じ

ブ
ラ
ン
ド・
同
じ
色
の
厚
底
レ
ー
ス
用

シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
、好
記
録
を
連
発
し
た

こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
競
技
用
の

レ
ー
ス
シ
ュ
ー
ズ
は
、上
級
ラ
ン
ナ
ー
は

よ
り
軽
い
も
の
を
求
め
る
傾
向
が
あ
り
、

27 

cm
で
片
足
約
1
2
9
g
と
い
う
驚
異

的
な
軽
さ
※
1
の
レ
ー
ス
シ
ュ
ー
ズ
も
あ

る
そ
う
で
す
。
早
く
走
る
目
的
で
靴
は

日
々
研
究・改
良
さ
れ
て
い
ま
す
が
、選
手

の
身
体
能
力
と
レ
ー
ス
シ
ュ
ー
ズ
の
機
能

の
相
乗
効
果
が
発
揮
さ
れ
、記
録
に
つ
な

が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
靴
の
購
入
時
に
、
重
さ
を
気
に
し
ま

す
か
？
一
般
的
な
メ
ン
ズ
ス
ニ
ー
カ
ー

（
26.

5
cm
～
27.

0
cm
想
定
）の
平
均
的
な

重
さ
は
、片
足
約
3
0
0
g
～
3
5
0
g

で
す
※
2
。
ま
た
、若
い
女
性
が
ス
ニ
ー

カ
ー
を
重
い
と
判
断
す
る
境
界
は
、片
足

3
0
0
g
、
高
齢
女
性
で
は
2
5
0
ｇ
※

3
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
足
元
に
負
担
を

感
じ
な
い
軽
い
靴
の
方
が
、日
常
的
に
履

く
靴
と
し
て
適
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
あ
る
い
は
、重
量
感
を
感
じ
る
重
い

靴
の
方
が
、安
定
し
て
転
倒
し
に
く
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
靴
は
、暑
さ
や
寒
さ
か
ら
足
を
保
護
し

ま
す
。
硬
い
地
面
か
ら
の
衝
撃
を
和
ら
げ

て
身
体
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、歩
く
、走
る

な
ど
の
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま

た
、見
た
目
や
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
個
性

を
表
現
す
る
役
割
も
あ
り
ま
す
。
軽
い
靴

は
、衝
撃
を
吸
収
す
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
素
材

が
少
な
く
、安
定
性
に
欠
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、安
全
靴
の
よ
う
に
ず
っ

し
り
と
重
い
靴
は
、事
故
や
け
が
か
ら
足

を
守
る
た
め
、ス
ニ
ー
カ
ー
と
は
異
な
る

丈
夫
な
素
材
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、手
に
持
っ
て「
明
ら
か
に
重
い
」と

感
じ
る
靴
は
、日
常
的
な
歩
行
で
は
疲
れ

や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、靴
の
重
さ
に
は
、そ
の
目
的
や
機
能

が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　
通
所
介
護
事
業
所
の
利
用
者
を
対
象
に

し
た
調
査
※
4
で
は
、足
の
長
さ
の
実
測

値
よ
り
2

cm
以
上
大
き
な
靴
を
履
い
て
い

て
も
違
和
感
が
な
く
、適
切
な
靴
サ
イ
ズ

に
対
す
る
関
心
の
低
さ
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ど
の
よ
う
な
時
に
履
く
靴
か
、目
的

を
明
ら
か
に
し
て
選
び
ま
し
ょ
う
。
歩
く

た
め
の
靴
は
、サ
イ
ズ
を
合
わ
せ
、踵
を
付

け
て
足
の
甲
で
し
っ
か
り
と
固
定
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
実
際
に
両
足
に

履
い
て
、歩
い
た
と
き
に
重
さ
が
気
に
な

ら
な
い
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
眼
鏡
や
補
聴
器
と
同
じ
よ
う
に
、靴
は

身
体
に
密
着
し
て
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活

必
需
品
で
す
。
正
し
く
履
い
て
、身
体
に

負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

足
に
負
担
の
か
か
る
靴
は
、転
倒
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
目
的
に
合
っ
た
適
切
な
靴

を
選
び
、ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

参
考

※
1
山
本
肇「
ア
シ
ッ
ク
ス
の
レ
ー
ス

シ
ュ
ー
ズ
お
す
す
め
10
選
！
ラ
ン

ナ
ー
必
見
の
軽
量
モ
デ
ル
を
比
較
レ

ビ
ュ
ー
」

ご
自
身
に
合
う
靴
選
び
を

転
倒
予
防
情
報市立病院だより

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
個
別
相
談
会 

運動

C
O
L
U
M
N

エネルギー 86ｋcal（1 食あたり）　塩分 0.8ｇ　調理時間 20 分

ピーマンとちりめんじゃこ炒め

Point

作り方

今月は緑色のおさら（副菜）です。病気からからだを守るおさらです。

フライパンにオリーブオイルとスライスしたにんにくを入れ
弱火でじっくり炒める。
ちりめんじゃこを加えて軽く炒め、ピーマンを加える。
ピーマンにつやが出るまで（少ししんなりするまで）中火で
炒める。
味を見ながら昆布茶を入れて全体を炒め合わせたら完成。

ピーマンが苦手な人でもおいしく食べられます！

1

2
3

4

【材料　2人分】

紹介者：食生活改善推進員　井上正子（新町）

取材人の感想

ピーマン----------------4 ～ 5 個
ちりめんじゃこ ----------大さじ 2
にんにく----------------1 ～ 2 片
オリーブオイル---- 大さじ1 ～ 2
昆布茶----------------小さじ 1/2

に
ん
に
く
と
ち
り
め
ん
じ
ゃ

こ
の
う
ま
味
で
ピ
ー
マ
ン
の

苦
み
が
和
ら
ぎ
、食
欲
を
そ

そ
る
一
品
で
し
た
。

C
O
L
U
M
N

地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

,

.

11月9日(月) ①午後1時～2時 ②午後2時～3時

11月25日(水) ①午前10時～11時 ②午前11時～正午

12月14日(月) ①午後1時～2時 ②午後2時～3時

12月28日(月) ①午前10時～11時 ②午前11時～正午

令和9年1月13日(水) ①午前10時～11時 ②午前11時～正午

1月25日(月) ①午前10時～11時 ②午前11時～正午

定期便
vol.59
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　10月8日（木）、姉妹都市であるフラン
スのシャモニーモンブラン市から２名
が来訪されました。新刊『 L e s  
Glaciers de Gabriel Loppe』（ガブ
リエル・ロペの氷河）の著者、アンヌ・
フリアンさんと、息子のガブリエルさ
んです。
　二人は、フランスの有名な画家ガブリ
エル・ロペ（1825-1913）の子孫です。ロペ

は、　画家、登山家、写真家として活躍し、特にメール・ド・グラス（フランス最大の氷
河）の美しさを描いたことで有名です。現在、ロペの生前の活躍を後世に伝えるために活動しており、気候変
動により消えつつある氷河のはかない美しさにも焦点を当てています。二人は、この本を市民の皆さんに知っ
てもらうために来訪されました。
　滞在中、画家の櫻井孝美先生をはじめとする文化人のみなさんと交流する機会を設け、芸術や自然への
愛、歴史的遺産や環境保全の重要性について意見を交わされました。また、櫻井先生のアトリエを見学した
際、櫻井先生とアンヌさんは互いの本をプレゼントし合いました。
　アンヌさんが来訪した翌日9日（金）は、本市とシャモニーモンブラン市の姉妹都市締結記念日でした。2028
年には姉妹都市締結50周年を迎えますが、そのときにまたアンヌさんとお会いできることを願っています。

※本は、12月末まで市立図書館にてご覧いただけます。

共
同
参
画
推
進
だ
よ
り

女
男

ドン・フジ・ヒー

富士の麓に刻まれた、
それぞれの足跡。

白洲 正子
しら　　す 　    まさ　　こ

い
て
故
郷
を
求
め
る
な
ら
ば
、
私
は

た
め
わ
ら
ず
に
富
士
の
裾
野
と
答
え

る
で
あ
ろ
う
」

　
こ
の
言
葉
の
と
お
り
、
正
子
に
と
っ
て
御

殿
場
の
別
荘
で
過
ご
し
た
子
供
時
代
の
思
い

出
は
、か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
し
た
。別
荘

か
ら
望
む
富
士
山
は
「
南
の
方
の
愛
鷹
山
か

ら
御
前
岳
へ
と
つ
づ
く
連
山
が
切
れ
た
と
こ

ろ
か
ら
、
長
い
裾
を
引
い
て
す
っ
く
り
と
そ

び
え
立
つ
弧
峰
は
、
ま
こ
と
神
山
の
名
に
そ

む
か
ぬ
崇
高
さ
を
た
た
え
て
」お
り
、こ
れ
が

「
白
紙
の
子
供
心
に
刻
ま
れ
た
唯
一
無
二
の

原
像
」で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
富
士
山
へ
の
愛
着
が
ひ
と

か
た
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
正
子
は
、
小
学

校
に
入
る
前
に
富
士
山
に
登
り
ま
し
た
。当

時
の
富
士
登
山
は
「
今
と
は
違
っ
て
か
な
り

危
険
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
」
お
り
、

「
子
供
が
登
る
な
ど
考
え
ら
れ
も
し
な
か
っ

た
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。し
か
し
、
毎
日
の

よ
う
に
富
士
山
を
眺
め
て
い
た
正
子
は
「
遠

く
の
方
に
そ
び
え
て
い
る
あ
の
美
し
い
山
肌

に
、ど
う
し
て
も
じ
か
に
触
っ
て
み
た
い
衝
動

に
駆
ら
れ
て
、
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
」
た
め
、
両
親
の
許
可
を
得
て
、

馬
子
の
平
四
郎
の
馬
に
乗
っ
て
７
月
30
日
に

出
発
し
ま
し
た
。正
子
６
歳
の
と
き
で
し
た
。

　
家
か
ら
し
ば
ら
く
進
む
と
陸
軍
の
兵
舎

が
あ
る
滝
ヶ
原
を
通
り
過
ぎ
、
そ
の
先
に
あ

る
馬
返
し
に
着
き
ま
す
。馬
返
し
と
い
う
地

名
で
す
が
、
こ
の
先
も
馬
で
行
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。正
子
は
、
次
に
着
い
た
一
合
目

の
太
郎
坊
に
つ
い
て
、「
突
然
空
気
が
下
界
と

は
変
り
、
そ
こ
か
ら
先
は
樹
が
な
く
な
っ
て
、

見
渡
す
か
ぎ
り
火
山
灰
の
砂
山
と
な
る
。生

え
て
い
る
の
は
富
士
あ
ざ
み
だ
け
で
、
と
き

ど
き
霧
が
お
そ
い
か
か
っ
て
来
て
何
も
見
え

な
く
な
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。三
合
目
か

ら
先
は
馬
も
登
れ
な
い
た
め
、
徒
歩
で
登
り

始
め
ま
し
た
。「
子
供
は
身
が
軽
い
の
で
、
少

し
も
苦
痛
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い

う
正
子
は
、
平
四
郎
が「
ロッコ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
、
ロッコ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
」（
六
根
清
浄
）と

繰
り
返
し
唱
え
る
の
と
「
不
思
議
に
歩
調
が

ぴ
っ
た
り
合
っ
て
、快
い
リ
ズ
ム
感
」に
押
さ
れ

て
、
前
へ
と

進
ん
で
い
き

ま
し
た
。

モンブランから富士山へ ～山と芸術で繋がる姉妹都市交流～
し

1910-1998

「御殿場口登山道の太郎坊」／
明治末から昭和初め

弍

　銭湯で知らない人と世間話を交わし、畳の上のちゃぶ台でお刺身をつまみ、布団を敷
いて寝る。かつての日本のありふれた生活も、海外の人たちから見れば「裸で風呂に入
る」「木と紙の家に住む」「生の魚を食べる」など、理解しがたい異様な光景に映るかもし
れません。こうした違いを拒絶せず「彼らのスタイル」として認めて理解しようとすることこ
そが、異文化理解と多様性尊重の第一歩です。
　これは身近な場面でも言うことができます。例えば、香典を袋に入れずむき出しで差し
出す富士吉田市の風習は、他地域の方には奇異に映り「非常識だ」と思われかねませ
ん。「近所の手伝いを効率化するための工夫」という背景を知らなければ、相手に説明も
できず真の相互理解は生まれません。
　多様性の尊重とは、単に我慢して受け入れることではなく、違いを認めた上で誰もが力
を発揮できる環境を共につくる姿勢です。そのためには、まず自分たちの文化を知り、同時
に相手を知る必要があります。多様性は「強制」ではなく「共生」から生み出されるのです。
　『100匹目のサル』という物語があります。1匹の気づきが周りに広まり、やがて遠く離れ
たサルにまで同じ行動が伝播したというお話です。私たち一人一人が異文化を理解し、
多様性を尊重しようと努めることで、その思いやりの波紋は徐々に広がり、やがて国境や
宗教、人種、性別といった壁を取り除く力になるのではないでしょうか。
　世界のリーダーたちが「自分たちの都合」だけを主張し、力で相手をねじ伏せるのでは
なく、「相手を理解し思いやる気持ち」を持つことができる社会にするために。まずは私た
ち自身が意識を変え、寛容と思いやりの輪を広げていく1匹目の存在になる時が来ている
のだと思います。

　今回は男女共同参画推進委員　渡辺一史さん　に担当していただきました。

異文化理解とか、多様性の尊重とか、男女共同参画とか

ま
　 

ご

問合せ■☎内線638

日
々
、
な
が
れ
る

　
こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
馬
場
と
申
し
ま
す
。

　
今
夏
、国
文
学
研
究
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ

２
０
２
６
」に
参
加
し
ま
し
た
。ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
と
は
、行
政
文
書
や
古
文

書
な
ど
、人
々
の
活
動
の
記
録
を
収
集
・
整
理
・
保
存
し
、未
来
へ
引
き
継
ぐ

学
問
で
す
。

　
研
修
で
は
、あ
ら
ゆ
る
記
録
が
単
な
る「
古
い
紙
」で
は
な
く
、民
主
主
義
を

支
え
る「
国
民
共
有
の
知
的
資
源
」で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。行
政
の
意

思
決
定
の
記
録
は
、市
民
が
政
治
の
透
明
性
を
確
か
め
る
た
め
の
証
拠
で
あ

り
、適
切
に
保
存
・
公
開
さ
れ
る
こ
と
で
、説
明
責
任
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
に
残
る
記
録
は「
民
間
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」と
呼
ば
れ
ま
す
。所
蔵

者
の
高
齢
化
や
住
居
の
建
て
替
え
な
ど
に
よ
り
、先
祖
代
々
伝
わ
っ
て
き
た
貴

重
な
記
録
が
日
々
失
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
記
録
は
、地
域
の
歴
史
や
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
、か
け
が
え
の
な
い
文
化
遺
産
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
宅
に
古
い
文
書
や
写
真
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
処
分
を
考
え

る
前
に
、ぜ
ひ
市
の
担
当
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。記
録
を
守
る
こ
と
は
、こ

の
地
域
の
記
憶
を
未
来
へ
手
渡
す
こ
と
で
す
！

■
担
当
窓
口

歴
史
文
化
課

☎
（24）
２
４
１
１
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　10月8日（木）、姉妹都市であるフラン
スのシャモニーモンブラン市から２名
が来訪されました。新刊『 L e s  
Glaciers de Gabriel Loppe』（ガブ
リエル・ロペの氷河）の著者、アンヌ・
フリアンさんと、息子のガブリエルさ
んです。
　二人は、フランスの有名な画家ガブリ
エル・ロペ（1825-1913）の子孫です。ロペ

は、　画家、登山家、写真家として活躍し、特にメール・ド・グラス（フランス最大の氷
河）の美しさを描いたことで有名です。現在、ロペの生前の活躍を後世に伝えるために活動しており、気候変
動により消えつつある氷河のはかない美しさにも焦点を当てています。二人は、この本を市民の皆さんに知っ
てもらうために来訪されました。
　滞在中、画家の櫻井孝美先生をはじめとする文化人のみなさんと交流する機会を設け、芸術や自然への
愛、歴史的遺産や環境保全の重要性について意見を交わされました。また、櫻井先生のアトリエを見学した
際、櫻井先生とアンヌさんは互いの本をプレゼントし合いました。
　アンヌさんが来訪した翌日9日（金）は、本市とシャモニーモンブラン市の姉妹都市締結記念日でした。2028
年には姉妹都市締結50周年を迎えますが、そのときにまたアンヌさんとお会いできることを願っています。

※本は、12月末まで市立図書館にてご覧いただけます。

共
同
参
画
推
進
だ
よ
り

女
男

ドン・フジ・ヒー

富士の麓に刻まれた、
それぞれの足跡。

白洲 正子
しら　　す 　    まさ　　こ

い
て
故
郷
を
求
め
る
な
ら
ば
、
私
は

た
め
わ
ら
ず
に
富
士
の
裾
野
と
答
え

る
で
あ
ろ
う
」

　
こ
の
言
葉
の
と
お
り
、
正
子
に
と
っ
て
御

殿
場
の
別
荘
で
過
ご
し
た
子
供
時
代
の
思
い

出
は
、か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
し
た
。別
荘

か
ら
望
む
富
士
山
は
「
南
の
方
の
愛
鷹
山
か

ら
御
前
岳
へ
と
つ
づ
く
連
山
が
切
れ
た
と
こ

ろ
か
ら
、
長
い
裾
を
引
い
て
す
っ
く
り
と
そ

び
え
立
つ
弧
峰
は
、
ま
こ
と
神
山
の
名
に
そ

む
か
ぬ
崇
高
さ
を
た
た
え
て
」お
り
、こ
れ
が

「
白
紙
の
子
供
心
に
刻
ま
れ
た
唯
一
無
二
の

原
像
」で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
富
士
山
へ
の
愛
着
が
ひ
と

か
た
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
正
子
は
、
小
学

校
に
入
る
前
に
富
士
山
に
登
り
ま
し
た
。当

時
の
富
士
登
山
は
「
今
と
は
違
っ
て
か
な
り

危
険
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
」
お
り
、

「
子
供
が
登
る
な
ど
考
え
ら
れ
も
し
な
か
っ

た
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。し
か
し
、
毎
日
の

よ
う
に
富
士
山
を
眺
め
て
い
た
正
子
は
「
遠

く
の
方
に
そ
び
え
て
い
る
あ
の
美
し
い
山
肌

に
、ど
う
し
て
も
じ
か
に
触
っ
て
み
た
い
衝
動

に
駆
ら
れ
て
、
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
」
た
め
、
両
親
の
許
可
を
得
て
、

馬
子
の
平
四
郎
の
馬
に
乗
っ
て
７
月
30
日
に

出
発
し
ま
し
た
。正
子
６
歳
の
と
き
で
し
た
。

　
家
か
ら
し
ば
ら
く
進
む
と
陸
軍
の
兵
舎

が
あ
る
滝
ヶ
原
を
通
り
過
ぎ
、
そ
の
先
に
あ

る
馬
返
し
に
着
き
ま
す
。馬
返
し
と
い
う
地

名
で
す
が
、
こ
の
先
も
馬
で
行
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。正
子
は
、
次
に
着
い
た
一
合
目

の
太
郎
坊
に
つ
い
て
、「
突
然
空
気
が
下
界
と

は
変
り
、
そ
こ
か
ら
先
は
樹
が
な
く
な
っ
て
、

見
渡
す
か
ぎ
り
火
山
灰
の
砂
山
と
な
る
。生

え
て
い
る
の
は
富
士
あ
ざ
み
だ
け
で
、
と
き

ど
き
霧
が
お
そ
い
か
か
っ
て
来
て
何
も
見
え

な
く
な
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。三
合
目
か

ら
先
は
馬
も
登
れ
な
い
た
め
、
徒
歩
で
登
り

始
め
ま
し
た
。「
子
供
は
身
が
軽
い
の
で
、
少

し
も
苦
痛
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い

う
正
子
は
、
平
四
郎
が「
ロッコ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
、
ロッコ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
」（
六
根
清
浄
）と

繰
り
返
し
唱
え
る
の
と
「
不
思
議
に
歩
調
が

ぴ
っ
た
り
合
っ
て
、快
い
リ
ズ
ム
感
」に
押
さ
れ

て
、
前
へ
と

進
ん
で
い
き

ま
し
た
。

モンブランから富士山へ ～山と芸術で繋がる姉妹都市交流～
し

1910-1998

「御殿場口登山道の太郎坊」／
明治末から昭和初め

弍

　銭湯で知らない人と世間話を交わし、畳の上のちゃぶ台でお刺身をつまみ、布団を敷
いて寝る。かつての日本のありふれた生活も、海外の人たちから見れば「裸で風呂に入
る」「木と紙の家に住む」「生の魚を食べる」など、理解しがたい異様な光景に映るかもし
れません。こうした違いを拒絶せず「彼らのスタイル」として認めて理解しようとすることこ
そが、異文化理解と多様性尊重の第一歩です。
　これは身近な場面でも言うことができます。例えば、香典を袋に入れずむき出しで差し
出す富士吉田市の風習は、他地域の方には奇異に映り「非常識だ」と思われかねませ
ん。「近所の手伝いを効率化するための工夫」という背景を知らなければ、相手に説明も
できず真の相互理解は生まれません。
　多様性の尊重とは、単に我慢して受け入れることではなく、違いを認めた上で誰もが力
を発揮できる環境を共につくる姿勢です。そのためには、まず自分たちの文化を知り、同時
に相手を知る必要があります。多様性は「強制」ではなく「共生」から生み出されるのです。
　『100匹目のサル』という物語があります。1匹の気づきが周りに広まり、やがて遠く離れ
たサルにまで同じ行動が伝播したというお話です。私たち一人一人が異文化を理解し、
多様性を尊重しようと努めることで、その思いやりの波紋は徐々に広がり、やがて国境や
宗教、人種、性別といった壁を取り除く力になるのではないでしょうか。
　世界のリーダーたちが「自分たちの都合」だけを主張し、力で相手をねじ伏せるのでは
なく、「相手を理解し思いやる気持ち」を持つことができる社会にするために。まずは私た
ち自身が意識を変え、寛容と思いやりの輪を広げていく1匹目の存在になる時が来ている
のだと思います。

　今回は男女共同参画推進委員　渡辺一史さん　に担当していただきました。

異文化理解とか、多様性の尊重とか、男女共同参画とか

ま
　 

ご

問合せ■☎内線638

日
々
、
な
が
れ
る

　
こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
馬
場
と
申
し
ま
す
。

　
今
夏
、国
文
学
研
究
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ

２
０
２
６
」に
参
加
し
ま
し
た
。ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
と
は
、行
政
文
書
や
古
文

書
な
ど
、人
々
の
活
動
の
記
録
を
収
集
・
整
理
・
保
存
し
、未
来
へ
引
き
継
ぐ

学
問
で
す
。

　
研
修
で
は
、あ
ら
ゆ
る
記
録
が
単
な
る「
古
い
紙
」で
は
な
く
、民
主
主
義
を

支
え
る「
国
民
共
有
の
知
的
資
源
」で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。行
政
の
意

思
決
定
の
記
録
は
、市
民
が
政
治
の
透
明
性
を
確
か
め
る
た
め
の
証
拠
で
あ

り
、適
切
に
保
存
・
公
開
さ
れ
る
こ
と
で
、説
明
責
任
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
に
残
る
記
録
は「
民
間
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」と
呼
ば
れ
ま
す
。所
蔵

者
の
高
齢
化
や
住
居
の
建
て
替
え
な
ど
に
よ
り
、先
祖
代
々
伝
わ
っ
て
き
た
貴

重
な
記
録
が
日
々
失
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
記
録
は
、地
域
の
歴
史
や
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
、か
け
が
え
の
な
い
文
化
遺
産
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
宅
に
古
い
文
書
や
写
真
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
処
分
を
考
え

る
前
に
、ぜ
ひ
市
の
担
当
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。記
録
を
守
る
こ
と
は
、こ

の
地
域
の
記
憶
を
未
来
へ
手
渡
す
こ
と
で
す
！

■
担
当
窓
口

歴
史
文
化
課

☎
（24）
２
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よ
び
そ
の
関
係
者

主
催
　
県
障
害
福
祉
課

申
込
方
法
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
電
話
（
電
話

番
号
０
３-

５
２
８
３-

５
７
７
１
）

山
梨
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL
https://w

w
w
.pref.yam

anashi.jp/sh
ogai-fks/m

oderu_setum
eikai.htm

l

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階

内
容
　
血
圧
、
酸
素
飽
和
度
、
骨
密
度
測

定
、Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、

座
談
会
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

　

　
団
員
に
つ
い
て
、入
団
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

 

■日 

11
月
11
日
㈬
　
午
後
８
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
中
学
生
と
保
護
者
の
方

活
動
内
容
　
基
礎
練
習
・
ポ
ー
ル
練
習
・

各
種
大
会
出
場

団
費
　
年
１
万
円

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
30
日
㈪

問
☎
０
９
０-

３
６
９
２-

８
６
６
７
渡
辺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
都
留
組
で
は
、
浄

土
宗
僧
侶
で
あ
り
、
日
本
や
米
国
な
ど
で

活
躍
す
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

そ
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
で
も
あ
る
西

村
宏
堂
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。寺
院
関
係
者
に
限
ら
ず
、一
般
の

方
も
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■日 

11
月
19
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時
40

分
　※

受
付
開
始
６
時
30
分

 

■場 

都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
正
々
堂
々
私
が
好
き
な
私
で
生

き
て
い
い
ん
だ

 

■定 

３
０
０
人

■￥ 

無
料

 

■対 

ど
な
た
で
も

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
川
茂   

☎
０
７
０-

３
５
３
１-

８
８
２
１

11
月
必
修
講
座

 

■日 

11
月
25
日
㈬  

午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
富
士
吉
田
１
万
年
の
ヒ
ス
ト
リ
ー

-

富
士
山
の
災
害
と
信
仰
が
育
ん
だ
人
々

の
暮
ら
し-

講
師
　
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
学
芸

員
　
篠
原
武

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
で
す
。市
民
大
学

生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

■日 

12
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

無
料

相
談
内
容
　
問
わ
ず(

１
人
30
分)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
当
日
案
内※

予

約
優
先
で
す
。

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

■日 

11
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

 

■場 

富
士
五
湖
消
防
本
部
敷
地
内
　※

駐

車
場
：
吉
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
　
水
消
火
器
体
験
、
迷
路
訓
練
施
設

体
験
、
心
肺
蘇
生
法
体
験
、レ
ス
キ
ュ
ー
体

験
、緊
急
車
両
展
示
、庁
舎
見
学
な
ど

問
富
士
五
湖
消
防
本
部
　
☎
（22）
４
４
２
８

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
〜
⑥：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　 

⑦：
明
見
湖
公
園

 

■定 

①
〜
⑥：
20
名
　
⑦：
15
名

 

■持 

①
〜
⑦：
飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
③
⑥
体

育
館
履
き
　
①
②
④
⑤
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
　

■￥ 

①
〜
⑥：
６
，０
０
０
円
　
⑦
５
０
０
円

 

■対 

①
〜
⑥：
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
必

ず
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
）　
⑦：

一
般

申
込
開
始
日
　
11
月
５
日
㈭
　
午
前
８
時

30
分

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９

時
15
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

 

■日 

12
月
10
日
〜
令
和
９
年
３
月
11
日
　※

毎
週
木
　
全
12
回
　
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

（
12
月
31
日
・
２
月
11
日
は
休
講
）

④
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

12
月
11
日
〜
３
月
５
日
　※

毎
週
金
　

全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
１
月
１
日
は
休
講
）

⑤
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

 

■日 

12
月
12
日
〜
３
月
６
日
　※

毎
週
土
　

全
12
回
　
午
前
10
時
〜
11
時

（
１
月
２
日
は
休
講
）

⑥
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

12
月
16
日
〜
３
月
10
日
　※

毎
週
水

　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
12
月
30
日
は
休
講
）

⑦
自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
教
室

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
　※

雨
天
中
止

 

■持 

履
き
な
れ
た
靴
・
動
き
や
す
い
服
装

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
回
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

 

■日 

11
月
17
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
㈬
　
午
後
６

時
15
分

21
日
・
28
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）
３
６
３
３

　
将
来
の
妊
娠
・
出
産
を
見
据
え
、
若
い

う
ち
か
ら
心
と
体
の
健
康
管
理
を
行
う

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」。自
分
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
プ
レ
コ
ン
健
診
」

が
、今
な
ら
お
得
に
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
だ

妊
娠
を
考
え
て
い
な
い
方
も
歓
迎
で
す
。

生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、
健
康
だ
け
で
な
く

肌
や
美
容
に
も
影
響
し
ま
す
。将
来
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
や
今
の
体
調
を
見
直
す
良
い

機
会
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■￥ 

３
，０
０
０
円

 

■対 

18
〜
39
歳
の
女
性

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー  

☎
内
線
５
９
２

　
子
ど
も
を
性
的
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た

め
に
は
、大
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、日

常
的
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
ど
も
に
ど
う
伝
え
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
方
、
ま
ず
は
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、受
講
中
、希
望
す
る
方

は
お
子
さ
ん
を
託
児
ス
タ
ッ
フ
が
お
預
か

り
し
ま
す
。

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時 ※

受

付
開
始
９
時
30
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
　
多
目
的

ホ
ー
ル

 

■対 

ど
な
た
で
も

講
師
　
都
留
市
立
病
院
　
看
護
師
長
／
助

産
師
　
海
野
聖
子
氏

申
込
締
切
日
　
11
月
20
日
㈮

費
用
・
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希
望

の
方
は
受
講
申
し
込
み
時
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
富
士
吉
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
８
０

　
市
立
病
院
で
は
、
令
和
９
年
３
月
か

ら
、重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
を

受
給
さ
れ
る
方
の
会
計
時
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
、
山
梨
県
が
実
施
す
る
医
療
費

の
窓
口
払
い
を
不
要
と
す
る
事
業
「
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
後
払
い
モ
デ
ル
事

業
」（
要
申
込
）
に
参
加
し
ま
す
。こ
の
モ

デ
ル
事
業
は
、
市
立
病
院
の
窓
口
に
お
け

る
外
来
医
療
費
の
一
時
的
な
支
払
い
を
せ

ず
に
受
診
で
き
る
新
た
な
仕
組
み
と
な

り
ま
す
。

　
本
モ
デ
ル
事
業
の
開
始
に
伴
い
、
事
業

説
明
会
・
申
込
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
や
制
度

を
利
用
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
（
要
事
前
申
込
）。事
業
内
容
お
よ

び
、説
明
会
・
申
込
会
の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
、ま
た
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。な
お
、説
明
会
の
申
し
込
み

は
、
電
話
で
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま

す
。

■日 

①
令
和
９
年
１
月
９
日
㈯
、②
14
日
㈭
、

　 

③
22
日
㈮
、④
24
日
㈰
　
午
後
２
時

 

■場 

①・④
　
市
民
会
館
　
３
階
会
議
室

　
②・③
　
市
立
病
院
　
２
階
講
堂

 

■対 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
金
を
受
給
さ
れ
る
方
お

　
市
で
は
、
日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な

高
齢
者
を
対
象
に
、
雪
か
き
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。必
要
な
方
は
、
期
限
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　
雪
か
き
は
、
積
雪
量
が
お
お
む
ね
20
㎝

を
超
え
た
場
合
に
、
道
路
に
面
し
た
出
入

口
部
分（
間
口
）か
ら
玄
関
先
ま
で
の
通
路

部
分（
敷
地
内
）の
み
を
手
作
業
で
行
い
ま

す
。な
お
、排
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。

利
用
料
金

①
30
分
ま
で…

５
０
０
円

②
30
分
を
越
え
て
１
時
間
ま
で…

７
５
０
円

※

以
降
30
分
を
越
え
る
ご
と
に
２
５
０
円

の
加
算

 

■対 

日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
の
方
で
身
体
的
状
況
に
よ
り
雪

か
き
が
困
難
な
方

※

市
内
に
親
族
が
在
住
の
方
は
、
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※

作
業
部
分
が
人
手
で
は
困
難
な
距
離
の

場
合
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈭

申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
３
８

　
す
こ
や
か（
社
協
）　 

　
☎
（21）
１
２
１
３

　
な
ご
や
か（
あ
る
っ
さ
）　
☎
（24）
７
０
８
８

　
ほ
が
ら
か（
芙
蓉
荘
）　 

☎
（24）
５
３
３
４

　
さ
わ
や
か（
市
立
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
（24）
７
７
７
２

　
は
れ
や
か（
慶
和
荘
）

　
　
　   

☎
０
８
０-

１
０
２
２-

１
７
６
６

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、本
市
の
給
食

に
安
心
安
全
で
良
質
な
地
元
の
お
米
を
安

定
的
に
供
給
し
、
本
市
の
地
産
地
消
の
推

進
を
図
る
た
め
、
令
和
９
年
度
に
特
別
栽

培
米
な
ど
を
生
産
・
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
農
家
の
方
を
募
集
し
ま
す
。な
お
、お
米

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
「
富
士

吉
田
市
学
校
給
食
用
特
別
栽
培
米
等
補
助

金
」を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
ず

は
、説
明
会
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

説
明
会

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
後
３
時
30
分

 

■場 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

募
集
要
件
　
①
ま
た
は
②
を
生
産
・
提

供
で
き
る
本
市
在
住
の
方
ま
た
は
事
業
者

①
特
別
栽
培
米（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
表
示
）

②
甲
斐
の
こ
だ
わ
り
環
境
農
産
物
認
証
取

得
米（
山
梨
県
認
証
）

※

①
は
化
学
肥
料
お
よ
び
化
学
農
薬
を
慣

行
栽
培
米
の
５
割
減
、②
は
３
割
減
と
す

る
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22） 

４
４
６
６

　　
英
単
語
を
い
く
つ
か
知
っ
て
い
て
も
、
会

話
を
す
る
自
信
が
な
い
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
英
語
で
も
っ
と
気
楽
に
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！
日
常
生
活
で
使
え
る
表
現
を
学
び
な

が
ら
、
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
！
初
心
者
向
け
の
講

座
で
す
が
、
授
業
は
英
語
で
進
め
ま
す
の

で
、
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
を
読
め
る
方
が
対
象

で
す
。

■日 

12
月
１
日
、８
日
、15
日
、22
日

　（
火
曜
日
・
４
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

市
役
所
２
階
　
東
庁
舎
会
議
室

 

■対 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生

以
下
不
可
）

レ
ベル
　
初
心
者
ク
ラ
ス（
ア
ル
フ
ァベッ
ト

が
読
め
る
こ
と
）

 

■定 

先
着
16
名

■￥ 

１
，０
０
０
円
／
全
４
回

　※

国
際
親
善
委
員
会
会
員
は
無
料

 

■持 

筆
記
用
具

講
師
　
バ
ス
コ
・
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
石
田（
市

国
際
交
流
員
）

申
込
開
始
日
　
11
月
９
日
㈪

申
込
み
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
（24）
１
２
３
６

　
弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
が
、
子
育
て
や

夫
婦
関
係
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に
無

料
で
お
答
え
し
ま
す
。

■日 

11
月
14
日
㈯

相
談
方
法
　
①
面
談
②
電
話
③
Ｚｏｏｍ

申
込
方
法
　
①
③：
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
　
②
申
込
不
要
（
午
後
４
時
ま
で

相
談
で
き
ま
す
）

申
込
締
切
日
　
①
③：
11
月
13
日
㈮
正
午

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
臨
時
休
館

　
収
蔵
資
料
の
害
虫
駆
除
・
防
カ
ビ
・
殺

菌
の
た
め
、燻
蒸
作
業
を
行
う
期
間
、臨
時

休
業
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
24
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈫

企
画
展「
旧
外
川
家
住
宅
絵
手
紙
展
」

　「
つ
づ
け
る
・
つ
た
え
る
・
つ
な
げ
る
」

を
合
言
葉
に
小
林
キ
ミ
子
さ
ん
と
仲
間
達

が
描
い
た
絵
手
紙
展
で
す
。な
お
、本
展
示

期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料
は
市

民
無
料
で
す
。

期
間
　
11
月
７
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮
　
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
４

時
30
分
）

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
、小
中
高
生
50
円

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
（24）
１
１
１
１

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
を
ベ
ー
ス
に
タ
ッ
ク

ル
な
ど
の
接
触
を
一
切
な
く
し
、ボ
ー
ル
を

持
っ
た
選
手
を
止
め
る
際
、
タ
ッ
ク
ル
の
代

わ
り
に
タ
グ
を
取
る
、
初
心
者
で
も
安
全

に
体
験
で
き
る
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

■日 

11
月
21
日
㈯  

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

 

■対 

小
学
校
１
〜
６
年
生

■￥ 

３
３
０
円

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24）
３
６
５
１

　
年
末
が
近
づ
く
と
、浄
化
槽
の
清
掃
や
汲

み
取
り
の
依
頼
が
集
中
し
ま
す
。事
業
者

も
年
内
の
対
応
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
、希

望
の
日
時
に
作
業
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。年
内
の
清
掃
・
汲
み
取
り
を
希

望
の
方
は
、
市
許
可
業
者
一
覧
を
確
認
し

て
、12
月
上
旬
を
目
安
に
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
許
可
業
者
一
覧

㈲
共
和
清
掃
社
　
☎
（22）
２
０
２
０

㈱
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ヤ
マ
モ
ト
　
☎
（22）
５
２
２
０

㈲
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
（24）
１
８
３
３

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
本
市
で
は
、
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
経
営
支
援
を
目
的
と
し
て
、
公
的
経

営
支
援
融
資
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に

利
子
補
給
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
融
資
　

①
富
士
吉
田
市
小
口
資
金
融
資

②
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
融
資

③
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資

（
マ
ル
経
）

④
信
用
保
証
協
会
創
業
応
援
保
証｢

エ
ー
ル｣

⑤
信
用
保
証
協
会
事
業
承
継
保
証
「
Ａ・

Ｂ・Ｃ
」を
利
用
し
た
融
資

助
成
対
象
　
令
和
８
年
１
月
１
日
㈭
〜
12

月
31
日
㈭
ま
で
の
期
間
に
支
払
っ
た
利
子

を
助
成
し
ま
す
。※

②
③
④
⑤
を
利
用
し

た
融
資
は
、限
度
額
50
万
円
で
す
。

申
請
締
切
日
　
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

対
象
条
件
　
・
約
定
利
子
を
支
払
う
べ
き

最
初
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
60
カ
月
以
内

で
あ
る
こ
と（
今
年
度
は
、
令
和
３
年
２
月

１
日
以
降
に
約
定
利
子
の
支
払
い
を
開
始

し
た
も
の
）

・
市
内
在
住
の
個
人
の
方
お
よ
び
市
税
を

完
納
し
て
い
る
方

・
市
内
事
業
者
お
よ
び
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

申
請
書
類

・
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書
・
元
利
償
還

証
明
書
・
市
税
完
納
証
明
書
・
振
込
先
口

座
通
帳
の
写
し

・
国
、
県
そ
の
他
市
区
町
村
か
ら
利
子
補

給
を
受
け
て
い
る
場
合
、
額
お
よ
び
期
間

を
証
明
で
き
る
書
類

※

繰
り
上
げ
償
還
な
ど
で
令
和
７
年
12
月

31
日
以
前
に
、
既
に
返
済
を
終
え
た
方
は

今
回
の
利
子
補
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２

　
11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
の
期
間
、『
火
の

確
認 

い
い
日
を
支
え
る 

い
い
習
慣
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。火
災
か
ら
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
に
、
家
の
周
り
の
燃

え
や
す
い
も
の
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
。お

休
み
前
に
も
う
一
度
火
の
元
を
よ
く
確
認

し
、
火
災
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

期
間
中
は
午
後
９
時
に
防
災
無
線
か
ら
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
２

　
電
源
の
入
れ
方
や
写
真
の
撮
り
方
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
基
本
の
使
い
方
ま
で
、
プ
ロ
が
イ
チ

か
ら
丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。

 

■日 

12
月
８
日
㈫
ま
た
は
令
和
９
年
１
月
22

日
㈮
か
ら
選
択

①
午
前
の
部
：
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

内
容

①
基
礎
編
：
ス
マ
ホ
の
基
本
を
確
認
し
よ
う

ス
マ
ホ
の
種
類
、各
種
操
作
、使
い
方
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
応
用
編
：
ス
マ
ホ
を
便
利
に
使
う
に
は

便
利
な
機
能
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

■場 

市
民
会
館
３
階

 

■定 

各
回
15
名

申
込
開
始
日
時
　
11
月
４
日
㈬ 

８
時
30
分

 

■持 

自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォン

申
込
方
法
　
電
話

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
１

　
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
や
講
習
会
未
受

講
の
協
力
会
員
な
ど
を
対
象
に
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
受
講

く
だ
さ
い
。ま
た
、同
セ
ン
タ
ー
で
は
、お
子

さ
ん
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
に
協
力
い
た

だ
け
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、
本
講

習
会
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

■日 

12
月
12
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
　※

受
付
開
始
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
　
会
議
室

参
加
費
、
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希

望
は
受
講
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
（22）
０
０
３
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

11
月
14
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
13
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
様
式
変
更

　
国
の
標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム

へ
の
変
更
に
伴
い
、住
民
票
の
写
し
を
は
じ

め
と
す
る
帳
票
・
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。住
民
票
の
写
し
は
、
様
式
変
更
に
伴
い

市
外
か
ら
の
転
入
前
の
住
所
は
表
示
さ
れ

ま
す
が
、
本
市
内
で
の
転
居
前
の
住
所
は

表
示
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。転
居
前
の

住
所
が
必
要
な
方
は
市
民
課
窓
口
に
て
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。※

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
で
は
市
内
転
居
前
住
所
の
表
示
選
択

は
で
き
ま
せ
ん
。登
記
や
車
の
名
義
変
更

な
ど
で
転
居
前
の
住
所
の
表
示
が
必
要
な

時
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
」を
合
言
葉
に
、
地
域
の
子
ど
も
・
若
者

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
・
若
者
の
方
：
自
分
を
大
切
に
し
、

相
手
の
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

保
護
者
の
方
：
わ
が
家
を
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
る
居
場
所
に
し
ま
し
ょ
う

学
校
関
係
の
方：子
ど
も
・若
者
が
活
躍
し
、

個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
場
に
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
方
：
子
ど
も
・
若
者
は
地
域
の
宝
、

未
来
へ
の
希
望
で
す
。ど
の
子
も
全
力
で
応

援
し
ま
し
ょ
う

企
業
の
方
：
仕
事
の
面
白
さ
を
伝
え
る
と

と
も
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

し
ま
し
ょ
う

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
日
没
が
早
ま
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
や

早
朝
、
悪
天
候
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

重
大
事
故
が
急
増
し
ま
す
。「
自
分
は
車

に
気
づ
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う

過
信
は
禁
物
で
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は

歩
行
者
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

歩
行
者
の
方
：
外
出
時
は
、
車
の
ラ
イ
ト

が
当
た
り
や
す
い
靴
や
カ
バ
ン
に
反
射
材

を
つ
け「
気
づ
い
て
も
ら
う
」工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
の
方
：
夜
間
の
テ
ー
ル
ラ
イ
ト
ま

た
は
反
射
材
の
装
着
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
：
夕
暮
れ
時
だ
け
で
な

く
、
早
朝
や
悪
天
候
時
も
意
識
し
て
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

スクランブル

情
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

市
民
課
か
ら

催
し
物

催
し
物

（料金表）
1個
2個
3個
4個
5個

申込締切日
11月   9日㈪
11月 16日㈪
11月 30日㈪

6個
7個
8個
9個

収集日
11月 20日㈮
11月 27日㈮
12月 11日㈮

3,950円
4,700円
5,450円
6,200円

1,300円
1,500円
1,700円
2,450円
3,200円

●障害に関する相談
月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分
市役所1階　ふじのわ　☎ （28）6255
e-mail:fujinowa@snow.ocn.ne.jp

●就職職業相談
　（生活困窮者・ひとり親家庭）
17日㈫　午前9時～正午
市役所1階福祉相談室
問合せ■福祉課　☎内線 199

●妊娠相談ほっとライン
　（思いがけない妊娠など）
月～金曜日 午前８時30分～午後5時15分
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎ （22）1632

●消費生活・多重債務相談
月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～正午　
午後1時～4時30分
富士吉田市消費生活センター
（市役所東庁舎1階）
※9月14日㈪以降は東別館
☎ （22）1577（相談専用）

●知的財産相談
10日㈫　午後1時～4時
富士吉田商工会議所（弁理士田村爾氏）
☎ （24）7111
※要事前予約（開催日前週の金曜日
　午前中まで）

●年金相談
26日㈭　午前9時30分～午後4時
富士吉田市商工会議所　※事前予約制
（大月年金事務所職員）  ☎ 0554（22）3811

●行政相談
18日㈬　午後2時～4時　
市役所本庁舎3階小会議室 ※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●不動産相談
20日㈮  午後1時～4時
市役所本庁舎2階東会議室
※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●人権・身上相談
第2・４金曜日 午後1時～4時
市役所1階相談室
問合せ■福祉課　☎内線 161

●女性相談（配偶者による暴力など）
月曜日　午前9時～正午
火～金曜日　午前9時～午後4時
市役所1 階福祉課　※電話相談も可
問合せ■福祉課　☎内線 164

●ひきこもり相談
月～金曜日（祝日除く）　午前8時30分～
午後5時15分　※電話相談も可
市役所1 階　※県のLINE 相談あり
問合せ■福祉課　☎内線161

●家庭児童相談
月～金曜日　午前9時～午後4時
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎内線 562

●記帳・税務相談
20日㈮　午前10時～午後4時　
富士吉田商工会議所　☎ （24）7111
※相談対象：会員

●法律相談
11月4日㈬・17日㈫
12月1日㈫・15日㈫
午後1時～4時 市役所本庁舎3階小会議室
◎予約制（電話で事前予約／1人20分間、
　1日9人まで）
◎相談日の1カ月前から受け付けます。
対象は市民の方のみで、相談内容は1人1件
とし、代理人による相談はご遠慮ください。
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●司法書士相談
（山梨県司法書士会富士吉田支部）
10日㈫　午後1時～4時  ※予約不要
市役所本庁舎3階小会議室
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●就学相談・教育相談
毎週月～金曜日（要予約） 
午前9時～午後５時　市役所東庁舎4階
※電話相談も可
☎ 0120-24-7044
問合せ■教育研修所　☎内線 504

●税の無料相談
11日㈬ 午後1時～4時 市役所本庁舎1階
相談室　※相談は事前予約制（開催日前日
の午前中までです）
予約連絡先■東京地方税理士会大月支部
事務局　☎ 22-8481
問合せ■収税課　☎内線121

無料相談

問問合せ ■対 対象

■¥ 費用 ■定 定員 ■持 持ち物
■期 期日 ■場 場所 ■住 住所

日日時

〜 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、相
談
し
よ
う 

〜

基 

礎
知
識

消
費
者
の

借
金
問
題・消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

無
料
弁
護
士
相
談
会

1１月の紙類ごみステーション収集日

日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 1 2 3 4 5

21 3 4 5 6 7
収
集
あ
り

収
集
な
し

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
」

命
を
守
る
「
反
射
材
」
を

身
に
着
け
ま
し
ょ
う

　
富
士
五
湖
広
域
相
談
窓
口
・
富
士
吉
田
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、消
費
者
金
融
等

で
借
入
し
て
い
る
方
や
奨
学
金
返
済
で
お
困

り
の
方
、ま
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お

困
り
の
方
を
対
象
に
、弁
護
士
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。な
お
、早
期
の
対
応

が
必
要
な
方
は
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。　※

事
前
予
約
制
で
す
。

日
①
11
月
24
日
㈫
　
午
後
２
時
〜
７
時

　
②
12
月
22
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
①
市
役
所
　
②
富
士
河
口
湖
町
役
場

■
本
市・富
士
河
口
湖
町・西
桂
町・忍
野
村・

　
山
中
湖
村・鳴
沢
村
に
在
住
の
方

相
談
内
容
　
消
費
者
金
融
な
ど
の
借
金
、奨

学
金
の
返
済
、契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

申
込
方
法
　
電
話(

市
商
工
振
興
課)

相
談
専
用
電
話

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎ 

（22） 

１
５
７
７

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８
」

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

場対

20



よ
び
そ
の
関
係
者

主
催
　
県
障
害
福
祉
課

申
込
方
法
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
電
話
（
電
話

番
号
０
３-

５
２
８
３-

５
７
７
１
）

山
梨
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL
https://w

w
w
.pref.yam

anashi.jp/sh
ogai-fks/m

oderu_setum
eikai.htm

l

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階

内
容
　
血
圧
、
酸
素
飽
和
度
、
骨
密
度
測

定
、Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、

座
談
会
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

　

　
団
員
に
つ
い
て
、入
団
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

 

■日 

11
月
11
日
㈬
　
午
後
８
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
中
学
生
と
保
護
者
の
方

活
動
内
容
　
基
礎
練
習
・
ポ
ー
ル
練
習
・

各
種
大
会
出
場

団
費
　
年
１
万
円

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
30
日
㈪

問
☎
０
９
０-

３
６
９
２-

８
６
６
７
渡
辺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
都
留
組
で
は
、
浄

土
宗
僧
侶
で
あ
り
、
日
本
や
米
国
な
ど
で

活
躍
す
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

そ
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
で
も
あ
る
西

村
宏
堂
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。寺
院
関
係
者
に
限
ら
ず
、一
般
の

方
も
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■日 

11
月
19
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時
40

分
　※

受
付
開
始
６
時
30
分

 

■場 

都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
正
々
堂
々
私
が
好
き
な
私
で
生

き
て
い
い
ん
だ

 

■定 

３
０
０
人

■￥ 

無
料

 

■対 

ど
な
た
で
も

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
川
茂   

☎
０
７
０-

３
５
３
１-

８
８
２
１

11
月
必
修
講
座

 

■日 

11
月
25
日
㈬  

午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
富
士
吉
田
１
万
年
の
ヒ
ス
ト
リ
ー

-

富
士
山
の
災
害
と
信
仰
が
育
ん
だ
人
々

の
暮
ら
し-

講
師
　
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
学
芸

員
　
篠
原
武

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
で
す
。市
民
大
学

生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

■日 

12
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

無
料

相
談
内
容
　
問
わ
ず(

１
人
30
分)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
当
日
案
内※

予

約
優
先
で
す
。

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

■日 

11
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

 

■場 

富
士
五
湖
消
防
本
部
敷
地
内
　※

駐

車
場
：
吉
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
　
水
消
火
器
体
験
、
迷
路
訓
練
施
設

体
験
、
心
肺
蘇
生
法
体
験
、レ
ス
キ
ュ
ー
体

験
、緊
急
車
両
展
示
、庁
舎
見
学
な
ど

問
富
士
五
湖
消
防
本
部
　
☎
（22）
４
４
２
８

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
〜
⑥：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　 

⑦：
明
見
湖
公
園

 

■定 

①
〜
⑥：
20
名
　
⑦：
15
名

 

■持 

①
〜
⑦：
飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
③
⑥
体

育
館
履
き
　
①
②
④
⑤
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
　

■￥ 

①
〜
⑥：
６
，０
０
０
円
　
⑦
５
０
０
円

 

■対 

①
〜
⑥：
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
必

ず
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
）　
⑦：

一
般

申
込
開
始
日
　
11
月
５
日
㈭
　
午
前
８
時

30
分

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９

時
15
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

 

■日 

12
月
10
日
〜
令
和
９
年
３
月
11
日
　※

毎
週
木
　
全
12
回
　
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

（
12
月
31
日
・
２
月
11
日
は
休
講
）

④
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

12
月
11
日
〜
３
月
５
日
　※

毎
週
金
　

全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
１
月
１
日
は
休
講
）

⑤
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

 

■日 

12
月
12
日
〜
３
月
６
日
　※

毎
週
土
　

全
12
回
　
午
前
10
時
〜
11
時

（
１
月
２
日
は
休
講
）

⑥
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

12
月
16
日
〜
３
月
10
日
　※

毎
週
水

　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
12
月
30
日
は
休
講
）

⑦
自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
教
室

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
　※

雨
天
中
止

 

■持 

履
き
な
れ
た
靴
・
動
き
や
す
い
服
装

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
回
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

 

■日 

11
月
17
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
㈬
　
午
後
６

時
15
分

21
日
・
28
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）
３
６
３
３

　
将
来
の
妊
娠
・
出
産
を
見
据
え
、
若
い

う
ち
か
ら
心
と
体
の
健
康
管
理
を
行
う

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」。自
分
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
プ
レ
コ
ン
健
診
」

が
、今
な
ら
お
得
に
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
だ

妊
娠
を
考
え
て
い
な
い
方
も
歓
迎
で
す
。

生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、
健
康
だ
け
で
な
く

肌
や
美
容
に
も
影
響
し
ま
す
。将
来
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
や
今
の
体
調
を
見
直
す
良
い

機
会
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■￥ 

３
，０
０
０
円

 

■対 

18
〜
39
歳
の
女
性

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー  

☎
内
線
５
９
２

　
子
ど
も
を
性
的
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た

め
に
は
、大
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、日

常
的
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
ど
も
に
ど
う
伝
え
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
方
、
ま
ず
は
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、受
講
中
、希
望
す
る
方

は
お
子
さ
ん
を
託
児
ス
タ
ッ
フ
が
お
預
か

り
し
ま
す
。

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時 ※

受

付
開
始
９
時
30
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
　
多
目
的

ホ
ー
ル

 

■対 

ど
な
た
で
も

講
師
　
都
留
市
立
病
院
　
看
護
師
長
／
助

産
師
　
海
野
聖
子
氏

申
込
締
切
日
　
11
月
20
日
㈮

費
用
・
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希
望

の
方
は
受
講
申
し
込
み
時
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
富
士
吉
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
８
０

　
市
立
病
院
で
は
、
令
和
９
年
３
月
か

ら
、重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
を

受
給
さ
れ
る
方
の
会
計
時
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
、
山
梨
県
が
実
施
す
る
医
療
費

の
窓
口
払
い
を
不
要
と
す
る
事
業
「
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
後
払
い
モ
デ
ル
事

業
」（
要
申
込
）
に
参
加
し
ま
す
。こ
の
モ

デ
ル
事
業
は
、
市
立
病
院
の
窓
口
に
お
け

る
外
来
医
療
費
の
一
時
的
な
支
払
い
を
せ

ず
に
受
診
で
き
る
新
た
な
仕
組
み
と
な

り
ま
す
。

　
本
モ
デ
ル
事
業
の
開
始
に
伴
い
、
事
業

説
明
会
・
申
込
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
や
制
度

を
利
用
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
（
要
事
前
申
込
）。事
業
内
容
お
よ

び
、説
明
会
・
申
込
会
の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
、ま
た
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。な
お
、説
明
会
の
申
し
込
み

は
、
電
話
で
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま

す
。

■日 

①
令
和
９
年
１
月
９
日
㈯
、②
14
日
㈭
、

　 

③
22
日
㈮
、④
24
日
㈰
　
午
後
２
時

 

■場 

①・④
　
市
民
会
館
　
３
階
会
議
室

　
②・③
　
市
立
病
院
　
２
階
講
堂

 

■対 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
金
を
受
給
さ
れ
る
方
お

　
市
で
は
、
日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な

高
齢
者
を
対
象
に
、
雪
か
き
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。必
要
な
方
は
、
期
限
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　
雪
か
き
は
、
積
雪
量
が
お
お
む
ね
20
㎝

を
超
え
た
場
合
に
、
道
路
に
面
し
た
出
入

口
部
分（
間
口
）か
ら
玄
関
先
ま
で
の
通
路

部
分（
敷
地
内
）の
み
を
手
作
業
で
行
い
ま

す
。な
お
、排
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。

利
用
料
金

①
30
分
ま
で…

５
０
０
円

②
30
分
を
越
え
て
１
時
間
ま
で…

７
５
０
円

※

以
降
30
分
を
越
え
る
ご
と
に
２
５
０
円

の
加
算

 

■対 

日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
の
方
で
身
体
的
状
況
に
よ
り
雪

か
き
が
困
難
な
方

※

市
内
に
親
族
が
在
住
の
方
は
、
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※

作
業
部
分
が
人
手
で
は
困
難
な
距
離
の

場
合
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈭

申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
３
８

　
す
こ
や
か（
社
協
）　 

　
☎
（21）
１
２
１
３

　
な
ご
や
か（
あ
る
っ
さ
）　
☎
（24）
７
０
８
８

　
ほ
が
ら
か（
芙
蓉
荘
）　 

☎
（24）
５
３
３
４

　
さ
わ
や
か（
市
立
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
（24）
７
７
７
２

　
は
れ
や
か（
慶
和
荘
）

　
　
　   

☎
０
８
０-

１
０
２
２-

１
７
６
６

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、本
市
の
給
食

に
安
心
安
全
で
良
質
な
地
元
の
お
米
を
安

定
的
に
供
給
し
、
本
市
の
地
産
地
消
の
推

進
を
図
る
た
め
、
令
和
９
年
度
に
特
別
栽

培
米
な
ど
を
生
産
・
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
農
家
の
方
を
募
集
し
ま
す
。な
お
、お
米

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
「
富
士

吉
田
市
学
校
給
食
用
特
別
栽
培
米
等
補
助

金
」を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
ず

は
、説
明
会
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

説
明
会

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
後
３
時
30
分

 

■場 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

募
集
要
件
　
①
ま
た
は
②
を
生
産
・
提

供
で
き
る
本
市
在
住
の
方
ま
た
は
事
業
者

①
特
別
栽
培
米（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
表
示
）

②
甲
斐
の
こ
だ
わ
り
環
境
農
産
物
認
証
取

得
米（
山
梨
県
認
証
）

※

①
は
化
学
肥
料
お
よ
び
化
学
農
薬
を
慣

行
栽
培
米
の
５
割
減
、②
は
３
割
減
と
す

る
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22） 

４
４
６
６

　　
英
単
語
を
い
く
つ
か
知
っ
て
い
て
も
、
会

話
を
す
る
自
信
が
な
い
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
英
語
で
も
っ
と
気
楽
に
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！
日
常
生
活
で
使
え
る
表
現
を
学
び
な

が
ら
、
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
！
初
心
者
向
け
の
講

座
で
す
が
、
授
業
は
英
語
で
進
め
ま
す
の

で
、
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
を
読
め
る
方
が
対
象

で
す
。

■日 

12
月
１
日
、８
日
、15
日
、22
日

　（
火
曜
日
・
４
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

市
役
所
２
階
　
東
庁
舎
会
議
室

 

■対 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生

以
下
不
可
）

レ
ベル
　
初
心
者
ク
ラ
ス（
ア
ル
フ
ァベッ
ト

が
読
め
る
こ
と
）

 

■定 

先
着
16
名

■￥ 

１
，０
０
０
円
／
全
４
回

　※

国
際
親
善
委
員
会
会
員
は
無
料

 

■持 

筆
記
用
具

講
師
　
バ
ス
コ
・
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
石
田（
市

国
際
交
流
員
）

申
込
開
始
日
　
11
月
９
日
㈪

申
込
み
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
（24）
１
２
３
６

　
弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
が
、
子
育
て
や

夫
婦
関
係
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に
無

料
で
お
答
え
し
ま
す
。

■日 

11
月
14
日
㈯

相
談
方
法
　
①
面
談
②
電
話
③
Ｚｏｏｍ

申
込
方
法
　
①
③：
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
　
②
申
込
不
要
（
午
後
４
時
ま
で

相
談
で
き
ま
す
）

申
込
締
切
日
　
①
③：
11
月
13
日
㈮
正
午

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
臨
時
休
館

　
収
蔵
資
料
の
害
虫
駆
除
・
防
カ
ビ
・
殺

菌
の
た
め
、燻
蒸
作
業
を
行
う
期
間
、臨
時

休
業
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
24
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈫

企
画
展「
旧
外
川
家
住
宅
絵
手
紙
展
」

　「
つ
づ
け
る
・
つ
た
え
る
・
つ
な
げ
る
」

を
合
言
葉
に
小
林
キ
ミ
子
さ
ん
と
仲
間
達

が
描
い
た
絵
手
紙
展
で
す
。な
お
、本
展
示

期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料
は
市

民
無
料
で
す
。

期
間
　
11
月
７
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮
　
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
４

時
30
分
）

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
、小
中
高
生
50
円

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
（24）
１
１
１
１

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
を
ベ
ー
ス
に
タ
ッ
ク

ル
な
ど
の
接
触
を
一
切
な
く
し
、ボ
ー
ル
を

持
っ
た
選
手
を
止
め
る
際
、
タ
ッ
ク
ル
の
代

わ
り
に
タ
グ
を
取
る
、
初
心
者
で
も
安
全

に
体
験
で
き
る
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

■日 

11
月
21
日
㈯  

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

 

■対 

小
学
校
１
〜
６
年
生

■￥ 

３
３
０
円

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24）
３
６
５
１

　
年
末
が
近
づ
く
と
、浄
化
槽
の
清
掃
や
汲

み
取
り
の
依
頼
が
集
中
し
ま
す
。事
業
者

も
年
内
の
対
応
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
、希

望
の
日
時
に
作
業
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。年
内
の
清
掃
・
汲
み
取
り
を
希

望
の
方
は
、
市
許
可
業
者
一
覧
を
確
認
し

て
、12
月
上
旬
を
目
安
に
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
許
可
業
者
一
覧

㈲
共
和
清
掃
社
　
☎
（22）
２
０
２
０

㈱
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ヤ
マ
モ
ト
　
☎
（22）
５
２
２
０

㈲
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
（24）
１
８
３
３

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
本
市
で
は
、
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
経
営
支
援
を
目
的
と
し
て
、
公
的
経

営
支
援
融
資
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に

利
子
補
給
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
融
資
　

①
富
士
吉
田
市
小
口
資
金
融
資

②
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
融
資

③
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資

（
マ
ル
経
）

④
信
用
保
証
協
会
創
業
応
援
保
証｢

エ
ー
ル｣

⑤
信
用
保
証
協
会
事
業
承
継
保
証
「
Ａ・

Ｂ・Ｃ
」を
利
用
し
た
融
資

助
成
対
象
　
令
和
８
年
１
月
１
日
㈭
〜
12

月
31
日
㈭
ま
で
の
期
間
に
支
払
っ
た
利
子

を
助
成
し
ま
す
。※

②
③
④
⑤
を
利
用
し

た
融
資
は
、限
度
額
50
万
円
で
す
。

申
請
締
切
日
　
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

対
象
条
件
　
・
約
定
利
子
を
支
払
う
べ
き

最
初
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
60
カ
月
以
内

で
あ
る
こ
と（
今
年
度
は
、
令
和
３
年
２
月

１
日
以
降
に
約
定
利
子
の
支
払
い
を
開
始

し
た
も
の
）

・
市
内
在
住
の
個
人
の
方
お
よ
び
市
税
を

完
納
し
て
い
る
方

・
市
内
事
業
者
お
よ
び
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

申
請
書
類

・
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書
・
元
利
償
還

証
明
書
・
市
税
完
納
証
明
書
・
振
込
先
口

座
通
帳
の
写
し

・
国
、
県
そ
の
他
市
区
町
村
か
ら
利
子
補

給
を
受
け
て
い
る
場
合
、
額
お
よ
び
期
間

を
証
明
で
き
る
書
類

※

繰
り
上
げ
償
還
な
ど
で
令
和
７
年
12
月

31
日
以
前
に
、
既
に
返
済
を
終
え
た
方
は

今
回
の
利
子
補
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２

　
11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
の
期
間
、『
火
の

確
認 

い
い
日
を
支
え
る 

い
い
習
慣
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。火
災
か
ら
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
に
、
家
の
周
り
の
燃

え
や
す
い
も
の
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
。お

休
み
前
に
も
う
一
度
火
の
元
を
よ
く
確
認

し
、
火
災
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

期
間
中
は
午
後
９
時
に
防
災
無
線
か
ら
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
２

　
電
源
の
入
れ
方
や
写
真
の
撮
り
方
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
基
本
の
使
い
方
ま
で
、
プ
ロ
が
イ
チ

か
ら
丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。

 

■日 

12
月
８
日
㈫
ま
た
は
令
和
９
年
１
月
22

日
㈮
か
ら
選
択

①
午
前
の
部
：
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

内
容

①
基
礎
編
：
ス
マ
ホ
の
基
本
を
確
認
し
よ
う

ス
マ
ホ
の
種
類
、各
種
操
作
、使
い
方
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
応
用
編
：
ス
マ
ホ
を
便
利
に
使
う
に
は

便
利
な
機
能
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

■場 

市
民
会
館
３
階

 

■定 

各
回
15
名

申
込
開
始
日
時
　
11
月
４
日
㈬ 

８
時
30
分

 

■持 

自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォン

申
込
方
法
　
電
話

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
１

　
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
や
講
習
会
未
受

講
の
協
力
会
員
な
ど
を
対
象
に
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
受
講

く
だ
さ
い
。ま
た
、同
セ
ン
タ
ー
で
は
、お
子

さ
ん
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
に
協
力
い
た

だ
け
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、
本
講

習
会
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

■日 

12
月
12
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
　※

受
付
開
始
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
　
会
議
室

参
加
費
、
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希

望
は
受
講
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
（22）
０
０
３
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

11
月
14
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
13
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
様
式
変
更

　
国
の
標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム

へ
の
変
更
に
伴
い
、住
民
票
の
写
し
を
は
じ

め
と
す
る
帳
票
・
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。住
民
票
の
写
し
は
、
様
式
変
更
に
伴
い

市
外
か
ら
の
転
入
前
の
住
所
は
表
示
さ
れ

ま
す
が
、
本
市
内
で
の
転
居
前
の
住
所
は

表
示
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。転
居
前
の

住
所
が
必
要
な
方
は
市
民
課
窓
口
に
て
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。※

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
で
は
市
内
転
居
前
住
所
の
表
示
選
択

は
で
き
ま
せ
ん
。登
記
や
車
の
名
義
変
更

な
ど
で
転
居
前
の
住
所
の
表
示
が
必
要
な

時
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
」を
合
言
葉
に
、
地
域
の
子
ど
も
・
若
者

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
・
若
者
の
方
：
自
分
を
大
切
に
し
、

相
手
の
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

保
護
者
の
方
：
わ
が
家
を
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
る
居
場
所
に
し
ま
し
ょ
う

学
校
関
係
の
方：子
ど
も
・若
者
が
活
躍
し
、

個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
場
に
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
方
：
子
ど
も
・
若
者
は
地
域
の
宝
、

未
来
へ
の
希
望
で
す
。ど
の
子
も
全
力
で
応

援
し
ま
し
ょ
う

企
業
の
方
：
仕
事
の
面
白
さ
を
伝
え
る
と

と
も
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

し
ま
し
ょ
う

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
日
没
が
早
ま
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
や

早
朝
、
悪
天
候
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

重
大
事
故
が
急
増
し
ま
す
。「
自
分
は
車

に
気
づ
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う

過
信
は
禁
物
で
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は

歩
行
者
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

歩
行
者
の
方
：
外
出
時
は
、
車
の
ラ
イ
ト

が
当
た
り
や
す
い
靴
や
カ
バ
ン
に
反
射
材

を
つ
け「
気
づ
い
て
も
ら
う
」工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
の
方
：
夜
間
の
テ
ー
ル
ラ
イ
ト
ま

た
は
反
射
材
の
装
着
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
：
夕
暮
れ
時
だ
け
で
な

く
、
早
朝
や
悪
天
候
時
も
意
識
し
て
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

スクランブル

情
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

市
民
課
か
ら

催
し
物

催
し
物

（料金表）
1個
2個
3個
4個
5個

申込締切日
11月   9日㈪
11月 16日㈪
11月 30日㈪

6個
7個
8個
9個

収集日
11月 20日㈮
11月 27日㈮
12月 11日㈮

3,950円
4,700円
5,450円
6,200円

1,300円
1,500円
1,700円
2,450円
3,200円

●障害に関する相談
月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分
市役所1階　ふじのわ　☎ （28）6255
e-mail:fujinowa@snow.ocn.ne.jp

●就職職業相談
　（生活困窮者・ひとり親家庭）
17日㈫　午前9時～正午
市役所1階福祉相談室
問合せ■福祉課　☎内線 199

●妊娠相談ほっとライン
　（思いがけない妊娠など）
月～金曜日 午前８時30分～午後5時15分
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎ （22）1632

●消費生活・多重債務相談
月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～正午　
午後1時～4時30分
富士吉田市消費生活センター
（市役所東庁舎1階）
※9月14日㈪以降は東別館
☎ （22）1577（相談専用）

●知的財産相談
10日㈫　午後1時～4時
富士吉田商工会議所（弁理士田村爾氏）
☎ （24）7111
※要事前予約（開催日前週の金曜日
　午前中まで）

●年金相談
26日㈭　午前9時30分～午後4時
富士吉田市商工会議所　※事前予約制
（大月年金事務所職員）  ☎ 0554（22）3811

●行政相談
18日㈬　午後2時～4時　
市役所本庁舎3階小会議室 ※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●不動産相談
20日㈮  午後1時～4時
市役所本庁舎2階東会議室
※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●人権・身上相談
第2・４金曜日 午後1時～4時
市役所1階相談室
問合せ■福祉課　☎内線 161

●女性相談（配偶者による暴力など）
月曜日　午前9時～正午
火～金曜日　午前9時～午後4時
市役所1 階福祉課　※電話相談も可
問合せ■福祉課　☎内線 164

●ひきこもり相談
月～金曜日（祝日除く）　午前8時30分～
午後5時15分　※電話相談も可
市役所1 階　※県のLINE 相談あり
問合せ■福祉課　☎内線161

●家庭児童相談
月～金曜日　午前9時～午後4時
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎内線 562

●記帳・税務相談
20日㈮　午前10時～午後4時　
富士吉田商工会議所　☎ （24）7111
※相談対象：会員

●法律相談
11月4日㈬・17日㈫
12月1日㈫・15日㈫
午後1時～4時 市役所本庁舎3階小会議室
◎予約制（電話で事前予約／1人20分間、
　1日9人まで）
◎相談日の1カ月前から受け付けます。
対象は市民の方のみで、相談内容は1人1件
とし、代理人による相談はご遠慮ください。
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●司法書士相談
（山梨県司法書士会富士吉田支部）
10日㈫　午後1時～4時  ※予約不要
市役所本庁舎3階小会議室
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●就学相談・教育相談
毎週月～金曜日（要予約） 
午前9時～午後５時　市役所東庁舎4階
※電話相談も可
☎ 0120-24-7044
問合せ■教育研修所　☎内線 504

●税の無料相談
11日㈬ 午後1時～4時 市役所本庁舎1階
相談室　※相談は事前予約制（開催日前日
の午前中までです）
予約連絡先■東京地方税理士会大月支部
事務局　☎ 22-8481
問合せ■収税課　☎内線121

無料相談

問問合せ ■対 対象

■¥ 費用 ■定 定員 ■持 持ち物
■期 期日 ■場 場所 ■住 住所

日日時

〜 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、相
談
し
よ
う 

〜

基 

礎
知
識

消
費
者
の

借
金
問
題・消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

無
料
弁
護
士
相
談
会

1１月の紙類ごみステーション収集日

日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 1 2 3 4 5

21 3 4 5 6 7
収
集
あ
り

収
集
な
し

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
」

命
を
守
る
「
反
射
材
」
を

身
に
着
け
ま
し
ょ
う

　
富
士
五
湖
広
域
相
談
窓
口
・
富
士
吉
田
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、消
費
者
金
融
等

で
借
入
し
て
い
る
方
や
奨
学
金
返
済
で
お
困

り
の
方
、ま
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お

困
り
の
方
を
対
象
に
、弁
護
士
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。な
お
、早
期
の
対
応

が
必
要
な
方
は
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。　※

事
前
予
約
制
で
す
。

日
①
11
月
24
日
㈫
　
午
後
２
時
〜
７
時

　
②
12
月
22
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
①
市
役
所
　
②
富
士
河
口
湖
町
役
場

■
本
市・富
士
河
口
湖
町・西
桂
町・忍
野
村・

　
山
中
湖
村・鳴
沢
村
に
在
住
の
方

相
談
内
容
　
消
費
者
金
融
な
ど
の
借
金
、奨

学
金
の
返
済
、契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

申
込
方
法
　
電
話(

市
商
工
振
興
課)

相
談
専
用
電
話

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎ 

（22） 

１
５
７
７

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８
」

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

場対
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よ
び
そ
の
関
係
者

主
催
　
県
障
害
福
祉
課

申
込
方
法
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
電
話
（
電
話

番
号
０
３-

５
２
８
３-

５
７
７
１
）

山
梨
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL
https://w

w
w
.pref.yam

anashi.jp/sh
ogai-fks/m

oderu_setum
eikai.htm

l

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階

内
容
　
血
圧
、
酸
素
飽
和
度
、
骨
密
度
測

定
、Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、

座
談
会
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

　

お
知
ら
せ

　
団
員
に
つ
い
て
、入
団
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

 

■日 

11
月
11
日
㈬
　
午
後
８
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
中
学
生
と
保
護
者
の
方

活
動
内
容
　
基
礎
練
習
・
ポ
ー
ル
練
習
・

各
種
大
会
出
場

団
費
　
年
１
万
円

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
30
日
㈪

問
☎
０
９
０-

３
６
９
２-

８
６
６
７
渡
辺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
都
留
組
で
は
、
浄

土
宗
僧
侶
で
あ
り
、
日
本
や
米
国
な
ど
で

活
躍
す
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

そ
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
で
も
あ
る
西

村
宏
堂
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。寺
院
関
係
者
に
限
ら
ず
、一
般
の

方
も
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■日 

11
月
19
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時
40

分
　※

受
付
開
始
６
時
30
分

 

■場 

都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
正
々
堂
々
私
が
好
き
な
私
で
生

き
て
い
い
ん
だ

 

■定 

３
０
０
人

■￥ 

無
料

 

■対 

ど
な
た
で
も

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
川
茂   

☎
０
７
０-

３
５
３
１-

８
８
２
１

11
月
必
修
講
座

 

■日 

11
月
25
日
㈬  

午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
富
士
吉
田
１
万
年
の
ヒ
ス
ト
リ
ー

-

富
士
山
の
災
害
と
信
仰
が
育
ん
だ
人
々

の
暮
ら
し-

講
師
　
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
学
芸

員
　
篠
原
武

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
で
す
。市
民
大
学

生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

■日 

12
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

無
料

相
談
内
容
　
問
わ
ず(

１
人
30
分)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
当
日
案
内※

予

約
優
先
で
す
。

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

■日 

11
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

 

■場 

富
士
五
湖
消
防
本
部
敷
地
内
　※

駐

車
場
：
吉
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
　
水
消
火
器
体
験
、
迷
路
訓
練
施
設

体
験
、
心
肺
蘇
生
法
体
験
、レ
ス
キ
ュ
ー
体

験
、緊
急
車
両
展
示
、庁
舎
見
学
な
ど

問
富
士
五
湖
消
防
本
部
　
☎
（22）
４
４
２
８

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
〜
⑥：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　 

⑦：
明
見
湖
公
園

 

■定 

①
〜
⑥：
20
名
　
⑦：
15
名

 

■持 

①
〜
⑦：
飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
③
⑥
体

育
館
履
き
　
①
②
④
⑤
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
　

■￥ 

①
〜
⑥：
６
，０
０
０
円
　
⑦
５
０
０
円

 

■対 

①
〜
⑥：
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
必

ず
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
）　
⑦：

一
般

申
込
開
始
日
　
11
月
５
日
㈭
　
午
前
８
時

30
分

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９

時
15
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

 

■日 

12
月
10
日
〜
令
和
９
年
３
月
11
日
　※

毎
週
木
　
全
12
回
　
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

（
12
月
31
日
・
２
月
11
日
は
休
講
）

④
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

12
月
11
日
〜
３
月
５
日
　※

毎
週
金
　

全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
１
月
１
日
は
休
講
）

⑤
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

 

■日 

12
月
12
日
〜
３
月
６
日
　※

毎
週
土
　

全
12
回
　
午
前
10
時
〜
11
時

（
１
月
２
日
は
休
講
）

⑥
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

12
月
16
日
〜
３
月
10
日
　※

毎
週
水

　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
12
月
30
日
は
休
講
）

⑦
自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
教
室

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
　※

雨
天
中
止

 

■持 

履
き
な
れ
た
靴
・
動
き
や
す
い
服
装

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
回
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

 

■日 

11
月
17
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
㈬
　
午
後
６

時
15
分

21
日
・
28
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）
３
６
３
３

　
将
来
の
妊
娠
・
出
産
を
見
据
え
、
若
い

う
ち
か
ら
心
と
体
の
健
康
管
理
を
行
う

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」。自
分
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
プ
レ
コ
ン
健
診
」

が
、今
な
ら
お
得
に
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
だ

妊
娠
を
考
え
て
い
な
い
方
も
歓
迎
で
す
。

生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、
健
康
だ
け
で
な
く

肌
や
美
容
に
も
影
響
し
ま
す
。将
来
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
や
今
の
体
調
を
見
直
す
良
い

機
会
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■￥ 

３
，０
０
０
円

 

■対 

18
〜
39
歳
の
女
性

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー  

☎
内
線
５
９
２

　
子
ど
も
を
性
的
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た

め
に
は
、大
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、日

常
的
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
ど
も
に
ど
う
伝
え
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
方
、
ま
ず
は
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、受
講
中
、希
望
す
る
方

は
お
子
さ
ん
を
託
児
ス
タ
ッ
フ
が
お
預
か

り
し
ま
す
。

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時 ※

受

付
開
始
９
時
30
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
　
多
目
的

ホ
ー
ル

 

■対 

ど
な
た
で
も

講
師
　
都
留
市
立
病
院
　
看
護
師
長
／
助

産
師
　
海
野
聖
子
氏

申
込
締
切
日
　
11
月
20
日
㈮

費
用
・
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希
望

の
方
は
受
講
申
し
込
み
時
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
富
士
吉
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
８
０

　
市
立
病
院
で
は
、
令
和
９
年
３
月
か

ら
、重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
を

受
給
さ
れ
る
方
の
会
計
時
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
、
山
梨
県
が
実
施
す
る
医
療
費

の
窓
口
払
い
を
不
要
と
す
る
事
業
「
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
後
払
い
モ
デ
ル
事

業
」（
要
申
込
）
に
参
加
し
ま
す
。こ
の
モ

デ
ル
事
業
は
、
市
立
病
院
の
窓
口
に
お
け

る
外
来
医
療
費
の
一
時
的
な
支
払
い
を
せ

ず
に
受
診
で
き
る
新
た
な
仕
組
み
と
な

り
ま
す
。

　
本
モ
デ
ル
事
業
の
開
始
に
伴
い
、
事
業

説
明
会
・
申
込
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
や
制
度

を
利
用
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
（
要
事
前
申
込
）。事
業
内
容
お
よ

び
、説
明
会
・
申
込
会
の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
、ま
た
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。な
お
、説
明
会
の
申
し
込
み

は
、
電
話
で
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま

す
。

■日 

①
令
和
９
年
１
月
９
日
㈯
、②
14
日
㈭
、

　 

③
22
日
㈮
、④
24
日
㈰
　
午
後
２
時

 

■場 

①・④
　
市
民
会
館
　
３
階
会
議
室

　
②・③
　
市
立
病
院
　
２
階
講
堂

 

■対 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
金
を
受
給
さ
れ
る
方
お

　
市
で
は
、
日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な

高
齢
者
を
対
象
に
、
雪
か
き
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。必
要
な
方
は
、
期
限
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　
雪
か
き
は
、
積
雪
量
が
お
お
む
ね
20
㎝

を
超
え
た
場
合
に
、
道
路
に
面
し
た
出
入

口
部
分（
間
口
）か
ら
玄
関
先
ま
で
の
通
路

部
分（
敷
地
内
）の
み
を
手
作
業
で
行
い
ま

す
。な
お
、排
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。

利
用
料
金

①
30
分
ま
で…

５
０
０
円

②
30
分
を
越
え
て
１
時
間
ま
で…

７
５
０
円

※

以
降
30
分
を
越
え
る
ご
と
に
２
５
０
円

の
加
算

 

■対 

日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
の
方
で
身
体
的
状
況
に
よ
り
雪

か
き
が
困
難
な
方

※

市
内
に
親
族
が
在
住
の
方
は
、
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※

作
業
部
分
が
人
手
で
は
困
難
な
距
離
の

場
合
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈭

申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
３
８

　
す
こ
や
か（
社
協
）　 

　
☎
（21）
１
２
１
３

　
な
ご
や
か（
あ
る
っ
さ
）　
☎
（24）
７
０
８
８

　
ほ
が
ら
か（
芙
蓉
荘
）　 

☎
（24）
５
３
３
４

　
さ
わ
や
か（
市
立
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
（24）
７
７
７
２

　
は
れ
や
か（
慶
和
荘
）

　
　
　   

☎
０
８
０-

１
０
２
２-

１
７
６
６

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、本
市
の
給
食

に
安
心
安
全
で
良
質
な
地
元
の
お
米
を
安

定
的
に
供
給
し
、
本
市
の
地
産
地
消
の
推

進
を
図
る
た
め
、
令
和
９
年
度
に
特
別
栽

培
米
な
ど
を
生
産
・
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
農
家
の
方
を
募
集
し
ま
す
。な
お
、お
米

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
「
富
士

吉
田
市
学
校
給
食
用
特
別
栽
培
米
等
補
助

金
」を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
ず

は
、説
明
会
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

説
明
会

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
後
３
時
30
分

 

■場 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

募
集
要
件
　
①
ま
た
は
②
を
生
産
・
提

供
で
き
る
本
市
在
住
の
方
ま
た
は
事
業
者

①
特
別
栽
培
米（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
表
示
）

②
甲
斐
の
こ
だ
わ
り
環
境
農
産
物
認
証
取

得
米（
山
梨
県
認
証
）

※

①
は
化
学
肥
料
お
よ
び
化
学
農
薬
を
慣

行
栽
培
米
の
５
割
減
、②
は
３
割
減
と
す

る
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22） 

４
４
６
６

　　
英
単
語
を
い
く
つ
か
知
っ
て
い
て
も
、
会

話
を
す
る
自
信
が
な
い
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
英
語
で
も
っ
と
気
楽
に
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！
日
常
生
活
で
使
え
る
表
現
を
学
び
な

が
ら
、
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
！
初
心
者
向
け
の
講

座
で
す
が
、
授
業
は
英
語
で
進
め
ま
す
の

で
、
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
を
読
め
る
方
が
対
象

で
す
。

■日 

12
月
１
日
、８
日
、15
日
、22
日

　（
火
曜
日
・
４
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

市
役
所
２
階
　
東
庁
舎
会
議
室

 
■対 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生

以
下
不
可
）

レ
ベル
　
初
心
者
ク
ラ
ス（
ア
ル
フ
ァベッ
ト

が
読
め
る
こ
と
）

 

■定 

先
着
16
名

■￥ 

１
，０
０
０
円
／
全
４
回

　※

国
際
親
善
委
員
会
会
員
は
無
料

 

■持 

筆
記
用
具

講
師
　
バ
ス
コ
・
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
石
田（
市

国
際
交
流
員
）

申
込
開
始
日
　
11
月
９
日
㈪

申
込
み
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
（24）
１
２
３
６

　
弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
が
、
子
育
て
や

夫
婦
関
係
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に
無

料
で
お
答
え
し
ま
す
。

■日 

11
月
14
日
㈯

相
談
方
法
　
①
面
談
②
電
話
③
Ｚｏｏｍ

申
込
方
法
　
①
③：
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
　
②
申
込
不
要
（
午
後
４
時
ま
で

相
談
で
き
ま
す
）

申
込
締
切
日
　
①
③：
11
月
13
日
㈮
正
午

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
臨
時
休
館

　
収
蔵
資
料
の
害
虫
駆
除
・
防
カ
ビ
・
殺

菌
の
た
め
、燻
蒸
作
業
を
行
う
期
間
、臨
時

休
業
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
24
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈫

企
画
展「
旧
外
川
家
住
宅
絵
手
紙
展
」

　「
つ
づ
け
る
・
つ
た
え
る
・
つ
な
げ
る
」

を
合
言
葉
に
小
林
キ
ミ
子
さ
ん
と
仲
間
達

が
描
い
た
絵
手
紙
展
で
す
。な
お
、本
展
示

期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料
は
市

民
無
料
で
す
。

期
間
　
11
月
７
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮
　
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
４

時
30
分
）

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
、小
中
高
生
50
円

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
（24）
１
１
１
１

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
を
ベ
ー
ス
に
タ
ッ
ク

ル
な
ど
の
接
触
を
一
切
な
く
し
、ボ
ー
ル
を

持
っ
た
選
手
を
止
め
る
際
、
タ
ッ
ク
ル
の
代

わ
り
に
タ
グ
を
取
る
、
初
心
者
で
も
安
全

に
体
験
で
き
る
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

■日 

11
月
21
日
㈯  

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

 

■対 

小
学
校
１
〜
６
年
生

■￥ 

３
３
０
円

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24）
３
６
５
１

　
年
末
が
近
づ
く
と
、浄
化
槽
の
清
掃
や
汲

み
取
り
の
依
頼
が
集
中
し
ま
す
。事
業
者

も
年
内
の
対
応
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
、希

望
の
日
時
に
作
業
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。年
内
の
清
掃
・
汲
み
取
り
を
希

望
の
方
は
、
市
許
可
業
者
一
覧
を
確
認
し

て
、12
月
上
旬
を
目
安
に
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
許
可
業
者
一
覧

㈲
共
和
清
掃
社
　
☎
（22）
２
０
２
０

㈱
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ヤ
マ
モ
ト
　
☎
（22）
５
２
２
０

㈲
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
（24）
１
８
３
３

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
本
市
で
は
、
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
経
営
支
援
を
目
的
と
し
て
、
公
的
経

営
支
援
融
資
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に

利
子
補
給
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
融
資
　

①
富
士
吉
田
市
小
口
資
金
融
資

②
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
融
資

③
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資

（
マ
ル
経
）

④
信
用
保
証
協
会
創
業
応
援
保
証｢

エ
ー
ル｣

⑤
信
用
保
証
協
会
事
業
承
継
保
証
「
Ａ・

Ｂ・Ｃ
」を
利
用
し
た
融
資

助
成
対
象
　
令
和
８
年
１
月
１
日
㈭
〜
12

月
31
日
㈭
ま
で
の
期
間
に
支
払
っ
た
利
子

を
助
成
し
ま
す
。※

②
③
④
⑤
を
利
用
し

た
融
資
は
、限
度
額
50
万
円
で
す
。

申
請
締
切
日
　
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

対
象
条
件
　
・
約
定
利
子
を
支
払
う
べ
き

最
初
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
60
カ
月
以
内

で
あ
る
こ
と（
今
年
度
は
、
令
和
３
年
２
月

１
日
以
降
に
約
定
利
子
の
支
払
い
を
開
始

し
た
も
の
）

・
市
内
在
住
の
個
人
の
方
お
よ
び
市
税
を

完
納
し
て
い
る
方

・
市
内
事
業
者
お
よ
び
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

申
請
書
類

・
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書
・
元
利
償
還

証
明
書
・
市
税
完
納
証
明
書
・
振
込
先
口

座
通
帳
の
写
し

・
国
、
県
そ
の
他
市
区
町
村
か
ら
利
子
補

給
を
受
け
て
い
る
場
合
、
額
お
よ
び
期
間

を
証
明
で
き
る
書
類

※

繰
り
上
げ
償
還
な
ど
で
令
和
７
年
12
月

31
日
以
前
に
、
既
に
返
済
を
終
え
た
方
は

今
回
の
利
子
補
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２

　
11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
の
期
間
、『
火
の

確
認 

い
い
日
を
支
え
る 

い
い
習
慣
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。火
災
か
ら
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
に
、
家
の
周
り
の
燃

え
や
す
い
も
の
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
。お

休
み
前
に
も
う
一
度
火
の
元
を
よ
く
確
認

し
、
火
災
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

期
間
中
は
午
後
９
時
に
防
災
無
線
か
ら
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
２

　
電
源
の
入
れ
方
や
写
真
の
撮
り
方
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
基
本
の
使
い
方
ま
で
、
プ
ロ
が
イ
チ

か
ら
丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。

 

■日 

12
月
８
日
㈫
ま
た
は
令
和
９
年
１
月
22

日
㈮
か
ら
選
択

①
午
前
の
部
：
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

内
容

①
基
礎
編
：
ス
マ
ホ
の
基
本
を
確
認
し
よ
う

ス
マ
ホ
の
種
類
、各
種
操
作
、使
い
方
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
応
用
編
：
ス
マ
ホ
を
便
利
に
使
う
に
は

便
利
な
機
能
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

■場 

市
民
会
館
３
階

 

■定 

各
回
15
名

申
込
開
始
日
時
　
11
月
４
日
㈬ 

８
時
30
分

 

■持 

自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォン

申
込
方
法
　
電
話

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
１

　
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
や
講
習
会
未
受

講
の
協
力
会
員
な
ど
を
対
象
に
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
受
講

く
だ
さ
い
。ま
た
、同
セ
ン
タ
ー
で
は
、お
子

さ
ん
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
に
協
力
い
た

だ
け
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、
本
講

習
会
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

■日 

12
月
12
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
　※

受
付
開
始
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
　
会
議
室

参
加
費
、
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希

望
は
受
講
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

Information scramble

募
　
集

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

催
し
物

有
料
広
告

有
料
広
告

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
（22）
０
０
３
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

11
月
14
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
13
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
様
式
変
更

　
国
の
標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム

へ
の
変
更
に
伴
い
、住
民
票
の
写
し
を
は
じ

め
と
す
る
帳
票
・
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。住
民
票
の
写
し
は
、
様
式
変
更
に
伴
い

市
外
か
ら
の
転
入
前
の
住
所
は
表
示
さ
れ

ま
す
が
、
本
市
内
で
の
転
居
前
の
住
所
は

表
示
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。転
居
前
の

住
所
が
必
要
な
方
は
市
民
課
窓
口
に
て
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。※

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
で
は
市
内
転
居
前
住
所
の
表
示
選
択

は
で
き
ま
せ
ん
。登
記
や
車
の
名
義
変
更

な
ど
で
転
居
前
の
住
所
の
表
示
が
必
要
な

時
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
」を
合
言
葉
に
、
地
域
の
子
ど
も
・
若
者

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
・
若
者
の
方
：
自
分
を
大
切
に
し
、

相
手
の
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

保
護
者
の
方
：
わ
が
家
を
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
る
居
場
所
に
し
ま
し
ょ
う

学
校
関
係
の
方：子
ど
も
・若
者
が
活
躍
し
、

個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
場
に
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
方
：
子
ど
も
・
若
者
は
地
域
の
宝
、

未
来
へ
の
希
望
で
す
。ど
の
子
も
全
力
で
応

援
し
ま
し
ょ
う

企
業
の
方
：
仕
事
の
面
白
さ
を
伝
え
る
と

と
も
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

し
ま
し
ょ
う

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
日
没
が
早
ま
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
や

早
朝
、
悪
天
候
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

重
大
事
故
が
急
増
し
ま
す
。「
自
分
は
車

に
気
づ
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う

過
信
は
禁
物
で
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は

歩
行
者
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

歩
行
者
の
方
：
外
出
時
は
、
車
の
ラ
イ
ト

が
当
た
り
や
す
い
靴
や
カ
バ
ン
に
反
射
材

を
つ
け「
気
づ
い
て
も
ら
う
」工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
の
方
：
夜
間
の
テ
ー
ル
ラ
イ
ト
ま

た
は
反
射
材
の
装
着
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
：
夕
暮
れ
時
だ
け
で
な

く
、
早
朝
や
悪
天
候
時
も
意
識
し
て
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

基
礎
・
応
用
を
学
ぶ
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会

募
　
集

令和８年１１月　　休日水道応急修理当番表
上吉田東 
上吉田東 
下吉田
竜ケ丘
小明見
下吉田
新西原
新西原
向　原 
小明見
下吉田

24-0510
22-1530
22-0395
24-2323
23-0819
22-4863
23-5852
090-4945-8813
22-7893
090-2314-2970
24-2397

営繕センター三枝
富士冷熱 
一水工業
高野熱設備
めぐみ設備工業
大博管工
横堀住設工業
白銀設備
舟久保設備
加藤設備工業
北稜設備

下吉田
大明見
新西原
小明見
大明見
新　倉
上吉田東 
富士見
浅　間
大明見
上吉田

24-1311
23-8886
23-8479
23-1218
23-0221
090-3135-6716
22-5084
22-5273
23-3653
23-0231
080-5444-0352

清燃料瓦斯
沙原設備工業
システム五島
広瀬設備
勝田設備
トーエイ・カンパニー
宮下設備工業
富士五湖設備
宮下管工 
桑原配管工業所
渡辺設備

1
3
7
8
14
15
21
22
23
28
29

日
火
土
日
土
日
土
日
月
土
日

11
月
30
日
㈪ 

納
期
限
の
市
税（
料
）

　
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
、
介
護

保
険
料
第
５
期
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
第
５
期

11
月
12
月
は
滞
納
整
理
強
化
期
間

　
税
負
担
の
公
平
性
を
守
る
た
め
、

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

場
合
は
、
滞
納
処
分
を
実
施
し
ま

す
。督
促
状
や
催
告
書
が
届
い
た
方

は
、速
や
か
に
ご
納
付
く
だ
さ
い
。

　
督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
10
日

を
経
過
し
て
も
完
納
さ
れ
な
い
場

合
は
予
告
な
く
財
産（
預
貯
金
・
給

与
・
生
命
保
険
・
年
金
・
不
動
産

な
ど
）
の
差
押
え
や
自
動
車
な
ど
の

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
自
宅
の
捜
索
な
ど

を
行
い
ま
す
。

※

災
害
や
病
気
、
失
業
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
事
情
で
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
放
置
せ
ず
必
ず
納
付
期
限
内

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
収
税
課
　
☎
内
線
１
０
７

家
屋
の
滅
失
、
用
途
変
更
の
届
け
出

は
お
済
で
す
か
？

　
家
屋
の
滅
失
や
用
途
変
更
が
あ
っ

た
場
合
、
翌
年
の
１
月
１
日
ま
で
に

届
け
出
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
年
の
課

税
が
正
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
だ
届
け
出

を
し
て
い
な
い
方
は
、
税
務
課
資
産

税
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。家
屋

の
用
途
は
、
４
月
に
送
付
し
て
い
る

納
税
通
知
書
に
同
封
の
「
課
税
明
細

書
」
に
記
載
し
て
あ
る
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※

届
け
出
を
受
領
後
、税
務
課
が
現

地
調
査
を
行
い
ま
す

※

家
屋
の
一
部
を
滅
失
、
用
途
変
更

し
た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す

問
税
務
課
　
☎
内
線
１
３
４

税
ナ
ビ

富
士
吉
田
市

年
末
に
向
け
た
浄
化
槽
の
清
掃
・

汲
み
取
り
は
お
早
め
に

事
業
主
向
け
利
子
補
給
金
交
付

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

実際にタイヤロックを
行った様子

フ
ァ
ミ
サ
ポ
「
活
動
に

入
る
た
め
の
講
習
会
」
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よ
び
そ
の
関
係
者

主
催
　
県
障
害
福
祉
課

申
込
方
法
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
電
話
（
電
話

番
号
０
３-

５
２
８
３-

５
７
７
１
）

山
梨
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL
https://w

w
w
.pref.yam

anashi.jp/sh
ogai-fks/m

oderu_setum
eikai.htm

l

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階

内
容
　
血
圧
、
酸
素
飽
和
度
、
骨
密
度
測

定
、Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、

座
談
会
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

　

お
知
ら
せ

　
団
員
に
つ
い
て
、入
団
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

 

■日 

11
月
11
日
㈬
　
午
後
８
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
中
学
生
と
保
護
者
の
方

活
動
内
容
　
基
礎
練
習
・
ポ
ー
ル
練
習
・

各
種
大
会
出
場

団
費
　
年
１
万
円

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
30
日
㈪

問
☎
０
９
０-

３
６
９
２-

８
６
６
７
渡
辺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
都
留
組
で
は
、
浄

土
宗
僧
侶
で
あ
り
、
日
本
や
米
国
な
ど
で

活
躍
す
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

そ
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
で
も
あ
る
西

村
宏
堂
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。寺
院
関
係
者
に
限
ら
ず
、一
般
の

方
も
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■日 

11
月
19
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時
40

分
　※

受
付
開
始
６
時
30
分

 

■場 

都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
正
々
堂
々
私
が
好
き
な
私
で
生

き
て
い
い
ん
だ

 

■定 

３
０
０
人

■￥ 

無
料

 

■対 

ど
な
た
で
も

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
川
茂   

☎
０
７
０-

３
５
３
１-

８
８
２
１

11
月
必
修
講
座

 

■日 

11
月
25
日
㈬  

午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
富
士
吉
田
１
万
年
の
ヒ
ス
ト
リ
ー

-

富
士
山
の
災
害
と
信
仰
が
育
ん
だ
人
々

の
暮
ら
し-

講
師
　
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
学
芸

員
　
篠
原
武

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
で
す
。市
民
大
学

生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

■日 

12
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

無
料

相
談
内
容
　
問
わ
ず(

１
人
30
分)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
当
日
案
内※

予

約
優
先
で
す
。

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

■日 

11
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

 

■場 

富
士
五
湖
消
防
本
部
敷
地
内
　※

駐

車
場
：
吉
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
　
水
消
火
器
体
験
、
迷
路
訓
練
施
設

体
験
、
心
肺
蘇
生
法
体
験
、レ
ス
キ
ュ
ー
体

験
、緊
急
車
両
展
示
、庁
舎
見
学
な
ど

問
富
士
五
湖
消
防
本
部
　
☎
（22）
４
４
２
８

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
〜
⑥：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　 

⑦：
明
見
湖
公
園

 

■定 

①
〜
⑥：
20
名
　
⑦：
15
名

 

■持 

①
〜
⑦：
飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
③
⑥
体

育
館
履
き
　
①
②
④
⑤
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
　

■￥ 

①
〜
⑥：
６
，０
０
０
円
　
⑦
５
０
０
円

 

■対 

①
〜
⑥：
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
必

ず
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
）　
⑦：

一
般

申
込
開
始
日
　
11
月
５
日
㈭
　
午
前
８
時

30
分

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９

時
15
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

 

■日 

12
月
10
日
〜
令
和
９
年
３
月
11
日
　※

毎
週
木
　
全
12
回
　
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

（
12
月
31
日
・
２
月
11
日
は
休
講
）

④
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

12
月
11
日
〜
３
月
５
日
　※

毎
週
金
　

全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
１
月
１
日
は
休
講
）

⑤
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

 

■日 

12
月
12
日
〜
３
月
６
日
　※

毎
週
土
　

全
12
回
　
午
前
10
時
〜
11
時

（
１
月
２
日
は
休
講
）

⑥
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

12
月
16
日
〜
３
月
10
日
　※

毎
週
水

　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
12
月
30
日
は
休
講
）

⑦
自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
教
室

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
　※

雨
天
中
止

 

■持 

履
き
な
れ
た
靴
・
動
き
や
す
い
服
装

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
回
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

 

■日 

11
月
17
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
㈬
　
午
後
６

時
15
分

21
日
・
28
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）
３
６
３
３

　
将
来
の
妊
娠
・
出
産
を
見
据
え
、
若
い

う
ち
か
ら
心
と
体
の
健
康
管
理
を
行
う

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」。自
分
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
プ
レ
コ
ン
健
診
」

が
、今
な
ら
お
得
に
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
だ

妊
娠
を
考
え
て
い
な
い
方
も
歓
迎
で
す
。

生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、
健
康
だ
け
で
な
く

肌
や
美
容
に
も
影
響
し
ま
す
。将
来
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
や
今
の
体
調
を
見
直
す
良
い

機
会
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■￥ 

３
，０
０
０
円

 

■対 

18
〜
39
歳
の
女
性

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー  

☎
内
線
５
９
２

　
子
ど
も
を
性
的
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た

め
に
は
、大
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、日

常
的
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
ど
も
に
ど
う
伝
え
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
方
、
ま
ず
は
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、受
講
中
、希
望
す
る
方

は
お
子
さ
ん
を
託
児
ス
タ
ッ
フ
が
お
預
か

り
し
ま
す
。

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時 ※

受

付
開
始
９
時
30
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
　
多
目
的

ホ
ー
ル

 

■対 

ど
な
た
で
も

講
師
　
都
留
市
立
病
院
　
看
護
師
長
／
助

産
師
　
海
野
聖
子
氏

申
込
締
切
日
　
11
月
20
日
㈮

費
用
・
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希
望

の
方
は
受
講
申
し
込
み
時
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
富
士
吉
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
８
０

　
市
立
病
院
で
は
、
令
和
９
年
３
月
か

ら
、重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
を

受
給
さ
れ
る
方
の
会
計
時
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
、
山
梨
県
が
実
施
す
る
医
療
費

の
窓
口
払
い
を
不
要
と
す
る
事
業
「
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
後
払
い
モ
デ
ル
事

業
」（
要
申
込
）
に
参
加
し
ま
す
。こ
の
モ

デ
ル
事
業
は
、
市
立
病
院
の
窓
口
に
お
け

る
外
来
医
療
費
の
一
時
的
な
支
払
い
を
せ

ず
に
受
診
で
き
る
新
た
な
仕
組
み
と
な

り
ま
す
。

　
本
モ
デ
ル
事
業
の
開
始
に
伴
い
、
事
業

説
明
会
・
申
込
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
や
制
度

を
利
用
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
（
要
事
前
申
込
）。事
業
内
容
お
よ

び
、説
明
会
・
申
込
会
の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
、ま
た
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。な
お
、説
明
会
の
申
し
込
み

は
、
電
話
で
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま

す
。

■日 

①
令
和
９
年
１
月
９
日
㈯
、②
14
日
㈭
、

　 

③
22
日
㈮
、④
24
日
㈰
　
午
後
２
時

 

■場 

①・④
　
市
民
会
館
　
３
階
会
議
室

　
②・③
　
市
立
病
院
　
２
階
講
堂

 

■対 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
金
を
受
給
さ
れ
る
方
お

　
市
で
は
、
日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な

高
齢
者
を
対
象
に
、
雪
か
き
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。必
要
な
方
は
、
期
限
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　
雪
か
き
は
、
積
雪
量
が
お
お
む
ね
20
㎝

を
超
え
た
場
合
に
、
道
路
に
面
し
た
出
入

口
部
分（
間
口
）か
ら
玄
関
先
ま
で
の
通
路

部
分（
敷
地
内
）の
み
を
手
作
業
で
行
い
ま

す
。な
お
、排
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。

利
用
料
金

①
30
分
ま
で…

５
０
０
円

②
30
分
を
越
え
て
１
時
間
ま
で…

７
５
０
円

※

以
降
30
分
を
越
え
る
ご
と
に
２
５
０
円

の
加
算

 

■対 

日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
の
方
で
身
体
的
状
況
に
よ
り
雪

か
き
が
困
難
な
方

※

市
内
に
親
族
が
在
住
の
方
は
、
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※

作
業
部
分
が
人
手
で
は
困
難
な
距
離
の

場
合
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈭

申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
３
８

　
す
こ
や
か（
社
協
）　 

　
☎
（21）
１
２
１
３

　
な
ご
や
か（
あ
る
っ
さ
）　
☎
（24）
７
０
８
８

　
ほ
が
ら
か（
芙
蓉
荘
）　 

☎
（24）
５
３
３
４

　
さ
わ
や
か（
市
立
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
（24）
７
７
７
２

　
は
れ
や
か（
慶
和
荘
）

　
　
　   

☎
０
８
０-

１
０
２
２-

１
７
６
６

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、本
市
の
給
食

に
安
心
安
全
で
良
質
な
地
元
の
お
米
を
安

定
的
に
供
給
し
、
本
市
の
地
産
地
消
の
推

進
を
図
る
た
め
、
令
和
９
年
度
に
特
別
栽

培
米
な
ど
を
生
産
・
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
農
家
の
方
を
募
集
し
ま
す
。な
お
、お
米

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
「
富
士

吉
田
市
学
校
給
食
用
特
別
栽
培
米
等
補
助

金
」を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
ず

は
、説
明
会
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

説
明
会

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
後
３
時
30
分

 

■場 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

募
集
要
件
　
①
ま
た
は
②
を
生
産
・
提

供
で
き
る
本
市
在
住
の
方
ま
た
は
事
業
者

①
特
別
栽
培
米（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
表
示
）

②
甲
斐
の
こ
だ
わ
り
環
境
農
産
物
認
証
取

得
米（
山
梨
県
認
証
）

※

①
は
化
学
肥
料
お
よ
び
化
学
農
薬
を
慣

行
栽
培
米
の
５
割
減
、②
は
３
割
減
と
す

る
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22） 

４
４
６
６

　　
英
単
語
を
い
く
つ
か
知
っ
て
い
て
も
、
会

話
を
す
る
自
信
が
な
い
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
英
語
で
も
っ
と
気
楽
に
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！
日
常
生
活
で
使
え
る
表
現
を
学
び
な

が
ら
、
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
！
初
心
者
向
け
の
講

座
で
す
が
、
授
業
は
英
語
で
進
め
ま
す
の

で
、
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
を
読
め
る
方
が
対
象

で
す
。

■日 

12
月
１
日
、８
日
、15
日
、22
日

　（
火
曜
日
・
４
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

市
役
所
２
階
　
東
庁
舎
会
議
室

 

■対 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生

以
下
不
可
）

レ
ベル
　
初
心
者
ク
ラ
ス（
ア
ル
フ
ァベッ
ト

が
読
め
る
こ
と
）

 

■定 

先
着
16
名

■￥ 

１
，０
０
０
円
／
全
４
回

　※

国
際
親
善
委
員
会
会
員
は
無
料

 

■持 

筆
記
用
具

講
師
　
バ
ス
コ
・
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
石
田（
市

国
際
交
流
員
）

申
込
開
始
日
　
11
月
９
日
㈪

申
込
み
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
（24）
１
２
３
６

　
弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
が
、
子
育
て
や

夫
婦
関
係
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に
無

料
で
お
答
え
し
ま
す
。

■日 

11
月
14
日
㈯

相
談
方
法
　
①
面
談
②
電
話
③
Ｚｏｏｍ

申
込
方
法
　
①
③：
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
　
②
申
込
不
要
（
午
後
４
時
ま
で

相
談
で
き
ま
す
）

申
込
締
切
日
　
①
③：
11
月
13
日
㈮
正
午

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
臨
時
休
館

　
収
蔵
資
料
の
害
虫
駆
除
・
防
カ
ビ
・
殺

菌
の
た
め
、燻
蒸
作
業
を
行
う
期
間
、臨
時

休
業
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
24
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈫

企
画
展「
旧
外
川
家
住
宅
絵
手
紙
展
」

　「
つ
づ
け
る
・
つ
た
え
る
・
つ
な
げ
る
」

を
合
言
葉
に
小
林
キ
ミ
子
さ
ん
と
仲
間
達

が
描
い
た
絵
手
紙
展
で
す
。な
お
、本
展
示

期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料
は
市

民
無
料
で
す
。

期
間
　
11
月
７
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮
　
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
４

時
30
分
）

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
、小
中
高
生
50
円

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
（24）
１
１
１
１

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
を
ベ
ー
ス
に
タ
ッ
ク

ル
な
ど
の
接
触
を
一
切
な
く
し
、ボ
ー
ル
を

持
っ
た
選
手
を
止
め
る
際
、
タ
ッ
ク
ル
の
代

わ
り
に
タ
グ
を
取
る
、
初
心
者
で
も
安
全

に
体
験
で
き
る
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

■日 

11
月
21
日
㈯  

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

 

■対 

小
学
校
１
〜
６
年
生

■￥ 

３
３
０
円

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24）
３
６
５
１

　
年
末
が
近
づ
く
と
、浄
化
槽
の
清
掃
や
汲

み
取
り
の
依
頼
が
集
中
し
ま
す
。事
業
者

も
年
内
の
対
応
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
、希

望
の
日
時
に
作
業
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。年
内
の
清
掃
・
汲
み
取
り
を
希

望
の
方
は
、
市
許
可
業
者
一
覧
を
確
認
し

て
、12
月
上
旬
を
目
安
に
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
許
可
業
者
一
覧

㈲
共
和
清
掃
社
　
☎
（22）
２
０
２
０

㈱
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ヤ
マ
モ
ト
　
☎
（22）
５
２
２
０

㈲
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
（24）
１
８
３
３

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
本
市
で
は
、
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
経
営
支
援
を
目
的
と
し
て
、
公
的
経

営
支
援
融
資
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に

利
子
補
給
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
融
資
　

①
富
士
吉
田
市
小
口
資
金
融
資

②
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
融
資

③
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資

（
マ
ル
経
）

④
信
用
保
証
協
会
創
業
応
援
保
証｢

エ
ー
ル｣

⑤
信
用
保
証
協
会
事
業
承
継
保
証
「
Ａ・

Ｂ・Ｃ
」を
利
用
し
た
融
資

助
成
対
象
　
令
和
８
年
１
月
１
日
㈭
〜
12

月
31
日
㈭
ま
で
の
期
間
に
支
払
っ
た
利
子

を
助
成
し
ま
す
。※

②
③
④
⑤
を
利
用
し

た
融
資
は
、限
度
額
50
万
円
で
す
。

申
請
締
切
日
　
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

対
象
条
件
　
・
約
定
利
子
を
支
払
う
べ
き

最
初
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
60
カ
月
以
内

で
あ
る
こ
と（
今
年
度
は
、
令
和
３
年
２
月

１
日
以
降
に
約
定
利
子
の
支
払
い
を
開
始

し
た
も
の
）

・
市
内
在
住
の
個
人
の
方
お
よ
び
市
税
を

完
納
し
て
い
る
方

・
市
内
事
業
者
お
よ
び
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

申
請
書
類

・
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書
・
元
利
償
還

証
明
書
・
市
税
完
納
証
明
書
・
振
込
先
口

座
通
帳
の
写
し

・
国
、
県
そ
の
他
市
区
町
村
か
ら
利
子
補

給
を
受
け
て
い
る
場
合
、
額
お
よ
び
期
間

を
証
明
で
き
る
書
類

※

繰
り
上
げ
償
還
な
ど
で
令
和
７
年
12
月

31
日
以
前
に
、
既
に
返
済
を
終
え
た
方
は

今
回
の
利
子
補
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２

　
11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
の
期
間
、『
火
の

確
認 

い
い
日
を
支
え
る 

い
い
習
慣
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。火
災
か
ら
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
に
、
家
の
周
り
の
燃

え
や
す
い
も
の
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
。お

休
み
前
に
も
う
一
度
火
の
元
を
よ
く
確
認

し
、
火
災
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

期
間
中
は
午
後
９
時
に
防
災
無
線
か
ら
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
２

　
電
源
の
入
れ
方
や
写
真
の
撮
り
方
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
基
本
の
使
い
方
ま
で
、
プ
ロ
が
イ
チ

か
ら
丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。

 

■日 

12
月
８
日
㈫
ま
た
は
令
和
９
年
１
月
22

日
㈮
か
ら
選
択

①
午
前
の
部
：
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

内
容

①
基
礎
編
：
ス
マ
ホ
の
基
本
を
確
認
し
よ
う

ス
マ
ホ
の
種
類
、各
種
操
作
、使
い
方
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
応
用
編
：
ス
マ
ホ
を
便
利
に
使
う
に
は

便
利
な
機
能
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

■場 

市
民
会
館
３
階

 

■定 

各
回
15
名

申
込
開
始
日
時
　
11
月
４
日
㈬ 

８
時
30
分

 

■持 

自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォン

申
込
方
法
　
電
話

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
１

　
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
や
講
習
会
未
受

講
の
協
力
会
員
な
ど
を
対
象
に
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
受
講

く
だ
さ
い
。ま
た
、同
セ
ン
タ
ー
で
は
、お
子

さ
ん
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
に
協
力
い
た

だ
け
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、
本
講

習
会
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

■日 

12
月
12
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
　※

受
付
開
始
：
８
時
45
分

 
■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
　
会
議
室

参
加
費
、
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希

望
は
受
講
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

Information scramble

募
　
集

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

催
し
物

有
料
広
告

有
料
広
告

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
（22）
０
０
３
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

11
月
14
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
13
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
様
式
変
更

　
国
の
標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム

へ
の
変
更
に
伴
い
、住
民
票
の
写
し
を
は
じ

め
と
す
る
帳
票
・
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。住
民
票
の
写
し
は
、
様
式
変
更
に
伴
い

市
外
か
ら
の
転
入
前
の
住
所
は
表
示
さ
れ

ま
す
が
、
本
市
内
で
の
転
居
前
の
住
所
は

表
示
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。転
居
前
の

住
所
が
必
要
な
方
は
市
民
課
窓
口
に
て
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。※

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
で
は
市
内
転
居
前
住
所
の
表
示
選
択

は
で
き
ま
せ
ん
。登
記
や
車
の
名
義
変
更

な
ど
で
転
居
前
の
住
所
の
表
示
が
必
要
な

時
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
」を
合
言
葉
に
、
地
域
の
子
ど
も
・
若
者

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
・
若
者
の
方
：
自
分
を
大
切
に
し
、

相
手
の
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

保
護
者
の
方
：
わ
が
家
を
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
る
居
場
所
に
し
ま
し
ょ
う

学
校
関
係
の
方：子
ど
も
・若
者
が
活
躍
し
、

個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
場
に
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
方
：
子
ど
も
・
若
者
は
地
域
の
宝
、

未
来
へ
の
希
望
で
す
。ど
の
子
も
全
力
で
応

援
し
ま
し
ょ
う

企
業
の
方
：
仕
事
の
面
白
さ
を
伝
え
る
と

と
も
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

し
ま
し
ょ
う

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
日
没
が
早
ま
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
や

早
朝
、
悪
天
候
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

重
大
事
故
が
急
増
し
ま
す
。「
自
分
は
車

に
気
づ
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う

過
信
は
禁
物
で
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は

歩
行
者
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

歩
行
者
の
方
：
外
出
時
は
、
車
の
ラ
イ
ト

が
当
た
り
や
す
い
靴
や
カ
バ
ン
に
反
射
材

を
つ
け「
気
づ
い
て
も
ら
う
」工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
の
方
：
夜
間
の
テ
ー
ル
ラ
イ
ト
ま

た
は
反
射
材
の
装
着
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
：
夕
暮
れ
時
だ
け
で
な

く
、
早
朝
や
悪
天
候
時
も
意
識
し
て
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

基
礎
・
応
用
を
学
ぶ
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会

募
　
集

令和８年１１月　　休日水道応急修理当番表
上吉田東 
上吉田東 
下吉田
竜ケ丘
小明見
下吉田
新西原
新西原
向　原 
小明見
下吉田

24-0510
22-1530
22-0395
24-2323
23-0819
22-4863
23-5852
090-4945-8813
22-7893
090-2314-2970
24-2397

営繕センター三枝
富士冷熱 
一水工業
高野熱設備
めぐみ設備工業
大博管工
横堀住設工業
白銀設備
舟久保設備
加藤設備工業
北稜設備

下吉田
大明見
新西原
小明見
大明見
新　倉
上吉田東 
富士見
浅　間
大明見
上吉田

24-1311
23-8886
23-8479
23-1218
23-0221
090-3135-6716
22-5084
22-5273
23-3653
23-0231
080-5444-0352

清燃料瓦斯
沙原設備工業
システム五島
広瀬設備
勝田設備
トーエイ・カンパニー
宮下設備工業
富士五湖設備
宮下管工 
桑原配管工業所
渡辺設備

1
3
7
8
14
15
21
22
23
28
29

日
火
土
日
土
日
土
日
月
土
日

11
月
30
日
㈪ 

納
期
限
の
市
税（
料
）

　
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
、
介
護

保
険
料
第
５
期
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
第
５
期

11
月
12
月
は
滞
納
整
理
強
化
期
間

　
税
負
担
の
公
平
性
を
守
る
た
め
、

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

場
合
は
、
滞
納
処
分
を
実
施
し
ま

す
。督
促
状
や
催
告
書
が
届
い
た
方

は
、速
や
か
に
ご
納
付
く
だ
さ
い
。

　
督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
10
日

を
経
過
し
て
も
完
納
さ
れ
な
い
場

合
は
予
告
な
く
財
産（
預
貯
金
・
給

与
・
生
命
保
険
・
年
金
・
不
動
産

な
ど
）
の
差
押
え
や
自
動
車
な
ど
の

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
自
宅
の
捜
索
な
ど

を
行
い
ま
す
。

※

災
害
や
病
気
、
失
業
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
事
情
で
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
放
置
せ
ず
必
ず
納
付
期
限
内

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
収
税
課
　
☎
内
線
１
０
７

家
屋
の
滅
失
、
用
途
変
更
の
届
け
出

は
お
済
で
す
か
？

　
家
屋
の
滅
失
や
用
途
変
更
が
あ
っ

た
場
合
、
翌
年
の
１
月
１
日
ま
で
に

届
け
出
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
年
の
課

税
が
正
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
だ
届
け
出

を
し
て
い
な
い
方
は
、
税
務
課
資
産

税
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。家
屋

の
用
途
は
、
４
月
に
送
付
し
て
い
る

納
税
通
知
書
に
同
封
の
「
課
税
明
細

書
」
に
記
載
し
て
あ
る
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※

届
け
出
を
受
領
後
、税
務
課
が
現

地
調
査
を
行
い
ま
す

※

家
屋
の
一
部
を
滅
失
、
用
途
変
更

し
た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す

問
税
務
課
　
☎
内
線
１
３
４

税
ナ
ビ

富
士
吉
田
市

年
末
に
向
け
た
浄
化
槽
の
清
掃
・

汲
み
取
り
は
お
早
め
に

事
業
主
向
け
利
子
補
給
金
交
付

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

実際にタイヤロックを
行った様子

フ
ァ
ミ
サ
ポ
「
活
動
に

入
る
た
め
の
講
習
会
」
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よ
び
そ
の
関
係
者

主
催
　
県
障
害
福
祉
課

申
込
方
法
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
電
話
（
電
話

番
号
０
３-

５
２
８
３-

５
７
７
１
）

山
梨
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL
https://w

w
w
.pref.yam

anashi.jp/sh
ogai-fks/m

oderu_setum
eikai.htm

l

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階

内
容
　
血
圧
、
酸
素
飽
和
度
、
骨
密
度
測

定
、Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、

座
談
会
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

　

保
健
・
福
祉

催
し
物

　
団
員
に
つ
い
て
、入
団
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

 

■日 

11
月
11
日
㈬
　
午
後
８
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
中
学
生
と
保
護
者
の
方

活
動
内
容
　
基
礎
練
習
・
ポ
ー
ル
練
習
・

各
種
大
会
出
場

団
費
　
年
１
万
円

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
30
日
㈪

問
☎
０
９
０-

３
６
９
２-

８
６
６
７
渡
辺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
都
留
組
で
は
、
浄

土
宗
僧
侶
で
あ
り
、
日
本
や
米
国
な
ど
で

活
躍
す
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

そ
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
で
も
あ
る
西

村
宏
堂
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。寺
院
関
係
者
に
限
ら
ず
、一
般
の

方
も
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■日 

11
月
19
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時
40

分
　※

受
付
開
始
６
時
30
分

 

■場 

都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
正
々
堂
々
私
が
好
き
な
私
で
生

き
て
い
い
ん
だ

 

■定 

３
０
０
人

■￥ 

無
料

 

■対 

ど
な
た
で
も

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
川
茂   

☎
０
７
０-

３
５
３
１-

８
８
２
１

11
月
必
修
講
座

 

■日 

11
月
25
日
㈬  

午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
富
士
吉
田
１
万
年
の
ヒ
ス
ト
リ
ー

-

富
士
山
の
災
害
と
信
仰
が
育
ん
だ
人
々

の
暮
ら
し-

講
師
　
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
学
芸

員
　
篠
原
武

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
で
す
。市
民
大
学

生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

■日 

12
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

無
料

相
談
内
容
　
問
わ
ず(

１
人
30
分)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
当
日
案
内※

予

約
優
先
で
す
。

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

■日 

11
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

 

■場 

富
士
五
湖
消
防
本
部
敷
地
内
　※

駐

車
場
：
吉
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
　
水
消
火
器
体
験
、
迷
路
訓
練
施
設

体
験
、
心
肺
蘇
生
法
体
験
、レ
ス
キ
ュ
ー
体

験
、緊
急
車
両
展
示
、庁
舎
見
学
な
ど

問
富
士
五
湖
消
防
本
部
　
☎
（22）
４
４
２
８

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
〜
⑥：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　 

⑦：
明
見
湖
公
園

 

■定 

①
〜
⑥：
20
名
　
⑦：
15
名

 

■持 

①
〜
⑦：
飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
③
⑥
体

育
館
履
き
　
①
②
④
⑤
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
　

■￥ 

①
〜
⑥：
６
，０
０
０
円
　
⑦
５
０
０
円

 

■対 

①
〜
⑥：
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
必

ず
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
）　
⑦：

一
般

申
込
開
始
日
　
11
月
５
日
㈭
　
午
前
８
時

30
分

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９

時
15
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

 

■日 

12
月
10
日
〜
令
和
９
年
３
月
11
日
　※

毎
週
木
　
全
12
回
　
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

（
12
月
31
日
・
２
月
11
日
は
休
講
）

④
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

12
月
11
日
〜
３
月
５
日
　※

毎
週
金
　

全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
１
月
１
日
は
休
講
）

⑤
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

 
■日 
12
月
12
日
〜
３
月
６
日
　※

毎
週
土
　

全
12
回
　
午
前
10
時
〜
11
時

（
１
月
２
日
は
休
講
）

⑥
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

12
月
16
日
〜
３
月
10
日
　※

毎
週
水

　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
12
月
30
日
は
休
講
）

⑦
自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
教
室

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
　※

雨
天
中
止

 

■持 

履
き
な
れ
た
靴
・
動
き
や
す
い
服
装

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
回
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

 

■日 

11
月
17
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
㈬
　
午
後
６

時
15
分

21
日
・
28
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）
３
６
３
３

　
将
来
の
妊
娠
・
出
産
を
見
据
え
、
若
い

う
ち
か
ら
心
と
体
の
健
康
管
理
を
行
う

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」。自
分
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
プ
レ
コ
ン
健
診
」

が
、今
な
ら
お
得
に
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
だ

妊
娠
を
考
え
て
い
な
い
方
も
歓
迎
で
す
。

生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、
健
康
だ
け
で
な
く

肌
や
美
容
に
も
影
響
し
ま
す
。将
来
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
や
今
の
体
調
を
見
直
す
良
い

機
会
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■￥ 

３
，０
０
０
円

 

■対 

18
〜
39
歳
の
女
性

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー  

☎
内
線
５
９
２

　
子
ど
も
を
性
的
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た

め
に
は
、大
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、日

常
的
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
ど
も
に
ど
う
伝
え
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
方
、
ま
ず
は
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、受
講
中
、希
望
す
る
方

は
お
子
さ
ん
を
託
児
ス
タ
ッ
フ
が
お
預
か

り
し
ま
す
。

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時 ※

受

付
開
始
９
時
30
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
　
多
目
的

ホ
ー
ル

 

■対 

ど
な
た
で
も

講
師
　
都
留
市
立
病
院
　
看
護
師
長
／
助

産
師
　
海
野
聖
子
氏

申
込
締
切
日
　
11
月
20
日
㈮

費
用
・
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希
望

の
方
は
受
講
申
し
込
み
時
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
富
士
吉
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
８
０

　
市
立
病
院
で
は
、
令
和
９
年
３
月
か

ら
、重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
を

受
給
さ
れ
る
方
の
会
計
時
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
、
山
梨
県
が
実
施
す
る
医
療
費

の
窓
口
払
い
を
不
要
と
す
る
事
業
「
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
後
払
い
モ
デ
ル
事

業
」（
要
申
込
）
に
参
加
し
ま
す
。こ
の
モ

デ
ル
事
業
は
、
市
立
病
院
の
窓
口
に
お
け

る
外
来
医
療
費
の
一
時
的
な
支
払
い
を
せ

ず
に
受
診
で
き
る
新
た
な
仕
組
み
と
な

り
ま
す
。

　
本
モ
デ
ル
事
業
の
開
始
に
伴
い
、
事
業

説
明
会
・
申
込
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
や
制
度

を
利
用
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
（
要
事
前
申
込
）。事
業
内
容
お
よ

び
、説
明
会
・
申
込
会
の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
、ま
た
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。な
お
、説
明
会
の
申
し
込
み

は
、
電
話
で
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま

す
。

■日 

①
令
和
９
年
１
月
９
日
㈯
、②
14
日
㈭
、

　 

③
22
日
㈮
、④
24
日
㈰
　
午
後
２
時

 

■場 

①・④
　
市
民
会
館
　
３
階
会
議
室

　
②・③
　
市
立
病
院
　
２
階
講
堂

 

■対 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
金
を
受
給
さ
れ
る
方
お

　
市
で
は
、
日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な

高
齢
者
を
対
象
に
、
雪
か
き
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。必
要
な
方
は
、
期
限
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　
雪
か
き
は
、
積
雪
量
が
お
お
む
ね
20
㎝

を
超
え
た
場
合
に
、
道
路
に
面
し
た
出
入

口
部
分（
間
口
）か
ら
玄
関
先
ま
で
の
通
路

部
分（
敷
地
内
）の
み
を
手
作
業
で
行
い
ま

す
。な
お
、排
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。

利
用
料
金

①
30
分
ま
で…

５
０
０
円

②
30
分
を
越
え
て
１
時
間
ま
で…

７
５
０
円

※

以
降
30
分
を
越
え
る
ご
と
に
２
５
０
円

の
加
算

 

■対 

日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
の
方
で
身
体
的
状
況
に
よ
り
雪

か
き
が
困
難
な
方

※

市
内
に
親
族
が
在
住
の
方
は
、
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※

作
業
部
分
が
人
手
で
は
困
難
な
距
離
の

場
合
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈭

申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
３
８

　
す
こ
や
か（
社
協
）　 

　
☎
（21）
１
２
１
３

　
な
ご
や
か（
あ
る
っ
さ
）　
☎
（24）
７
０
８
８

　
ほ
が
ら
か（
芙
蓉
荘
）　 

☎
（24）
５
３
３
４

　
さ
わ
や
か（
市
立
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
（24）
７
７
７
２

　
は
れ
や
か（
慶
和
荘
）

　
　
　   

☎
０
８
０-

１
０
２
２-

１
７
６
６

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、本
市
の
給
食

に
安
心
安
全
で
良
質
な
地
元
の
お
米
を
安

定
的
に
供
給
し
、
本
市
の
地
産
地
消
の
推

進
を
図
る
た
め
、
令
和
９
年
度
に
特
別
栽

培
米
な
ど
を
生
産
・
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
農
家
の
方
を
募
集
し
ま
す
。な
お
、お
米

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
「
富
士

吉
田
市
学
校
給
食
用
特
別
栽
培
米
等
補
助

金
」を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
ず

は
、説
明
会
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

説
明
会

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
後
３
時
30
分

 

■場 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

募
集
要
件
　
①
ま
た
は
②
を
生
産
・
提

供
で
き
る
本
市
在
住
の
方
ま
た
は
事
業
者

①
特
別
栽
培
米（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
表
示
）

②
甲
斐
の
こ
だ
わ
り
環
境
農
産
物
認
証
取

得
米（
山
梨
県
認
証
）

※

①
は
化
学
肥
料
お
よ
び
化
学
農
薬
を
慣

行
栽
培
米
の
５
割
減
、②
は
３
割
減
と
す

る
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22） 

４
４
６
６

リニューアルオープンしました

測定用大型防音室導入認定補聴器専門店
認定補聴器技能者・1級眼鏡作製技能士のいる店

まだ早いかな？と迷っている方、お気軽にご相談ください。
補聴器への疑問や不安を解決し、快適な補聴器選びのお手伝いをいたします。
当店では、様々なタイプや価格の補聴器を豊富に取り揃えています。
あなたの聞こえる毎日をしっかりサポートいたします！

メガネ
補聴器

富士吉田市上吉田金鳥居下 営業時間am9:00-pm7:00 木曜定休TEL:0555-22-5506

富士吉田市の補聴器助成金制度あります

充電式も
あります

詳しくは
当店まで！

富士山駅

メガネのヒカワ
店舗横に駐車場
あります

金鳥居
郵便局 R139

200m

有
料
広
告

　　
英
単
語
を
い
く
つ
か
知
っ
て
い
て
も
、
会

話
を
す
る
自
信
が
な
い
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
英
語
で
も
っ
と
気
楽
に
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！
日
常
生
活
で
使
え
る
表
現
を
学
び
な

が
ら
、
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
！
初
心
者
向
け
の
講

座
で
す
が
、
授
業
は
英
語
で
進
め
ま
す
の

で
、
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
を
読
め
る
方
が
対
象

で
す
。

■日 

12
月
１
日
、８
日
、15
日
、22
日

　（
火
曜
日
・
４
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

市
役
所
２
階
　
東
庁
舎
会
議
室

 

■対 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生

以
下
不
可
）

レ
ベル
　
初
心
者
ク
ラ
ス（
ア
ル
フ
ァベッ
ト

が
読
め
る
こ
と
）

 

■定 

先
着
16
名

■￥ 

１
，０
０
０
円
／
全
４
回

　※

国
際
親
善
委
員
会
会
員
は
無
料

 

■持 

筆
記
用
具

講
師
　
バ
ス
コ
・
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
石
田（
市

国
際
交
流
員
）

申
込
開
始
日
　
11
月
９
日
㈪

申
込
み
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
（24）
１
２
３
６

　
弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
が
、
子
育
て
や

夫
婦
関
係
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に
無

料
で
お
答
え
し
ま
す
。

■日 

11
月
14
日
㈯

相
談
方
法
　
①
面
談
②
電
話
③
Ｚｏｏｍ

申
込
方
法
　
①
③：
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
　
②
申
込
不
要
（
午
後
４
時
ま
で

相
談
で
き
ま
す
）

申
込
締
切
日
　
①
③：
11
月
13
日
㈮
正
午

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
臨
時
休
館

　
収
蔵
資
料
の
害
虫
駆
除
・
防
カ
ビ
・
殺

菌
の
た
め
、燻
蒸
作
業
を
行
う
期
間
、臨
時

休
業
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
24
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈫

企
画
展「
旧
外
川
家
住
宅
絵
手
紙
展
」

　「
つ
づ
け
る
・
つ
た
え
る
・
つ
な
げ
る
」

を
合
言
葉
に
小
林
キ
ミ
子
さ
ん
と
仲
間
達

が
描
い
た
絵
手
紙
展
で
す
。な
お
、本
展
示

期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料
は
市

民
無
料
で
す
。

期
間
　
11
月
７
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮
　
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
４

時
30
分
）

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
、小
中
高
生
50
円

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
（24）
１
１
１
１

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
を
ベ
ー
ス
に
タ
ッ
ク

ル
な
ど
の
接
触
を
一
切
な
く
し
、ボ
ー
ル
を

持
っ
た
選
手
を
止
め
る
際
、
タ
ッ
ク
ル
の
代

わ
り
に
タ
グ
を
取
る
、
初
心
者
で
も
安
全

に
体
験
で
き
る
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

■日 

11
月
21
日
㈯  

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

 

■対 

小
学
校
１
〜
６
年
生

■￥ 

３
３
０
円

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24）
３
６
５
１

Information scramble

お
知
ら
せ

催
し
物

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

　
年
末
が
近
づ
く
と
、浄
化
槽
の
清
掃
や
汲

み
取
り
の
依
頼
が
集
中
し
ま
す
。事
業
者

も
年
内
の
対
応
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
、希

望
の
日
時
に
作
業
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。年
内
の
清
掃
・
汲
み
取
り
を
希

望
の
方
は
、
市
許
可
業
者
一
覧
を
確
認
し

て
、12
月
上
旬
を
目
安
に
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
許
可
業
者
一
覧

㈲
共
和
清
掃
社
　
☎
（22）
２
０
２
０

㈱
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ヤ
マ
モ
ト
　
☎
（22）
５
２
２
０

㈲
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
（24）
１
８
３
３

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
本
市
で
は
、
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
経
営
支
援
を
目
的
と
し
て
、
公
的
経

営
支
援
融
資
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に

利
子
補
給
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
融
資
　

①
富
士
吉
田
市
小
口
資
金
融
資

②
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
融
資

③
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資

（
マ
ル
経
）

④
信
用
保
証
協
会
創
業
応
援
保
証｢

エ
ー
ル｣

⑤
信
用
保
証
協
会
事
業
承
継
保
証
「
Ａ・

Ｂ・Ｃ
」を
利
用
し
た
融
資

助
成
対
象
　
令
和
８
年
１
月
１
日
㈭
〜
12

月
31
日
㈭
ま
で
の
期
間
に
支
払
っ
た
利
子

を
助
成
し
ま
す
。※

②
③
④
⑤
を
利
用
し

た
融
資
は
、限
度
額
50
万
円
で
す
。

申
請
締
切
日
　
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

対
象
条
件
　
・
約
定
利
子
を
支
払
う
べ
き

最
初
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
60
カ
月
以
内

で
あ
る
こ
と（
今
年
度
は
、
令
和
３
年
２
月

１
日
以
降
に
約
定
利
子
の
支
払
い
を
開
始

し
た
も
の
）

・
市
内
在
住
の
個
人
の
方
お
よ
び
市
税
を

完
納
し
て
い
る
方

・
市
内
事
業
者
お
よ
び
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

申
請
書
類

・
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書
・
元
利
償
還

証
明
書
・
市
税
完
納
証
明
書
・
振
込
先
口

座
通
帳
の
写
し

・
国
、
県
そ
の
他
市
区
町
村
か
ら
利
子
補

給
を
受
け
て
い
る
場
合
、
額
お
よ
び
期
間

を
証
明
で
き
る
書
類

※

繰
り
上
げ
償
還
な
ど
で
令
和
７
年
12
月

31
日
以
前
に
、
既
に
返
済
を
終
え
た
方
は

今
回
の
利
子
補
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２

　
11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
の
期
間
、『
火
の

確
認 

い
い
日
を
支
え
る 

い
い
習
慣
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。火
災
か
ら
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
に
、
家
の
周
り
の
燃

え
や
す
い
も
の
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
。お

休
み
前
に
も
う
一
度
火
の
元
を
よ
く
確
認

し
、
火
災
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

期
間
中
は
午
後
９
時
に
防
災
無
線
か
ら
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
２

　
電
源
の
入
れ
方
や
写
真
の
撮
り
方
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
基
本
の
使
い
方
ま
で
、
プ
ロ
が
イ
チ

か
ら
丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。

 

■日 

12
月
８
日
㈫
ま
た
は
令
和
９
年
１
月
22

日
㈮
か
ら
選
択

①
午
前
の
部
：
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

内
容

①
基
礎
編
：
ス
マ
ホ
の
基
本
を
確
認
し
よ
う

ス
マ
ホ
の
種
類
、各
種
操
作
、使
い
方
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
応
用
編
：
ス
マ
ホ
を
便
利
に
使
う
に
は

便
利
な
機
能
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

■場 

市
民
会
館
３
階

 

■定 

各
回
15
名

申
込
開
始
日
時
　
11
月
４
日
㈬ 

８
時
30
分

 

■持 

自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォン

申
込
方
法
　
電
話

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
１

　
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
や
講
習
会
未
受

講
の
協
力
会
員
な
ど
を
対
象
に
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
受
講

く
だ
さ
い
。ま
た
、同
セ
ン
タ
ー
で
は
、お
子

さ
ん
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
に
協
力
い
た

だ
け
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、
本
講

習
会
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

■日 

12
月
12
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
　※

受
付
開
始
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
　
会
議
室

参
加
費
、
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希

望
は
受
講
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
（22）
０
０
３
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

11
月
14
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
13
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
様
式
変
更

　
国
の
標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム

へ
の
変
更
に
伴
い
、住
民
票
の
写
し
を
は
じ

め
と
す
る
帳
票
・
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。住
民
票
の
写
し
は
、
様
式
変
更
に
伴
い

市
外
か
ら
の
転
入
前
の
住
所
は
表
示
さ
れ

ま
す
が
、
本
市
内
で
の
転
居
前
の
住
所
は

表
示
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。転
居
前
の

住
所
が
必
要
な
方
は
市
民
課
窓
口
に
て
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。※

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
で
は
市
内
転
居
前
住
所
の
表
示
選
択

は
で
き
ま
せ
ん
。登
記
や
車
の
名
義
変
更

な
ど
で
転
居
前
の
住
所
の
表
示
が
必
要
な

時
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
」を
合
言
葉
に
、
地
域
の
子
ど
も
・
若
者

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
・
若
者
の
方
：
自
分
を
大
切
に
し
、

相
手
の
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

保
護
者
の
方
：
わ
が
家
を
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
る
居
場
所
に
し
ま
し
ょ
う

学
校
関
係
の
方：子
ど
も
・若
者
が
活
躍
し
、

個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
場
に
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
方
：
子
ど
も
・
若
者
は
地
域
の
宝
、

未
来
へ
の
希
望
で
す
。ど
の
子
も
全
力
で
応

援
し
ま
し
ょ
う

企
業
の
方
：
仕
事
の
面
白
さ
を
伝
え
る
と

と
も
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

し
ま
し
ょ
う

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
日
没
が
早
ま
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
や

早
朝
、
悪
天
候
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

重
大
事
故
が
急
増
し
ま
す
。「
自
分
は
車

に
気
づ
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う

過
信
は
禁
物
で
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は

歩
行
者
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

歩
行
者
の
方
：
外
出
時
は
、
車
の
ラ
イ
ト

が
当
た
り
や
す
い
靴
や
カ
バ
ン
に
反
射
材

を
つ
け「
気
づ
い
て
も
ら
う
」工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
の
方
：
夜
間
の
テ
ー
ル
ラ
イ
ト
ま

た
は
反
射
材
の
装
着
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
：
夕
暮
れ
時
だ
け
で
な

く
、
早
朝
や
悪
天
候
時
も
意
識
し
て
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

催
し
物

「
雪
か
き
」
で
お
困
り
の
方
へ

学
校
給
食
に
特
別
栽
培
米
な
ど
を

生
産
・
提
供
し
ま
せ
ん
か

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

旧
外
川
家
住
宅
か
ら

有
料
広
告

ラ
グ
ビ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

英
語Let’s G

o!

（
英
会
話
教
室
）

子
ど
も
・
夫
婦

な
ん
で
も
無
料
相
談
会

24



よ
び
そ
の
関
係
者

主
催
　
県
障
害
福
祉
課

申
込
方
法
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
電
話
（
電
話

番
号
０
３-

５
２
８
３-

５
７
７
１
）

山
梨
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL
https://w

w
w
.pref.yam

anashi.jp/sh
ogai-fks/m

oderu_setum
eikai.htm

l

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階

内
容
　
血
圧
、
酸
素
飽
和
度
、
骨
密
度
測

定
、Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、

座
談
会
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

　

保
健
・
福
祉

催
し
物

　
団
員
に
つ
い
て
、入
団
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

 

■日 

11
月
11
日
㈬
　
午
後
８
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
中
学
生
と
保
護
者
の
方

活
動
内
容
　
基
礎
練
習
・
ポ
ー
ル
練
習
・

各
種
大
会
出
場

団
費
　
年
１
万
円

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
30
日
㈪

問
☎
０
９
０-

３
６
９
２-

８
６
６
７
渡
辺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
都
留
組
で
は
、
浄

土
宗
僧
侶
で
あ
り
、
日
本
や
米
国
な
ど
で

活
躍
す
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

そ
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
で
も
あ
る
西

村
宏
堂
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。寺
院
関
係
者
に
限
ら
ず
、一
般
の

方
も
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■日 

11
月
19
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時
40

分
　※

受
付
開
始
６
時
30
分

 

■場 

都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
正
々
堂
々
私
が
好
き
な
私
で
生

き
て
い
い
ん
だ

 

■定 

３
０
０
人

■￥ 

無
料

 

■対 

ど
な
た
で
も

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
川
茂   

☎
０
７
０-

３
５
３
１-

８
８
２
１

11
月
必
修
講
座

 

■日 

11
月
25
日
㈬  

午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
富
士
吉
田
１
万
年
の
ヒ
ス
ト
リ
ー

-

富
士
山
の
災
害
と
信
仰
が
育
ん
だ
人
々

の
暮
ら
し-

講
師
　
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
学
芸

員
　
篠
原
武

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
で
す
。市
民
大
学

生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

■日 

12
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

無
料

相
談
内
容
　
問
わ
ず(

１
人
30
分)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
当
日
案
内※

予

約
優
先
で
す
。

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

■日 

11
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

 

■場 

富
士
五
湖
消
防
本
部
敷
地
内
　※

駐

車
場
：
吉
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
　
水
消
火
器
体
験
、
迷
路
訓
練
施
設

体
験
、
心
肺
蘇
生
法
体
験
、レ
ス
キ
ュ
ー
体

験
、緊
急
車
両
展
示
、庁
舎
見
学
な
ど

問
富
士
五
湖
消
防
本
部
　
☎
（22）
４
４
２
８

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
〜
⑥：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　 

⑦：
明
見
湖
公
園

 

■定 

①
〜
⑥：
20
名
　
⑦：
15
名

 

■持 

①
〜
⑦：
飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
③
⑥
体

育
館
履
き
　
①
②
④
⑤
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
　

■￥ 

①
〜
⑥：
６
，０
０
０
円
　
⑦
５
０
０
円

 

■対 

①
〜
⑥：
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
必

ず
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
）　
⑦：

一
般

申
込
開
始
日
　
11
月
５
日
㈭
　
午
前
８
時

30
分

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９

時
15
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

 

■日 

12
月
10
日
〜
令
和
９
年
３
月
11
日
　※

毎
週
木
　
全
12
回
　
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

（
12
月
31
日
・
２
月
11
日
は
休
講
）

④
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

12
月
11
日
〜
３
月
５
日
　※

毎
週
金
　

全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
１
月
１
日
は
休
講
）

⑤
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

 

■日 

12
月
12
日
〜
３
月
６
日
　※

毎
週
土
　

全
12
回
　
午
前
10
時
〜
11
時

（
１
月
２
日
は
休
講
）

⑥
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

12
月
16
日
〜
３
月
10
日
　※

毎
週
水

　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
12
月
30
日
は
休
講
）

⑦
自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
教
室

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
　※

雨
天
中
止

 

■持 

履
き
な
れ
た
靴
・
動
き
や
す
い
服
装

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
回
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

 

■日 

11
月
17
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
㈬
　
午
後
６

時
15
分

21
日
・
28
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）
３
６
３
３

　
将
来
の
妊
娠
・
出
産
を
見
据
え
、
若
い

う
ち
か
ら
心
と
体
の
健
康
管
理
を
行
う

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」。自
分
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
プ
レ
コ
ン
健
診
」

が
、今
な
ら
お
得
に
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
だ

妊
娠
を
考
え
て
い
な
い
方
も
歓
迎
で
す
。

生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、
健
康
だ
け
で
な
く

肌
や
美
容
に
も
影
響
し
ま
す
。将
来
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
や
今
の
体
調
を
見
直
す
良
い

機
会
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■￥ 

３
，０
０
０
円

 

■対 

18
〜
39
歳
の
女
性

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー  

☎
内
線
５
９
２

　
子
ど
も
を
性
的
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た

め
に
は
、大
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、日

常
的
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
ど
も
に
ど
う
伝
え
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
方
、
ま
ず
は
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、受
講
中
、希
望
す
る
方

は
お
子
さ
ん
を
託
児
ス
タ
ッ
フ
が
お
預
か

り
し
ま
す
。

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時 ※

受

付
開
始
９
時
30
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
　
多
目
的

ホ
ー
ル

 

■対 

ど
な
た
で
も

講
師
　
都
留
市
立
病
院
　
看
護
師
長
／
助

産
師
　
海
野
聖
子
氏

申
込
締
切
日
　
11
月
20
日
㈮

費
用
・
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希
望

の
方
は
受
講
申
し
込
み
時
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
富
士
吉
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
８
０

　
市
立
病
院
で
は
、
令
和
９
年
３
月
か

ら
、重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
を

受
給
さ
れ
る
方
の
会
計
時
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
、
山
梨
県
が
実
施
す
る
医
療
費

の
窓
口
払
い
を
不
要
と
す
る
事
業
「
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
後
払
い
モ
デ
ル
事

業
」（
要
申
込
）
に
参
加
し
ま
す
。こ
の
モ

デ
ル
事
業
は
、
市
立
病
院
の
窓
口
に
お
け

る
外
来
医
療
費
の
一
時
的
な
支
払
い
を
せ

ず
に
受
診
で
き
る
新
た
な
仕
組
み
と
な

り
ま
す
。

　
本
モ
デ
ル
事
業
の
開
始
に
伴
い
、
事
業

説
明
会
・
申
込
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
や
制
度

を
利
用
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
（
要
事
前
申
込
）。事
業
内
容
お
よ

び
、説
明
会
・
申
込
会
の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
、ま
た
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。な
お
、説
明
会
の
申
し
込
み

は
、
電
話
で
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま

す
。

■日 

①
令
和
９
年
１
月
９
日
㈯
、②
14
日
㈭
、

　 

③
22
日
㈮
、④
24
日
㈰
　
午
後
２
時

 

■場 

①・④
　
市
民
会
館
　
３
階
会
議
室

　
②・③
　
市
立
病
院
　
２
階
講
堂

 

■対 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
金
を
受
給
さ
れ
る
方
お

　
市
で
は
、
日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な

高
齢
者
を
対
象
に
、
雪
か
き
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。必
要
な
方
は
、
期
限
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　
雪
か
き
は
、
積
雪
量
が
お
お
む
ね
20
㎝

を
超
え
た
場
合
に
、
道
路
に
面
し
た
出
入

口
部
分（
間
口
）か
ら
玄
関
先
ま
で
の
通
路

部
分（
敷
地
内
）の
み
を
手
作
業
で
行
い
ま

す
。な
お
、排
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。

利
用
料
金

①
30
分
ま
で…

５
０
０
円

②
30
分
を
越
え
て
１
時
間
ま
で…

７
５
０
円

※

以
降
30
分
を
越
え
る
ご
と
に
２
５
０
円

の
加
算

 

■対 

日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
の
方
で
身
体
的
状
況
に
よ
り
雪

か
き
が
困
難
な
方

※

市
内
に
親
族
が
在
住
の
方
は
、
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※

作
業
部
分
が
人
手
で
は
困
難
な
距
離
の

場
合
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈭

申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
３
８

　
す
こ
や
か（
社
協
）　 

　
☎
（21）
１
２
１
３

　
な
ご
や
か（
あ
る
っ
さ
）　
☎
（24）
７
０
８
８

　
ほ
が
ら
か（
芙
蓉
荘
）　 

☎
（24）
５
３
３
４

　
さ
わ
や
か（
市
立
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
（24）
７
７
７
２

　
は
れ
や
か（
慶
和
荘
）

　
　
　   

☎
０
８
０-

１
０
２
２-

１
７
６
６

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、本
市
の
給
食

に
安
心
安
全
で
良
質
な
地
元
の
お
米
を
安

定
的
に
供
給
し
、
本
市
の
地
産
地
消
の
推

進
を
図
る
た
め
、
令
和
９
年
度
に
特
別
栽

培
米
な
ど
を
生
産
・
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
農
家
の
方
を
募
集
し
ま
す
。な
お
、お
米

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
「
富
士

吉
田
市
学
校
給
食
用
特
別
栽
培
米
等
補
助

金
」を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
ず

は
、説
明
会
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

説
明
会

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
後
３
時
30
分

 

■場 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

募
集
要
件
　
①
ま
た
は
②
を
生
産
・
提

供
で
き
る
本
市
在
住
の
方
ま
た
は
事
業
者

①
特
別
栽
培
米（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
表
示
）

②
甲
斐
の
こ
だ
わ
り
環
境
農
産
物
認
証
取

得
米（
山
梨
県
認
証
）

※

①
は
化
学
肥
料
お
よ
び
化
学
農
薬
を
慣

行
栽
培
米
の
５
割
減
、②
は
３
割
減
と
す

る
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22） 

４
４
６
６

リニューアルオープンしました

測定用大型防音室導入認定補聴器専門店
認定補聴器技能者・1級眼鏡作製技能士のいる店

まだ早いかな？と迷っている方、お気軽にご相談ください。
補聴器への疑問や不安を解決し、快適な補聴器選びのお手伝いをいたします。
当店では、様々なタイプや価格の補聴器を豊富に取り揃えています。
あなたの聞こえる毎日をしっかりサポートいたします！

メガネ
補聴器

富士吉田市上吉田金鳥居下 営業時間am9:00-pm7:00 木曜定休TEL:0555-22-5506

富士吉田市の補聴器助成金制度あります

充電式も
あります

詳しくは
当店まで！

富士山駅

メガネのヒカワ
店舗横に駐車場
あります

金鳥居
郵便局 R139

200m

有
料
広
告

　　
英
単
語
を
い
く
つ
か
知
っ
て
い
て
も
、
会

話
を
す
る
自
信
が
な
い
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
英
語
で
も
っ
と
気
楽
に
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！
日
常
生
活
で
使
え
る
表
現
を
学
び
な

が
ら
、
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
！
初
心
者
向
け
の
講

座
で
す
が
、
授
業
は
英
語
で
進
め
ま
す
の

で
、
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
を
読
め
る
方
が
対
象

で
す
。

■日 

12
月
１
日
、８
日
、15
日
、22
日

　（
火
曜
日
・
４
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

市
役
所
２
階
　
東
庁
舎
会
議
室

 

■対 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生

以
下
不
可
）

レ
ベル
　
初
心
者
ク
ラ
ス（
ア
ル
フ
ァベッ
ト

が
読
め
る
こ
と
）

 

■定 

先
着
16
名

■￥ 

１
，０
０
０
円
／
全
４
回

　※

国
際
親
善
委
員
会
会
員
は
無
料

 

■持 

筆
記
用
具

講
師
　
バ
ス
コ
・
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
石
田（
市

国
際
交
流
員
）

申
込
開
始
日
　
11
月
９
日
㈪

申
込
み
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
（24）
１
２
３
６

　
弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
が
、
子
育
て
や

夫
婦
関
係
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に
無

料
で
お
答
え
し
ま
す
。

■日 

11
月
14
日
㈯

相
談
方
法
　
①
面
談
②
電
話
③
Ｚｏｏｍ

申
込
方
法
　
①
③：
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
　
②
申
込
不
要
（
午
後
４
時
ま
で

相
談
で
き
ま
す
）

申
込
締
切
日
　
①
③：
11
月
13
日
㈮
正
午

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-
２
３
５-

７
２
０
２

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
臨
時
休
館

　
収
蔵
資
料
の
害
虫
駆
除
・
防
カ
ビ
・
殺

菌
の
た
め
、燻
蒸
作
業
を
行
う
期
間
、臨
時

休
業
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
24
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈫

企
画
展「
旧
外
川
家
住
宅
絵
手
紙
展
」

　「
つ
づ
け
る
・
つ
た
え
る
・
つ
な
げ
る
」

を
合
言
葉
に
小
林
キ
ミ
子
さ
ん
と
仲
間
達

が
描
い
た
絵
手
紙
展
で
す
。な
お
、本
展
示

期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料
は
市

民
無
料
で
す
。

期
間
　
11
月
７
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮
　
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
４

時
30
分
）

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
、小
中
高
生
50
円

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
（24）
１
１
１
１

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
を
ベ
ー
ス
に
タ
ッ
ク

ル
な
ど
の
接
触
を
一
切
な
く
し
、ボ
ー
ル
を

持
っ
た
選
手
を
止
め
る
際
、
タ
ッ
ク
ル
の
代

わ
り
に
タ
グ
を
取
る
、
初
心
者
で
も
安
全

に
体
験
で
き
る
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

■日 

11
月
21
日
㈯  

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

 

■対 

小
学
校
１
〜
６
年
生

■￥ 

３
３
０
円

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24）
３
６
５
１

Information scramble

お
知
ら
せ

催
し
物

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

　
年
末
が
近
づ
く
と
、浄
化
槽
の
清
掃
や
汲

み
取
り
の
依
頼
が
集
中
し
ま
す
。事
業
者

も
年
内
の
対
応
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
、希

望
の
日
時
に
作
業
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。年
内
の
清
掃
・
汲
み
取
り
を
希

望
の
方
は
、
市
許
可
業
者
一
覧
を
確
認
し

て
、12
月
上
旬
を
目
安
に
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
許
可
業
者
一
覧

㈲
共
和
清
掃
社
　
☎
（22）
２
０
２
０

㈱
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ヤ
マ
モ
ト
　
☎
（22）
５
２
２
０

㈲
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
（24）
１
８
３
３

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
本
市
で
は
、
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
経
営
支
援
を
目
的
と
し
て
、
公
的
経

営
支
援
融
資
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に

利
子
補
給
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
融
資
　

①
富
士
吉
田
市
小
口
資
金
融
資

②
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
融
資

③
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資

（
マ
ル
経
）

④
信
用
保
証
協
会
創
業
応
援
保
証｢

エ
ー
ル｣

⑤
信
用
保
証
協
会
事
業
承
継
保
証
「
Ａ・

Ｂ・Ｃ
」を
利
用
し
た
融
資

助
成
対
象
　
令
和
８
年
１
月
１
日
㈭
〜
12

月
31
日
㈭
ま
で
の
期
間
に
支
払
っ
た
利
子

を
助
成
し
ま
す
。※

②
③
④
⑤
を
利
用
し

た
融
資
は
、限
度
額
50
万
円
で
す
。

申
請
締
切
日
　
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

対
象
条
件
　
・
約
定
利
子
を
支
払
う
べ
き

最
初
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
60
カ
月
以
内

で
あ
る
こ
と（
今
年
度
は
、
令
和
３
年
２
月

１
日
以
降
に
約
定
利
子
の
支
払
い
を
開
始

し
た
も
の
）

・
市
内
在
住
の
個
人
の
方
お
よ
び
市
税
を

完
納
し
て
い
る
方

・
市
内
事
業
者
お
よ
び
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

申
請
書
類

・
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書
・
元
利
償
還

証
明
書
・
市
税
完
納
証
明
書
・
振
込
先
口

座
通
帳
の
写
し

・
国
、
県
そ
の
他
市
区
町
村
か
ら
利
子
補

給
を
受
け
て
い
る
場
合
、
額
お
よ
び
期
間

を
証
明
で
き
る
書
類

※

繰
り
上
げ
償
還
な
ど
で
令
和
７
年
12
月

31
日
以
前
に
、
既
に
返
済
を
終
え
た
方
は

今
回
の
利
子
補
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２

　
11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
の
期
間
、『
火
の

確
認 

い
い
日
を
支
え
る 

い
い
習
慣
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。火
災
か
ら
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
に
、
家
の
周
り
の
燃

え
や
す
い
も
の
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
。お

休
み
前
に
も
う
一
度
火
の
元
を
よ
く
確
認

し
、
火
災
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

期
間
中
は
午
後
９
時
に
防
災
無
線
か
ら
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
２

　
電
源
の
入
れ
方
や
写
真
の
撮
り
方
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
基
本
の
使
い
方
ま
で
、
プ
ロ
が
イ
チ

か
ら
丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。

 

■日 

12
月
８
日
㈫
ま
た
は
令
和
９
年
１
月
22

日
㈮
か
ら
選
択

①
午
前
の
部
：
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

内
容

①
基
礎
編
：
ス
マ
ホ
の
基
本
を
確
認
し
よ
う

ス
マ
ホ
の
種
類
、各
種
操
作
、使
い
方
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
応
用
編
：
ス
マ
ホ
を
便
利
に
使
う
に
は

便
利
な
機
能
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

■場 

市
民
会
館
３
階

 

■定 

各
回
15
名

申
込
開
始
日
時
　
11
月
４
日
㈬ 

８
時
30
分

 

■持 

自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォン

申
込
方
法
　
電
話

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
１

　
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
や
講
習
会
未
受

講
の
協
力
会
員
な
ど
を
対
象
に
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
受
講

く
だ
さ
い
。ま
た
、同
セ
ン
タ
ー
で
は
、お
子

さ
ん
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
に
協
力
い
た

だ
け
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、
本
講

習
会
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

■日 

12
月
12
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
　※

受
付
開
始
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
　
会
議
室

参
加
費
、
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希

望
は
受
講
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
（22）
０
０
３
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

11
月
14
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
13
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
様
式
変
更

　
国
の
標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム

へ
の
変
更
に
伴
い
、住
民
票
の
写
し
を
は
じ

め
と
す
る
帳
票
・
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。住
民
票
の
写
し
は
、
様
式
変
更
に
伴
い

市
外
か
ら
の
転
入
前
の
住
所
は
表
示
さ
れ

ま
す
が
、
本
市
内
で
の
転
居
前
の
住
所
は

表
示
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。転
居
前
の

住
所
が
必
要
な
方
は
市
民
課
窓
口
に
て
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。※

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
で
は
市
内
転
居
前
住
所
の
表
示
選
択

は
で
き
ま
せ
ん
。登
記
や
車
の
名
義
変
更

な
ど
で
転
居
前
の
住
所
の
表
示
が
必
要
な

時
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
」を
合
言
葉
に
、
地
域
の
子
ど
も
・
若
者

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
・
若
者
の
方
：
自
分
を
大
切
に
し
、

相
手
の
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

保
護
者
の
方
：
わ
が
家
を
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
る
居
場
所
に
し
ま
し
ょ
う

学
校
関
係
の
方：子
ど
も
・若
者
が
活
躍
し
、

個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
場
に
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
方
：
子
ど
も
・
若
者
は
地
域
の
宝
、

未
来
へ
の
希
望
で
す
。ど
の
子
も
全
力
で
応

援
し
ま
し
ょ
う

企
業
の
方
：
仕
事
の
面
白
さ
を
伝
え
る
と

と
も
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

し
ま
し
ょ
う

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
日
没
が
早
ま
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
や

早
朝
、
悪
天
候
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

重
大
事
故
が
急
増
し
ま
す
。「
自
分
は
車

に
気
づ
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う

過
信
は
禁
物
で
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は

歩
行
者
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

歩
行
者
の
方
：
外
出
時
は
、
車
の
ラ
イ
ト

が
当
た
り
や
す
い
靴
や
カ
バ
ン
に
反
射
材

を
つ
け「
気
づ
い
て
も
ら
う
」工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
の
方
：
夜
間
の
テ
ー
ル
ラ
イ
ト
ま

た
は
反
射
材
の
装
着
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
：
夕
暮
れ
時
だ
け
で
な

く
、
早
朝
や
悪
天
候
時
も
意
識
し
て
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

催
し
物

「
雪
か
き
」
で
お
困
り
の
方
へ

学
校
給
食
に
特
別
栽
培
米
な
ど
を

生
産
・
提
供
し
ま
せ
ん
か

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

旧
外
川
家
住
宅
か
ら

有
料
広
告

ラ
グ
ビ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

英
語Let’s G

o!

（
英
会
話
教
室
）

子
ど
も
・
夫
婦

な
ん
で
も
無
料
相
談
会
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よ
び
そ
の
関
係
者

主
催
　
県
障
害
福
祉
課

申
込
方
法
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
電
話
（
電
話

番
号
０
３-

５
２
８
３-

５
７
７
１
）

山
梨
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL
https://w

w
w
.pref.yam

anashi.jp/sh
ogai-fks/m

oderu_setum
eikai.htm

l

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階

内
容
　
血
圧
、
酸
素
飽
和
度
、
骨
密
度
測

定
、Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、

座
談
会
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

　

保
健
・
福
祉

　
団
員
に
つ
い
て
、入
団
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

 

■日 

11
月
11
日
㈬
　
午
後
８
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
中
学
生
と
保
護
者
の
方

活
動
内
容
　
基
礎
練
習
・
ポ
ー
ル
練
習
・

各
種
大
会
出
場

団
費
　
年
１
万
円

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
30
日
㈪

問
☎
０
９
０-

３
６
９
２-

８
６
６
７
渡
辺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
都
留
組
で
は
、
浄

土
宗
僧
侶
で
あ
り
、
日
本
や
米
国
な
ど
で

活
躍
す
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

そ
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
で
も
あ
る
西

村
宏
堂
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。寺
院
関
係
者
に
限
ら
ず
、一
般
の

方
も
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■日 

11
月
19
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時
40

分
　※

受
付
開
始
６
時
30
分

 

■場 

都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
正
々
堂
々
私
が
好
き
な
私
で
生

き
て
い
い
ん
だ

 

■定 

３
０
０
人

■￥ 

無
料

 

■対 

ど
な
た
で
も

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
川
茂   

☎
０
７
０-

３
５
３
１-

８
８
２
１

11
月
必
修
講
座

 

■日 

11
月
25
日
㈬  

午
後
１
時
30
分

 
■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
富
士
吉
田
１
万
年
の
ヒ
ス
ト
リ
ー

-
富
士
山
の
災
害
と
信
仰
が
育
ん
だ
人
々

の
暮
ら
し-

講
師
　
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
学
芸

員
　
篠
原
武

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
で
す
。市
民
大
学

生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

■日 

12
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

無
料

相
談
内
容
　
問
わ
ず(

１
人
30
分)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
当
日
案
内※

予

約
優
先
で
す
。

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

■日 

11
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

 

■場 

富
士
五
湖
消
防
本
部
敷
地
内
　※

駐

車
場
：
吉
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
　
水
消
火
器
体
験
、
迷
路
訓
練
施
設

体
験
、
心
肺
蘇
生
法
体
験
、レ
ス
キ
ュ
ー
体

験
、緊
急
車
両
展
示
、庁
舎
見
学
な
ど

問
富
士
五
湖
消
防
本
部
　
☎
（22）
４
４
２
８

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
〜
⑥：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　 

⑦：
明
見
湖
公
園

 

■定 

①
〜
⑥：
20
名
　
⑦：
15
名

 

■持 

①
〜
⑦：
飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
③
⑥
体

育
館
履
き
　
①
②
④
⑤
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
　

■￥ 
①
〜
⑥：
６
，０
０
０
円
　
⑦
５
０
０
円

 
■対 
①
〜
⑥：
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
必

ず
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
）　
⑦：

一
般

申
込
開
始
日
　
11
月
５
日
㈭
　
午
前
８
時

30
分

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９

時
15
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

 

■日 

12
月
10
日
〜
令
和
９
年
３
月
11
日
　※

毎
週
木
　
全
12
回
　
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

（
12
月
31
日
・
２
月
11
日
は
休
講
）

④
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

12
月
11
日
〜
３
月
５
日
　※

毎
週
金
　

全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
１
月
１
日
は
休
講
）

⑤
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

 

■日 

12
月
12
日
〜
３
月
６
日
　※

毎
週
土
　

全
12
回
　
午
前
10
時
〜
11
時

（
１
月
２
日
は
休
講
）

⑥
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

12
月
16
日
〜
３
月
10
日
　※

毎
週
水

　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
12
月
30
日
は
休
講
）

⑦
自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
教
室

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
　※

雨
天
中
止

 

■持 

履
き
な
れ
た
靴
・
動
き
や
す
い
服
装

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
回
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

 

■日 

11
月
17
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
㈬
　
午
後
６

時
15
分

21
日
・
28
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）
３
６
３
３

　
将
来
の
妊
娠
・
出
産
を
見
据
え
、
若
い

う
ち
か
ら
心
と
体
の
健
康
管
理
を
行
う

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」。自
分
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
プ
レ
コ
ン
健
診
」

が
、今
な
ら
お
得
に
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
だ

妊
娠
を
考
え
て
い
な
い
方
も
歓
迎
で
す
。

生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、
健
康
だ
け
で
な
く

肌
や
美
容
に
も
影
響
し
ま
す
。将
来
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
や
今
の
体
調
を
見
直
す
良
い

機
会
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■￥ 

３
，０
０
０
円

 

■対 

18
〜
39
歳
の
女
性

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー  

☎
内
線
５
９
２

　
子
ど
も
を
性
的
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た

め
に
は
、大
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、日

常
的
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
ど
も
に
ど
う
伝
え
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
方
、
ま
ず
は
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、受
講
中
、希
望
す
る
方

は
お
子
さ
ん
を
託
児
ス
タ
ッ
フ
が
お
預
か

り
し
ま
す
。

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時 ※

受

付
開
始
９
時
30
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
　
多
目
的

ホ
ー
ル

 

■対 

ど
な
た
で
も

講
師
　
都
留
市
立
病
院
　
看
護
師
長
／
助

産
師
　
海
野
聖
子
氏

申
込
締
切
日
　
11
月
20
日
㈮

費
用
・
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希
望

の
方
は
受
講
申
し
込
み
時
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
富
士
吉
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
８
０

　
市
立
病
院
で
は
、
令
和
９
年
３
月
か

ら
、重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
を

受
給
さ
れ
る
方
の
会
計
時
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
、
山
梨
県
が
実
施
す
る
医
療
費

の
窓
口
払
い
を
不
要
と
す
る
事
業
「
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
後
払
い
モ
デ
ル
事

業
」（
要
申
込
）
に
参
加
し
ま
す
。こ
の
モ

デ
ル
事
業
は
、
市
立
病
院
の
窓
口
に
お
け

る
外
来
医
療
費
の
一
時
的
な
支
払
い
を
せ

ず
に
受
診
で
き
る
新
た
な
仕
組
み
と
な

り
ま
す
。

　
本
モ
デ
ル
事
業
の
開
始
に
伴
い
、
事
業

説
明
会
・
申
込
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
や
制
度

を
利
用
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
（
要
事
前
申
込
）。事
業
内
容
お
よ

び
、説
明
会
・
申
込
会
の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
、ま
た
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。な
お
、説
明
会
の
申
し
込
み

は
、
電
話
で
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま

す
。

■日 

①
令
和
９
年
１
月
９
日
㈯
、②
14
日
㈭
、

　 

③
22
日
㈮
、④
24
日
㈰
　
午
後
２
時

 

■場 

①・④
　
市
民
会
館
　
３
階
会
議
室

　
②・③
　
市
立
病
院
　
２
階
講
堂

 

■対 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
金
を
受
給
さ
れ
る
方
お

Information scramble

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催
し
物

募
　
集

保
健
・
福
祉

募
　
集

　
市
で
は
、
日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な

高
齢
者
を
対
象
に
、
雪
か
き
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。必
要
な
方
は
、
期
限
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　
雪
か
き
は
、
積
雪
量
が
お
お
む
ね
20
㎝

を
超
え
た
場
合
に
、
道
路
に
面
し
た
出
入

口
部
分（
間
口
）か
ら
玄
関
先
ま
で
の
通
路

部
分（
敷
地
内
）の
み
を
手
作
業
で
行
い
ま

す
。な
お
、排
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。

利
用
料
金

①
30
分
ま
で…

５
０
０
円

②
30
分
を
越
え
て
１
時
間
ま
で…

７
５
０
円

※

以
降
30
分
を
越
え
る
ご
と
に
２
５
０
円

の
加
算

 

■対 

日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
の
方
で
身
体
的
状
況
に
よ
り
雪

か
き
が
困
難
な
方

※

市
内
に
親
族
が
在
住
の
方
は
、
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※

作
業
部
分
が
人
手
で
は
困
難
な
距
離
の

場
合
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈭

申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
３
８

　
す
こ
や
か（
社
協
）　 

　
☎
（21）
１
２
１
３

　
な
ご
や
か（
あ
る
っ
さ
）　
☎
（24）
７
０
８
８

　
ほ
が
ら
か（
芙
蓉
荘
）　 

☎
（24）
５
３
３
４

　
さ
わ
や
か（
市
立
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
（24）
７
７
７
２

　
は
れ
や
か（
慶
和
荘
）

　
　
　   

☎
０
８
０-

１
０
２
２-

１
７
６
６

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、本
市
の
給
食

に
安
心
安
全
で
良
質
な
地
元
の
お
米
を
安

定
的
に
供
給
し
、
本
市
の
地
産
地
消
の
推

進
を
図
る
た
め
、
令
和
９
年
度
に
特
別
栽

培
米
な
ど
を
生
産
・
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
農
家
の
方
を
募
集
し
ま
す
。な
お
、お
米

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
「
富
士

吉
田
市
学
校
給
食
用
特
別
栽
培
米
等
補
助

金
」を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
ず

は
、説
明
会
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

説
明
会

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
後
３
時
30
分

 

■場 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

募
集
要
件
　
①
ま
た
は
②
を
生
産
・
提

供
で
き
る
本
市
在
住
の
方
ま
た
は
事
業
者

①
特
別
栽
培
米（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
表
示
）

②
甲
斐
の
こ
だ
わ
り
環
境
農
産
物
認
証
取

得
米（
山
梨
県
認
証
）

※

①
は
化
学
肥
料
お
よ
び
化
学
農
薬
を
慣

行
栽
培
米
の
５
割
減
、②
は
３
割
減
と
す

る
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22） 

４
４
６
６

　　
英
単
語
を
い
く
つ
か
知
っ
て
い
て
も
、
会

話
を
す
る
自
信
が
な
い
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
英
語
で
も
っ
と
気
楽
に
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！
日
常
生
活
で
使
え
る
表
現
を
学
び
な

が
ら
、
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
！
初
心
者
向
け
の
講

座
で
す
が
、
授
業
は
英
語
で
進
め
ま
す
の

で
、
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
を
読
め
る
方
が
対
象

で
す
。

■日 

12
月
１
日
、８
日
、15
日
、22
日

　（
火
曜
日
・
４
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

市
役
所
２
階
　
東
庁
舎
会
議
室

 

■対 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生

以
下
不
可
）

レ
ベル
　
初
心
者
ク
ラ
ス（
ア
ル
フ
ァベッ
ト

が
読
め
る
こ
と
）

 

■定 

先
着
16
名

■￥ 

１
，０
０
０
円
／
全
４
回

　※

国
際
親
善
委
員
会
会
員
は
無
料

 

■持 

筆
記
用
具

講
師
　
バ
ス
コ
・
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
石
田（
市

国
際
交
流
員
）

申
込
開
始
日
　
11
月
９
日
㈪

申
込
み
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
（24）
１
２
３
６

　
弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
が
、
子
育
て
や

夫
婦
関
係
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に
無

料
で
お
答
え
し
ま
す
。

■日 

11
月
14
日
㈯

相
談
方
法
　
①
面
談
②
電
話
③
Ｚｏｏｍ

申
込
方
法
　
①
③：
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
　
②
申
込
不
要
（
午
後
４
時
ま
で

相
談
で
き
ま
す
）

申
込
締
切
日
　
①
③：
11
月
13
日
㈮
正
午

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
臨
時
休
館

　
収
蔵
資
料
の
害
虫
駆
除
・
防
カ
ビ
・
殺

菌
の
た
め
、燻
蒸
作
業
を
行
う
期
間
、臨
時

休
業
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
24
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈫

企
画
展「
旧
外
川
家
住
宅
絵
手
紙
展
」

　「
つ
づ
け
る
・
つ
た
え
る
・
つ
な
げ
る
」

を
合
言
葉
に
小
林
キ
ミ
子
さ
ん
と
仲
間
達

が
描
い
た
絵
手
紙
展
で
す
。な
お
、本
展
示

期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料
は
市

民
無
料
で
す
。

期
間
　
11
月
７
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮
　
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
４

時
30
分
）

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
、小
中
高
生
50
円

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
（24）
１
１
１
１

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
を
ベ
ー
ス
に
タ
ッ
ク

ル
な
ど
の
接
触
を
一
切
な
く
し
、ボ
ー
ル
を

持
っ
た
選
手
を
止
め
る
際
、
タ
ッ
ク
ル
の
代

わ
り
に
タ
グ
を
取
る
、
初
心
者
で
も
安
全

に
体
験
で
き
る
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

■日 

11
月
21
日
㈯  

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

 

■対 

小
学
校
１
〜
６
年
生

■￥ 

３
３
０
円

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24）
３
６
５
１

催
し
物

　
年
末
が
近
づ
く
と
、浄
化
槽
の
清
掃
や
汲

み
取
り
の
依
頼
が
集
中
し
ま
す
。事
業
者

も
年
内
の
対
応
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
、希

望
の
日
時
に
作
業
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。年
内
の
清
掃
・
汲
み
取
り
を
希

望
の
方
は
、
市
許
可
業
者
一
覧
を
確
認
し

て
、12
月
上
旬
を
目
安
に
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
許
可
業
者
一
覧

㈲
共
和
清
掃
社
　
☎
（22）
２
０
２
０

㈱
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ヤ
マ
モ
ト
　
☎
（22）
５
２
２
０

㈲
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
（24）
１
８
３
３

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
本
市
で
は
、
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
経
営
支
援
を
目
的
と
し
て
、
公
的
経

営
支
援
融
資
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に

利
子
補
給
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
融
資
　

①
富
士
吉
田
市
小
口
資
金
融
資

②
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
融
資

③
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資

（
マ
ル
経
）

④
信
用
保
証
協
会
創
業
応
援
保
証｢

エ
ー
ル｣

⑤
信
用
保
証
協
会
事
業
承
継
保
証
「
Ａ・

Ｂ・Ｃ
」を
利
用
し
た
融
資

助
成
対
象
　
令
和
８
年
１
月
１
日
㈭
〜
12

月
31
日
㈭
ま
で
の
期
間
に
支
払
っ
た
利
子

を
助
成
し
ま
す
。※

②
③
④
⑤
を
利
用
し

た
融
資
は
、限
度
額
50
万
円
で
す
。

申
請
締
切
日
　
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

対
象
条
件
　
・
約
定
利
子
を
支
払
う
べ
き

最
初
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
60
カ
月
以
内

で
あ
る
こ
と（
今
年
度
は
、
令
和
３
年
２
月

１
日
以
降
に
約
定
利
子
の
支
払
い
を
開
始

し
た
も
の
）

・
市
内
在
住
の
個
人
の
方
お
よ
び
市
税
を

完
納
し
て
い
る
方

・
市
内
事
業
者
お
よ
び
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

申
請
書
類

・
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書
・
元
利
償
還

証
明
書
・
市
税
完
納
証
明
書
・
振
込
先
口

座
通
帳
の
写
し

・
国
、
県
そ
の
他
市
区
町
村
か
ら
利
子
補

給
を
受
け
て
い
る
場
合
、
額
お
よ
び
期
間

を
証
明
で
き
る
書
類

※

繰
り
上
げ
償
還
な
ど
で
令
和
７
年
12
月

31
日
以
前
に
、
既
に
返
済
を
終
え
た
方
は

今
回
の
利
子
補
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２

　
11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
の
期
間
、『
火
の

確
認 

い
い
日
を
支
え
る 

い
い
習
慣
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。火
災
か
ら
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
に
、
家
の
周
り
の
燃

え
や
す
い
も
の
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
。お

休
み
前
に
も
う
一
度
火
の
元
を
よ
く
確
認

し
、
火
災
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

期
間
中
は
午
後
９
時
に
防
災
無
線
か
ら
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
２

　
電
源
の
入
れ
方
や
写
真
の
撮
り
方
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
基
本
の
使
い
方
ま
で
、
プ
ロ
が
イ
チ

か
ら
丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。

 

■日 

12
月
８
日
㈫
ま
た
は
令
和
９
年
１
月
22

日
㈮
か
ら
選
択

①
午
前
の
部
：
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

内
容

①
基
礎
編
：
ス
マ
ホ
の
基
本
を
確
認
し
よ
う

ス
マ
ホ
の
種
類
、各
種
操
作
、使
い
方
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
応
用
編
：
ス
マ
ホ
を
便
利
に
使
う
に
は

便
利
な
機
能
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

■場 

市
民
会
館
３
階

 

■定 

各
回
15
名

申
込
開
始
日
時
　
11
月
４
日
㈬ 

８
時
30
分

 

■持 

自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォン

申
込
方
法
　
電
話

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
１

　
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
や
講
習
会
未
受

講
の
協
力
会
員
な
ど
を
対
象
に
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
受
講

く
だ
さ
い
。ま
た
、同
セ
ン
タ
ー
で
は
、お
子

さ
ん
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
に
協
力
い
た

だ
け
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、
本
講

習
会
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

■日 

12
月
12
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
　※

受
付
開
始
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
　
会
議
室

参
加
費
、
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希

望
は
受
講
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
（22）
０
０
３
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

11
月
14
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
13
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
様
式
変
更

　
国
の
標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム

へ
の
変
更
に
伴
い
、住
民
票
の
写
し
を
は
じ

め
と
す
る
帳
票
・
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。住
民
票
の
写
し
は
、
様
式
変
更
に
伴
い

市
外
か
ら
の
転
入
前
の
住
所
は
表
示
さ
れ

ま
す
が
、
本
市
内
で
の
転
居
前
の
住
所
は

表
示
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。転
居
前
の

住
所
が
必
要
な
方
は
市
民
課
窓
口
に
て
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。※

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
で
は
市
内
転
居
前
住
所
の
表
示
選
択

は
で
き
ま
せ
ん
。登
記
や
車
の
名
義
変
更

な
ど
で
転
居
前
の
住
所
の
表
示
が
必
要
な

時
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
」を
合
言
葉
に
、
地
域
の
子
ど
も
・
若
者

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
・
若
者
の
方
：
自
分
を
大
切
に
し
、

相
手
の
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

保
護
者
の
方
：
わ
が
家
を
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
る
居
場
所
に
し
ま
し
ょ
う

学
校
関
係
の
方：子
ど
も
・若
者
が
活
躍
し
、

個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
場
に
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
方
：
子
ど
も
・
若
者
は
地
域
の
宝
、

未
来
へ
の
希
望
で
す
。ど
の
子
も
全
力
で
応

援
し
ま
し
ょ
う

企
業
の
方
：
仕
事
の
面
白
さ
を
伝
え
る
と

と
も
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

し
ま
し
ょ
う

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
日
没
が
早
ま
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
や

早
朝
、
悪
天
候
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

重
大
事
故
が
急
増
し
ま
す
。「
自
分
は
車

に
気
づ
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う

過
信
は
禁
物
で
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は

歩
行
者
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

歩
行
者
の
方
：
外
出
時
は
、
車
の
ラ
イ
ト

が
当
た
り
や
す
い
靴
や
カ
バ
ン
に
反
射
材

を
つ
け「
気
づ
い
て
も
ら
う
」工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
の
方
：
夜
間
の
テ
ー
ル
ラ
イ
ト
ま

た
は
反
射
材
の
装
着
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
：
夕
暮
れ
時
だ
け
で
な

く
、
早
朝
や
悪
天
候
時
も
意
識
し
て
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

東
部
・
富
士
五
湖

無
料
法
律
相
談
会

保
健
・
福
祉

富
士
吉
田
ス
キ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら

レベル☆☆

　富士吉田市・曙町に佇む燈ろう型の
六地蔵。江戸時代前期に郡内地域で
14年間続いた農民一揆の犠牲者を、
庶民を救う地蔵尊になぞらえて村々の
辻に祀ったものです。燈ろう型のデザ
インは室町～江戸時代に流行したもの
で、この地方では珍しいスタイルです。

市内のどこかにたたずむ道祖神
たち。地域おこし協力隊の馬場
氏が、その由来や魅力を毎月一
つずつ紹介します。

問地域おこし協力隊 馬場　☎０７０-３１４３-３０８０

ど～そじん、
ど～こだ □ 病院でやせるように言われた（健診が近い）

□ ポッコリお腹が気になる（最近服がキツイ）
□ コレステロールが高い（血圧や血糖も）
□ 太ったら膝や腰が痛くなった（運動は不要）
□ 色々試したがやせない（40～70歳代も）
□ 短期間で集中してやせたい（まず2週間）

甲府市住吉5-18-26 臨床漢方薬局ナオル薬品
電話 0120-61-3211 (無料電話相談→宅配可)

服を買うより2～3週間で、やせてみる!? 有
料
広
告

有
料
広
告

市
民
大
学

富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ

協
会
か
ら

都
留
組
ヒ
ュ
ー
マ
ン
講
座

西
村
宏
堂
氏
講
演
会

消
防
フ
ェ
ス
タ 

IN

富
士
五
湖
消
防
２
０
２
６

県
の
プ
レ
コ
ン
健
診
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

性
に
つ
い
て

こ
ど
も
に
正
し
く

伝
え
る
た
め
の
勉
強
会

富士吉田市で活動を行う高校生グループ
超かえる組の生徒たちが登場し、
自分たちの言葉で地域活動について語ります。
地元の若者たちが自分たちの声で今を奏でる
―― そんな青春応援ラジオです。

『SCHOOL OF HOKROCK』

エフエム富士五湖の

番 組 情 報

毎週火曜日　20:00～
毎週木曜日　18:00～放送日

おかげさまで「60年」　漢方×生成AIでまだまだ進化中
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よ
び
そ
の
関
係
者

主
催
　
県
障
害
福
祉
課

申
込
方
法
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
電
話
（
電
話

番
号
０
３-

５
２
８
３-

５
７
７
１
）

山
梨
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL
https://w

w
w
.pref.yam

anashi.jp/sh
ogai-fks/m

oderu_setum
eikai.htm

l

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階

内
容
　
血
圧
、
酸
素
飽
和
度
、
骨
密
度
測

定
、Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、

座
談
会
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

　

保
健
・
福
祉

　
団
員
に
つ
い
て
、入
団
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

 

■日 

11
月
11
日
㈬
　
午
後
８
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
中
学
生
と
保
護
者
の
方

活
動
内
容
　
基
礎
練
習
・
ポ
ー
ル
練
習
・

各
種
大
会
出
場

団
費
　
年
１
万
円

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
30
日
㈪

問
☎
０
９
０-

３
６
９
２-

８
６
６
７
渡
辺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
都
留
組
で
は
、
浄

土
宗
僧
侶
で
あ
り
、
日
本
や
米
国
な
ど
で

活
躍
す
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

そ
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
で
も
あ
る
西

村
宏
堂
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。寺
院
関
係
者
に
限
ら
ず
、一
般
の

方
も
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■日 

11
月
19
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時
40

分
　※

受
付
開
始
６
時
30
分

 

■場 

都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
正
々
堂
々
私
が
好
き
な
私
で
生

き
て
い
い
ん
だ

 

■定 

３
０
０
人

■￥ 

無
料

 

■対 

ど
な
た
で
も

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
川
茂   

☎
０
７
０-

３
５
３
１-

８
８
２
１

11
月
必
修
講
座

 

■日 

11
月
25
日
㈬  

午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
富
士
吉
田
１
万
年
の
ヒ
ス
ト
リ
ー

-

富
士
山
の
災
害
と
信
仰
が
育
ん
だ
人
々

の
暮
ら
し-

講
師
　
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
学
芸

員
　
篠
原
武

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
で
す
。市
民
大
学

生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

■日 

12
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

無
料

相
談
内
容
　
問
わ
ず(

１
人
30
分)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
当
日
案
内※

予

約
優
先
で
す
。

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

■日 

11
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

 

■場 

富
士
五
湖
消
防
本
部
敷
地
内
　※

駐

車
場
：
吉
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
　
水
消
火
器
体
験
、
迷
路
訓
練
施
設

体
験
、
心
肺
蘇
生
法
体
験
、レ
ス
キ
ュ
ー
体

験
、緊
急
車
両
展
示
、庁
舎
見
学
な
ど

問
富
士
五
湖
消
防
本
部
　
☎
（22）
４
４
２
８

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
〜
⑥：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　 

⑦：
明
見
湖
公
園

 

■定 

①
〜
⑥：
20
名
　
⑦：
15
名

 

■持 

①
〜
⑦：
飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
③
⑥
体

育
館
履
き
　
①
②
④
⑤
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
　

■￥ 

①
〜
⑥：
６
，０
０
０
円
　
⑦
５
０
０
円

 

■対 

①
〜
⑥：
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
必

ず
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
）　
⑦：

一
般

申
込
開
始
日
　
11
月
５
日
㈭
　
午
前
８
時

30
分

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

 
■日 
12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９

時
15
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

 

■日 

12
月
10
日
〜
令
和
９
年
３
月
11
日
　※

毎
週
木
　
全
12
回
　
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

（
12
月
31
日
・
２
月
11
日
は
休
講
）

④
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

12
月
11
日
〜
３
月
５
日
　※

毎
週
金
　

全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
１
月
１
日
は
休
講
）

⑤
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

 

■日 

12
月
12
日
〜
３
月
６
日
　※

毎
週
土
　

全
12
回
　
午
前
10
時
〜
11
時

（
１
月
２
日
は
休
講
）

⑥
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

12
月
16
日
〜
３
月
10
日
　※

毎
週
水

　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
12
月
30
日
は
休
講
）

⑦
自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
教
室

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
　※

雨
天
中
止

 

■持 

履
き
な
れ
た
靴
・
動
き
や
す
い
服
装

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
回
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

 

■日 

11
月
17
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
㈬
　
午
後
６

時
15
分

21
日
・
28
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）
３
６
３
３

　
将
来
の
妊
娠
・
出
産
を
見
据
え
、
若
い

う
ち
か
ら
心
と
体
の
健
康
管
理
を
行
う

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」。自
分
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
プ
レ
コ
ン
健
診
」

が
、今
な
ら
お
得
に
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
だ

妊
娠
を
考
え
て
い
な
い
方
も
歓
迎
で
す
。

生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、
健
康
だ
け
で
な
く

肌
や
美
容
に
も
影
響
し
ま
す
。将
来
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
や
今
の
体
調
を
見
直
す
良
い

機
会
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■￥ 

３
，０
０
０
円

 

■対 

18
〜
39
歳
の
女
性

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー  

☎
内
線
５
９
２

　
子
ど
も
を
性
的
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た

め
に
は
、大
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、日

常
的
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
ど
も
に
ど
う
伝
え
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
方
、
ま
ず
は
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、受
講
中
、希
望
す
る
方

は
お
子
さ
ん
を
託
児
ス
タ
ッ
フ
が
お
預
か

り
し
ま
す
。

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時 ※

受

付
開
始
９
時
30
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
　
多
目
的

ホ
ー
ル

 

■対 

ど
な
た
で
も

講
師
　
都
留
市
立
病
院
　
看
護
師
長
／
助

産
師
　
海
野
聖
子
氏

申
込
締
切
日
　
11
月
20
日
㈮

費
用
・
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希
望

の
方
は
受
講
申
し
込
み
時
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
富
士
吉
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
８
０

　
市
立
病
院
で
は
、
令
和
９
年
３
月
か

ら
、重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
を

受
給
さ
れ
る
方
の
会
計
時
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
、
山
梨
県
が
実
施
す
る
医
療
費

の
窓
口
払
い
を
不
要
と
す
る
事
業
「
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
後
払
い
モ
デ
ル
事

業
」（
要
申
込
）
に
参
加
し
ま
す
。こ
の
モ

デ
ル
事
業
は
、
市
立
病
院
の
窓
口
に
お
け

る
外
来
医
療
費
の
一
時
的
な
支
払
い
を
せ

ず
に
受
診
で
き
る
新
た
な
仕
組
み
と
な

り
ま
す
。

　
本
モ
デ
ル
事
業
の
開
始
に
伴
い
、
事
業

説
明
会
・
申
込
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
や
制
度

を
利
用
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
（
要
事
前
申
込
）。事
業
内
容
お
よ

び
、説
明
会
・
申
込
会
の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
、ま
た
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。な
お
、説
明
会
の
申
し
込
み

は
、
電
話
で
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま

す
。

■日 

①
令
和
９
年
１
月
９
日
㈯
、②
14
日
㈭
、

　 

③
22
日
㈮
、④
24
日
㈰
　
午
後
２
時

 

■場 

①・④
　
市
民
会
館
　
３
階
会
議
室

　
②・③
　
市
立
病
院
　
２
階
講
堂

 

■対 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
金
を
受
給
さ
れ
る
方
お

Information scramble

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催
し
物

募
　
集

保
健
・
福
祉

募
　
集

　
市
で
は
、
日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な

高
齢
者
を
対
象
に
、
雪
か
き
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。必
要
な
方
は
、
期
限
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　
雪
か
き
は
、
積
雪
量
が
お
お
む
ね
20
㎝

を
超
え
た
場
合
に
、
道
路
に
面
し
た
出
入

口
部
分（
間
口
）か
ら
玄
関
先
ま
で
の
通
路

部
分（
敷
地
内
）の
み
を
手
作
業
で
行
い
ま

す
。な
お
、排
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。

利
用
料
金

①
30
分
ま
で…

５
０
０
円

②
30
分
を
越
え
て
１
時
間
ま
で…

７
５
０
円

※

以
降
30
分
を
越
え
る
ご
と
に
２
５
０
円

の
加
算

 

■対 

日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
の
方
で
身
体
的
状
況
に
よ
り
雪

か
き
が
困
難
な
方

※

市
内
に
親
族
が
在
住
の
方
は
、
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※

作
業
部
分
が
人
手
で
は
困
難
な
距
離
の

場
合
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈭

申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
３
８

　
す
こ
や
か（
社
協
）　 

　
☎
（21）
１
２
１
３

　
な
ご
や
か（
あ
る
っ
さ
）　
☎
（24）
７
０
８
８

　
ほ
が
ら
か（
芙
蓉
荘
）　 

☎
（24）
５
３
３
４

　
さ
わ
や
か（
市
立
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
（24）
７
７
７
２

　
は
れ
や
か（
慶
和
荘
）

　
　
　   

☎
０
８
０-

１
０
２
２-

１
７
６
６

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、本
市
の
給
食

に
安
心
安
全
で
良
質
な
地
元
の
お
米
を
安

定
的
に
供
給
し
、
本
市
の
地
産
地
消
の
推

進
を
図
る
た
め
、
令
和
９
年
度
に
特
別
栽

培
米
な
ど
を
生
産
・
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
農
家
の
方
を
募
集
し
ま
す
。な
お
、お
米

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
「
富
士

吉
田
市
学
校
給
食
用
特
別
栽
培
米
等
補
助

金
」を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
ず

は
、説
明
会
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

説
明
会

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
後
３
時
30
分

 

■場 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

募
集
要
件
　
①
ま
た
は
②
を
生
産
・
提

供
で
き
る
本
市
在
住
の
方
ま
た
は
事
業
者

①
特
別
栽
培
米（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
表
示
）

②
甲
斐
の
こ
だ
わ
り
環
境
農
産
物
認
証
取

得
米（
山
梨
県
認
証
）

※

①
は
化
学
肥
料
お
よ
び
化
学
農
薬
を
慣

行
栽
培
米
の
５
割
減
、②
は
３
割
減
と
す

る
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22） 

４
４
６
６

　　
英
単
語
を
い
く
つ
か
知
っ
て
い
て
も
、
会

話
を
す
る
自
信
が
な
い
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
英
語
で
も
っ
と
気
楽
に
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！
日
常
生
活
で
使
え
る
表
現
を
学
び
な

が
ら
、
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
！
初
心
者
向
け
の
講

座
で
す
が
、
授
業
は
英
語
で
進
め
ま
す
の

で
、
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
を
読
め
る
方
が
対
象

で
す
。

■日 

12
月
１
日
、８
日
、15
日
、22
日

　（
火
曜
日
・
４
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

市
役
所
２
階
　
東
庁
舎
会
議
室

 

■対 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生

以
下
不
可
）

レ
ベル
　
初
心
者
ク
ラ
ス（
ア
ル
フ
ァベッ
ト

が
読
め
る
こ
と
）

 

■定 

先
着
16
名

■￥ 

１
，０
０
０
円
／
全
４
回

　※

国
際
親
善
委
員
会
会
員
は
無
料

 

■持 

筆
記
用
具

講
師
　
バ
ス
コ
・
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
石
田（
市

国
際
交
流
員
）

申
込
開
始
日
　
11
月
９
日
㈪

申
込
み
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
（24）
１
２
３
６

　
弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
が
、
子
育
て
や

夫
婦
関
係
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に
無

料
で
お
答
え
し
ま
す
。

■日 

11
月
14
日
㈯

相
談
方
法
　
①
面
談
②
電
話
③
Ｚｏｏｍ

申
込
方
法
　
①
③：
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
　
②
申
込
不
要
（
午
後
４
時
ま
で

相
談
で
き
ま
す
）

申
込
締
切
日
　
①
③：
11
月
13
日
㈮
正
午

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
臨
時
休
館

　
収
蔵
資
料
の
害
虫
駆
除
・
防
カ
ビ
・
殺

菌
の
た
め
、燻
蒸
作
業
を
行
う
期
間
、臨
時

休
業
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
24
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈫

企
画
展「
旧
外
川
家
住
宅
絵
手
紙
展
」

　「
つ
づ
け
る
・
つ
た
え
る
・
つ
な
げ
る
」

を
合
言
葉
に
小
林
キ
ミ
子
さ
ん
と
仲
間
達

が
描
い
た
絵
手
紙
展
で
す
。な
お
、本
展
示

期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料
は
市

民
無
料
で
す
。

期
間
　
11
月
７
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮
　
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
４

時
30
分
）

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
、小
中
高
生
50
円

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
（24）
１
１
１
１

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
を
ベ
ー
ス
に
タ
ッ
ク

ル
な
ど
の
接
触
を
一
切
な
く
し
、ボ
ー
ル
を

持
っ
た
選
手
を
止
め
る
際
、
タ
ッ
ク
ル
の
代

わ
り
に
タ
グ
を
取
る
、
初
心
者
で
も
安
全

に
体
験
で
き
る
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

■日 

11
月
21
日
㈯  

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

 

■対 

小
学
校
１
〜
６
年
生

■￥ 

３
３
０
円

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24）
３
６
５
１

催
し
物

　
年
末
が
近
づ
く
と
、浄
化
槽
の
清
掃
や
汲

み
取
り
の
依
頼
が
集
中
し
ま
す
。事
業
者

も
年
内
の
対
応
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
、希

望
の
日
時
に
作
業
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。年
内
の
清
掃
・
汲
み
取
り
を
希

望
の
方
は
、
市
許
可
業
者
一
覧
を
確
認
し

て
、12
月
上
旬
を
目
安
に
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
許
可
業
者
一
覧

㈲
共
和
清
掃
社
　
☎
（22）
２
０
２
０

㈱
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ヤ
マ
モ
ト
　
☎
（22）
５
２
２
０

㈲
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
（24）
１
８
３
３

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
本
市
で
は
、
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
経
営
支
援
を
目
的
と
し
て
、
公
的
経

営
支
援
融
資
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に

利
子
補
給
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
融
資
　

①
富
士
吉
田
市
小
口
資
金
融
資

②
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
融
資

③
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資

（
マ
ル
経
）

④
信
用
保
証
協
会
創
業
応
援
保
証｢

エ
ー
ル｣

⑤
信
用
保
証
協
会
事
業
承
継
保
証
「
Ａ・

Ｂ・Ｃ
」を
利
用
し
た
融
資

助
成
対
象
　
令
和
８
年
１
月
１
日
㈭
〜
12

月
31
日
㈭
ま
で
の
期
間
に
支
払
っ
た
利
子

を
助
成
し
ま
す
。※

②
③
④
⑤
を
利
用
し

た
融
資
は
、限
度
額
50
万
円
で
す
。

申
請
締
切
日
　
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

対
象
条
件
　
・
約
定
利
子
を
支
払
う
べ
き

最
初
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
60
カ
月
以
内

で
あ
る
こ
と（
今
年
度
は
、
令
和
３
年
２
月

１
日
以
降
に
約
定
利
子
の
支
払
い
を
開
始

し
た
も
の
）

・
市
内
在
住
の
個
人
の
方
お
よ
び
市
税
を

完
納
し
て
い
る
方

・
市
内
事
業
者
お
よ
び
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

申
請
書
類

・
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書
・
元
利
償
還

証
明
書
・
市
税
完
納
証
明
書
・
振
込
先
口

座
通
帳
の
写
し

・
国
、
県
そ
の
他
市
区
町
村
か
ら
利
子
補

給
を
受
け
て
い
る
場
合
、
額
お
よ
び
期
間

を
証
明
で
き
る
書
類

※

繰
り
上
げ
償
還
な
ど
で
令
和
７
年
12
月

31
日
以
前
に
、
既
に
返
済
を
終
え
た
方
は

今
回
の
利
子
補
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２

　
11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
の
期
間
、『
火
の

確
認 

い
い
日
を
支
え
る 

い
い
習
慣
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。火
災
か
ら
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
に
、
家
の
周
り
の
燃

え
や
す
い
も
の
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
。お

休
み
前
に
も
う
一
度
火
の
元
を
よ
く
確
認

し
、
火
災
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

期
間
中
は
午
後
９
時
に
防
災
無
線
か
ら
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
２

　
電
源
の
入
れ
方
や
写
真
の
撮
り
方
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
基
本
の
使
い
方
ま
で
、
プ
ロ
が
イ
チ

か
ら
丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。

 

■日 

12
月
８
日
㈫
ま
た
は
令
和
９
年
１
月
22

日
㈮
か
ら
選
択

①
午
前
の
部
：
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

内
容

①
基
礎
編
：
ス
マ
ホ
の
基
本
を
確
認
し
よ
う

ス
マ
ホ
の
種
類
、各
種
操
作
、使
い
方
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
応
用
編
：
ス
マ
ホ
を
便
利
に
使
う
に
は

便
利
な
機
能
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

■場 

市
民
会
館
３
階

 

■定 

各
回
15
名

申
込
開
始
日
時
　
11
月
４
日
㈬ 

８
時
30
分

 

■持 

自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォン

申
込
方
法
　
電
話

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
１

　
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
や
講
習
会
未
受

講
の
協
力
会
員
な
ど
を
対
象
に
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
受
講

く
だ
さ
い
。ま
た
、同
セ
ン
タ
ー
で
は
、お
子

さ
ん
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
に
協
力
い
た

だ
け
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、
本
講

習
会
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

■日 

12
月
12
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
　※

受
付
開
始
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
　
会
議
室

参
加
費
、
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希

望
は
受
講
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
（22）
０
０
３
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

11
月
14
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
13
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
様
式
変
更

　
国
の
標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム

へ
の
変
更
に
伴
い
、住
民
票
の
写
し
を
は
じ

め
と
す
る
帳
票
・
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。住
民
票
の
写
し
は
、
様
式
変
更
に
伴
い

市
外
か
ら
の
転
入
前
の
住
所
は
表
示
さ
れ

ま
す
が
、
本
市
内
で
の
転
居
前
の
住
所
は

表
示
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。転
居
前
の

住
所
が
必
要
な
方
は
市
民
課
窓
口
に
て
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。※

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
で
は
市
内
転
居
前
住
所
の
表
示
選
択

は
で
き
ま
せ
ん
。登
記
や
車
の
名
義
変
更

な
ど
で
転
居
前
の
住
所
の
表
示
が
必
要
な

時
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
」を
合
言
葉
に
、
地
域
の
子
ど
も
・
若
者

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
・
若
者
の
方
：
自
分
を
大
切
に
し
、

相
手
の
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

保
護
者
の
方
：
わ
が
家
を
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
る
居
場
所
に
し
ま
し
ょ
う

学
校
関
係
の
方：子
ど
も
・若
者
が
活
躍
し
、

個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
場
に
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
方
：
子
ど
も
・
若
者
は
地
域
の
宝
、

未
来
へ
の
希
望
で
す
。ど
の
子
も
全
力
で
応

援
し
ま
し
ょ
う

企
業
の
方
：
仕
事
の
面
白
さ
を
伝
え
る
と

と
も
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

し
ま
し
ょ
う

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
日
没
が
早
ま
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
や

早
朝
、
悪
天
候
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

重
大
事
故
が
急
増
し
ま
す
。「
自
分
は
車

に
気
づ
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う

過
信
は
禁
物
で
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は

歩
行
者
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

歩
行
者
の
方
：
外
出
時
は
、
車
の
ラ
イ
ト

が
当
た
り
や
す
い
靴
や
カ
バ
ン
に
反
射
材

を
つ
け「
気
づ
い
て
も
ら
う
」工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
の
方
：
夜
間
の
テ
ー
ル
ラ
イ
ト
ま

た
は
反
射
材
の
装
着
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
：
夕
暮
れ
時
だ
け
で
な

く
、
早
朝
や
悪
天
候
時
も
意
識
し
て
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

東
部
・
富
士
五
湖

無
料
法
律
相
談
会

保
健
・
福
祉

富
士
吉
田
ス
キ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら

レベル☆☆

　富士吉田市・曙町に佇む燈ろう型の
六地蔵。江戸時代前期に郡内地域で
14年間続いた農民一揆の犠牲者を、
庶民を救う地蔵尊になぞらえて村々の
辻に祀ったものです。燈ろう型のデザ
インは室町～江戸時代に流行したもの
で、この地方では珍しいスタイルです。

市内のどこかにたたずむ道祖神
たち。地域おこし協力隊の馬場
氏が、その由来や魅力を毎月一
つずつ紹介します。

問地域おこし協力隊 馬場　☎０７０-３１４３-３０８０

ど～そじん、
ど～こだ □ 病院でやせるように言われた（健診が近い）

□ ポッコリお腹が気になる（最近服がキツイ）
□ コレステロールが高い（血圧や血糖も）
□ 太ったら膝や腰が痛くなった（運動は不要）
□ 色々試したがやせない（40～70歳代も）
□ 短期間で集中してやせたい（まず2週間）

甲府市住吉5-18-26 臨床漢方薬局ナオル薬品
電話 0120-61-3211 (無料電話相談→宅配可)

服を買うより2～3週間で、やせてみる!? 有
料
広
告

有
料
広
告

市
民
大
学

富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ

協
会
か
ら

都
留
組
ヒ
ュ
ー
マ
ン
講
座

西
村
宏
堂
氏
講
演
会

消
防
フ
ェ
ス
タ 

IN

富
士
五
湖
消
防
２
０
２
６

県
の
プ
レ
コ
ン
健
診
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

性
に
つ
い
て

こ
ど
も
に
正
し
く

伝
え
る
た
め
の
勉
強
会

富士吉田市で活動を行う高校生グループ
超かえる組の生徒たちが登場し、
自分たちの言葉で地域活動について語ります。
地元の若者たちが自分たちの声で今を奏でる
―― そんな青春応援ラジオです。

『SCHOOL OF HOKROCK』

エフエム富士五湖の

番 組 情 報

毎週火曜日　20:00～
毎週木曜日　18:00～放送日

おかげさまで「60年」　漢方×生成AIでまだまだ進化中
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ト
ピ
ッ
ク
ス

今
月
の
新
着
図
書

市立図書館
☎22-0706      24-4831
     https://flib.fujinet.ed.jp/

FAX

HP

暮らしの中に図書館を

新着資料は入荷の都合により貸出が遅れることがあります

● 黒鳥
● 首都圏炎上
● ママはもういないんだ
● 独眼竜、翔ける
● 名探偵の君へ

（横関 大・著）
（高嶋 哲夫・著）
（宇山 佳祐・著）
（佐々木 功・著）
（久能式 尚・著）

文芸書
よこぜき  だい

たかしま   てつ  お

う  やま　けい すけ

さ　さ　き     こう

く   のう しき　なお

ほか

● おいもさん　〈絵本〉
● にっぽんのスズメバチ　〈小学校中級上級向〉

（よしむらめぐ・著）

（小野 正人・監修）

児童書・ヤングアダルト

お    の    まさ   と

ほか

みんなの工作教室
「クリスマスカードを作ろう！

飾ろう！送ろう！」

4
TOPICS

2日月／9日月16日月／23日月27日金月末／30日月

今月の 休 館 日

5月から令和9年1月まで、毎月お題をかえて実施
します。
募集期間■10月31日（土）～11月26日（木）

6
TOPICS

図書館大喜利大会『図書館ＩPPON!』
おお  ぎ    り いっぽん

【
11
月
の
お
題
】

『
本
が
好
き
す
ぎ
る

か
ぐ
や
姫
が
求
婚
者
に

求
め
る
宝
は

ど
ん
な
も
の
？

』

詳細は
こちら

大人の工作教室
『アロマオイルでクリームクレンザーと

シアバタークリームを作ろう！』

１
TOPICS

期間■11月20日（金）午前10時～11時30分
場所■図書館２階グループ学習室
対象■高校生以上
材料費■１人　500円
持ち物■エプロンまたは汚れてもよい服装
定員■10名
申込期間■11月3日（火・祝）～13日（金）
申込方法■図書館カウンター・ＷＥＢ
※定員を超えた場合は抽選となります。
※抽選結果は、メールなどで連絡します。

詳細は
こちら

日時■11月21日（土） 午前10時30分～11時30分
会場■図書館２階グループ学習室
対象■高校生以上
申込開始日■11月1日（日）
申込方法■ＷＥＢ
　　　　　図書館カウンター・電話
プログラム■森の花嫁・かにむかし
　　　　  　だんごどっこいしょ　　ほか

大人のためのおはなし会2
TOPICS

詳細は
こちら

日時■11月12日（木） 午前11時
場所■市民会館1階ロビー
対象■どなたでも
出演■尺八：三浦郎　箏：渡辺美代子
演目■壱越・天馬・絵夢・荒城の月・花かげ　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

♪ロビーコンサート 尺八・箏コンサート♪5
TOPICS

『環の国にて』の舞台や宇宙の広さをテーマにした
おはなし会と天体観察(月と土星)※雨天・曇天時
は室内で星空解説です。

宇宙のおはなしと天体観察会3
TOPICS

★ＳＦ小説『環(わ)の国にて』著者が贈ります★

日時■11月21日（土）　午後4時30分～6時
場所■市民会館　３階　会議室２
対象■小学生以上
講師■五十嵐 哲也（『環の国にて』著者）
申込■WEB・図書館カウンター・電話
　　　※応募多数の場合は抽選となります

詳細は
こちら

日時■11月29日（日）第1回：午前10時
　　　　　　　　　第2回：午後2時
場所■図書館2階グループ学習室
対象■どなたでも（未就学児は保護者同伴）
定員■各回15名程度（保護者含む）
　　　※定員を超えた場合は抽選です。
　　　※抽選結果はホームページに掲載します。
　　　　なお、当選者には連絡します。
申込期間■11月3日（火・祝）～17日(火)
申込方法■図書館カウンター・ＷＥＢ

詳細は
こちら

よ
び
そ
の
関
係
者

主
催
　
県
障
害
福
祉
課

申
込
方
法
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
電
話
（
電
話

番
号
０
３-

５
２
８
３-

５
７
７
１
）

山
梨
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL
https://w

w
w
.pref.yam

anashi.jp/sh
ogai-fks/m

oderu_setum
eikai.htm

l

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

■日 
11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時

 

■場 

Ｑ-
Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階

内
容
　
血
圧
、
酸
素
飽
和
度
、
骨
密
度
測

定
、Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、

座
談
会
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

　

催
し
物

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

　
団
員
に
つ
い
て
、入
団
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

 

■日 

11
月
11
日
㈬
　
午
後
８
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
中
学
生
と
保
護
者
の
方

活
動
内
容
　
基
礎
練
習
・
ポ
ー
ル
練
習
・

各
種
大
会
出
場

団
費
　
年
１
万
円

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
30
日
㈪

問
☎
０
９
０-

３
６
９
２-

８
６
６
７
渡
辺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
都
留
組
で
は
、
浄

土
宗
僧
侶
で
あ
り
、
日
本
や
米
国
な
ど
で

活
躍
す
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

そ
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
で
も
あ
る
西

村
宏
堂
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。寺
院
関
係
者
に
限
ら
ず
、一
般
の

方
も
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■日 

11
月
19
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時
40

分
　※

受
付
開
始
６
時
30
分

 

■場 

都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
正
々
堂
々
私
が
好
き
な
私
で
生

き
て
い
い
ん
だ

 

■定 

３
０
０
人

■￥ 

無
料

 

■対 

ど
な
た
で
も

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
川
茂   

☎
０
７
０-

３
５
３
１-

８
８
２
１

11
月
必
修
講
座

 

■日 

11
月
25
日
㈬  

午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
富
士
吉
田
１
万
年
の
ヒ
ス
ト
リ
ー

-

富
士
山
の
災
害
と
信
仰
が
育
ん
だ
人
々

の
暮
ら
し-

講
師
　
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
学
芸

員
　
篠
原
武

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
で
す
。市
民
大
学

生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

■日 

12
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

無
料

相
談
内
容
　
問
わ
ず(

１
人
30
分)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
当
日
案
内※

予

約
優
先
で
す
。

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

■日 

11
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

 

■場 

富
士
五
湖
消
防
本
部
敷
地
内
　※

駐

車
場
：
吉
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
　
水
消
火
器
体
験
、
迷
路
訓
練
施
設

体
験
、
心
肺
蘇
生
法
体
験
、レ
ス
キ
ュ
ー
体

験
、緊
急
車
両
展
示
、庁
舎
見
学
な
ど

問
富
士
五
湖
消
防
本
部
　
☎
（22）
４
４
２
８

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
〜
⑥：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　 

⑦：
明
見
湖
公
園

 

■定 

①
〜
⑥：
20
名
　
⑦：
15
名

 

■持 

①
〜
⑦：
飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
③
⑥
体

育
館
履
き
　
①
②
④
⑤
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
　

■￥ 

①
〜
⑥：
６
，０
０
０
円
　
⑦
５
０
０
円

 

■対 

①
〜
⑥：
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
必

ず
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
）　
⑦：

一
般

申
込
開
始
日
　
11
月
５
日
㈭
　
午
前
８
時

30
分

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９

時
15
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

 

■日 

12
月
10
日
〜
令
和
９
年
３
月
11
日
　※

毎
週
木
　
全
12
回
　
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

（
12
月
31
日
・
２
月
11
日
は
休
講
）

④
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

12
月
11
日
〜
３
月
５
日
　※

毎
週
金
　

全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
１
月
１
日
は
休
講
）

⑤
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

 

■日 

12
月
12
日
〜
３
月
６
日
　※

毎
週
土
　

全
12
回
　
午
前
10
時
〜
11
時

（
１
月
２
日
は
休
講
）

⑥
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

12
月
16
日
〜
３
月
10
日
　※

毎
週
水

　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
12
月
30
日
は
休
講
）

⑦
自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
教
室

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
　※

雨
天
中
止

 

■持 

履
き
な
れ
た
靴
・
動
き
や
す
い
服
装

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
回
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

 

■日 

11
月
17
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
㈬
　
午
後
６

時
15
分

21
日
・
28
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）
３
６
３
３

　
将
来
の
妊
娠
・
出
産
を
見
据
え
、
若
い

う
ち
か
ら
心
と
体
の
健
康
管
理
を
行
う

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」。自
分
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
プ
レ
コ
ン
健
診
」

が
、今
な
ら
お
得
に
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
だ

妊
娠
を
考
え
て
い
な
い
方
も
歓
迎
で
す
。

生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、
健
康
だ
け
で
な
く

肌
や
美
容
に
も
影
響
し
ま
す
。将
来
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
や
今
の
体
調
を
見
直
す
良
い

機
会
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■￥ 

３
，０
０
０
円

 

■対 

18
〜
39
歳
の
女
性

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー  

☎
内
線
５
９
２

　
子
ど
も
を
性
的
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た

め
に
は
、大
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、日

常
的
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
ど
も
に
ど
う
伝
え
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
方
、
ま
ず
は
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、受
講
中
、希
望
す
る
方

は
お
子
さ
ん
を
託
児
ス
タ
ッ
フ
が
お
預
か

り
し
ま
す
。

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時 ※

受

付
開
始
９
時
30
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
　
多
目
的

ホ
ー
ル

 

■対 

ど
な
た
で
も

講
師
　
都
留
市
立
病
院
　
看
護
師
長
／
助

産
師
　
海
野
聖
子
氏

申
込
締
切
日
　
11
月
20
日
㈮

費
用
・
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希
望

の
方
は
受
講
申
し
込
み
時
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
富
士
吉
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
８
０

　
市
立
病
院
で
は
、
令
和
９
年
３
月
か

ら
、重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
を

受
給
さ
れ
る
方
の
会
計
時
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
、
山
梨
県
が
実
施
す
る
医
療
費

の
窓
口
払
い
を
不
要
と
す
る
事
業
「
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
後
払
い
モ
デ
ル
事

業
」（
要
申
込
）
に
参
加
し
ま
す
。こ
の
モ

デ
ル
事
業
は
、
市
立
病
院
の
窓
口
に
お
け

る
外
来
医
療
費
の
一
時
的
な
支
払
い
を
せ

ず
に
受
診
で
き
る
新
た
な
仕
組
み
と
な

り
ま
す
。

　
本
モ
デ
ル
事
業
の
開
始
に
伴
い
、
事
業

説
明
会
・
申
込
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
や
制
度

を
利
用
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
（
要
事
前
申
込
）。事
業
内
容
お
よ

び
、説
明
会
・
申
込
会
の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
、ま
た
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。な
お
、説
明
会
の
申
し
込
み

は
、
電
話
で
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま

す
。

■日 

①
令
和
９
年
１
月
９
日
㈯
、②
14
日
㈭
、

　 

③
22
日
㈮
、④
24
日
㈰
　
午
後
２
時

 

■場 

①・④
　
市
民
会
館
　
３
階
会
議
室

　
②・③
　
市
立
病
院
　
２
階
講
堂

 

■対 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
金
を
受
給
さ
れ
る
方
お

　
市
で
は
、
日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な

高
齢
者
を
対
象
に
、
雪
か
き
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。必
要
な
方
は
、
期
限
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　
雪
か
き
は
、
積
雪
量
が
お
お
む
ね
20
㎝

を
超
え
た
場
合
に
、
道
路
に
面
し
た
出
入

口
部
分（
間
口
）か
ら
玄
関
先
ま
で
の
通
路

部
分（
敷
地
内
）の
み
を
手
作
業
で
行
い
ま

す
。な
お
、排
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。

利
用
料
金

①
30
分
ま
で…

５
０
０
円

②
30
分
を
越
え
て
１
時
間
ま
で…

７
５
０
円

※

以
降
30
分
を
越
え
る
ご
と
に
２
５
０
円

の
加
算

 

■対 

日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
の
方
で
身
体
的
状
況
に
よ
り
雪

か
き
が
困
難
な
方

※

市
内
に
親
族
が
在
住
の
方
は
、
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※

作
業
部
分
が
人
手
で
は
困
難
な
距
離
の

場
合
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈭

申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
３
８

　
す
こ
や
か（
社
協
）　 

　
☎
（21）
１
２
１
３

　
な
ご
や
か（
あ
る
っ
さ
）　
☎
（24）
７
０
８
８

　
ほ
が
ら
か（
芙
蓉
荘
）　 

☎
（24）
５
３
３
４

　
さ
わ
や
か（
市
立
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
（24）
７
７
７
２

　
は
れ
や
か（
慶
和
荘
）

　
　
　   

☎
０
８
０-

１
０
２
２-

１
７
６
６

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、本
市
の
給
食

に
安
心
安
全
で
良
質
な
地
元
の
お
米
を
安

定
的
に
供
給
し
、
本
市
の
地
産
地
消
の
推

進
を
図
る
た
め
、
令
和
９
年
度
に
特
別
栽

培
米
な
ど
を
生
産
・
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
農
家
の
方
を
募
集
し
ま
す
。な
お
、お
米

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
「
富
士

吉
田
市
学
校
給
食
用
特
別
栽
培
米
等
補
助

金
」を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
ず

は
、説
明
会
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

説
明
会

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
後
３
時
30
分

 

■場 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

募
集
要
件
　
①
ま
た
は
②
を
生
産
・
提

供
で
き
る
本
市
在
住
の
方
ま
た
は
事
業
者

①
特
別
栽
培
米（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
表
示
）

②
甲
斐
の
こ
だ
わ
り
環
境
農
産
物
認
証
取

得
米（
山
梨
県
認
証
）

※

①
は
化
学
肥
料
お
よ
び
化
学
農
薬
を
慣

行
栽
培
米
の
５
割
減
、②
は
３
割
減
と
す

る
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22） 

４
４
６
６

　　
英
単
語
を
い
く
つ
か
知
っ
て
い
て
も
、
会

話
を
す
る
自
信
が
な
い
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
英
語
で
も
っ
と
気
楽
に
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！
日
常
生
活
で
使
え
る
表
現
を
学
び
な

が
ら
、
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
！
初
心
者
向
け
の
講

座
で
す
が
、
授
業
は
英
語
で
進
め
ま
す
の

で
、
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
を
読
め
る
方
が
対
象

で
す
。

■日 

12
月
１
日
、８
日
、15
日
、22
日

　（
火
曜
日
・
４
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

市
役
所
２
階
　
東
庁
舎
会
議
室

 

■対 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生

以
下
不
可
）

レ
ベル
　
初
心
者
ク
ラ
ス（
ア
ル
フ
ァベッ
ト

が
読
め
る
こ
と
）

 

■定 

先
着
16
名

■￥ 

１
，０
０
０
円
／
全
４
回

　※

国
際
親
善
委
員
会
会
員
は
無
料

 

■持 

筆
記
用
具

講
師
　
バ
ス
コ
・
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
石
田（
市

国
際
交
流
員
）

申
込
開
始
日
　
11
月
９
日
㈪

申
込
み
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
（24）
１
２
３
６

　
弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
が
、
子
育
て
や

夫
婦
関
係
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に
無

料
で
お
答
え
し
ま
す
。

■日 

11
月
14
日
㈯

相
談
方
法
　
①
面
談
②
電
話
③
Ｚｏｏｍ

申
込
方
法
　
①
③：
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
　
②
申
込
不
要
（
午
後
４
時
ま
で

相
談
で
き
ま
す
）

申
込
締
切
日
　
①
③：
11
月
13
日
㈮
正
午

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
臨
時
休
館

　
収
蔵
資
料
の
害
虫
駆
除
・
防
カ
ビ
・
殺

菌
の
た
め
、燻
蒸
作
業
を
行
う
期
間
、臨
時

休
業
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
24
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈫

企
画
展「
旧
外
川
家
住
宅
絵
手
紙
展
」

　「
つ
づ
け
る
・
つ
た
え
る
・
つ
な
げ
る
」

を
合
言
葉
に
小
林
キ
ミ
子
さ
ん
と
仲
間
達

が
描
い
た
絵
手
紙
展
で
す
。な
お
、本
展
示

期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料
は
市

民
無
料
で
す
。

期
間
　
11
月
７
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮
　
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
４

時
30
分
）

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
、小
中
高
生
50
円

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
（24）
１
１
１
１

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
を
ベ
ー
ス
に
タ
ッ
ク

ル
な
ど
の
接
触
を
一
切
な
く
し
、ボ
ー
ル
を

持
っ
た
選
手
を
止
め
る
際
、
タ
ッ
ク
ル
の
代

わ
り
に
タ
グ
を
取
る
、
初
心
者
で
も
安
全

に
体
験
で
き
る
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

■日 

11
月
21
日
㈯  

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

 

■対 

小
学
校
１
〜
６
年
生

■￥ 

３
３
０
円

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24）
３
６
５
１

　
年
末
が
近
づ
く
と
、浄
化
槽
の
清
掃
や
汲

み
取
り
の
依
頼
が
集
中
し
ま
す
。事
業
者

も
年
内
の
対
応
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
、希

望
の
日
時
に
作
業
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。年
内
の
清
掃
・
汲
み
取
り
を
希

望
の
方
は
、
市
許
可
業
者
一
覧
を
確
認
し

て
、12
月
上
旬
を
目
安
に
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
許
可
業
者
一
覧

㈲
共
和
清
掃
社
　
☎
（22）
２
０
２
０

㈱
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ヤ
マ
モ
ト
　
☎
（22）
５
２
２
０

㈲
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
（24）
１
８
３
３

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
本
市
で
は
、
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
経
営
支
援
を
目
的
と
し
て
、
公
的
経

営
支
援
融
資
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に

利
子
補
給
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
融
資
　

①
富
士
吉
田
市
小
口
資
金
融
資

②
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
融
資

③
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資

（
マ
ル
経
）

④
信
用
保
証
協
会
創
業
応
援
保
証｢

エ
ー
ル｣

⑤
信
用
保
証
協
会
事
業
承
継
保
証
「
Ａ・

Ｂ・Ｃ
」を
利
用
し
た
融
資

助
成
対
象
　
令
和
８
年
１
月
１
日
㈭
〜
12

月
31
日
㈭
ま
で
の
期
間
に
支
払
っ
た
利
子

を
助
成
し
ま
す
。※

②
③
④
⑤
を
利
用
し

た
融
資
は
、限
度
額
50
万
円
で
す
。

申
請
締
切
日
　
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

対
象
条
件
　
・
約
定
利
子
を
支
払
う
べ
き

最
初
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
60
カ
月
以
内

で
あ
る
こ
と（
今
年
度
は
、
令
和
３
年
２
月

１
日
以
降
に
約
定
利
子
の
支
払
い
を
開
始

し
た
も
の
）

・
市
内
在
住
の
個
人
の
方
お
よ
び
市
税
を

完
納
し
て
い
る
方

・
市
内
事
業
者
お
よ
び
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

申
請
書
類

・
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書
・
元
利
償
還

証
明
書
・
市
税
完
納
証
明
書
・
振
込
先
口

座
通
帳
の
写
し

・
国
、
県
そ
の
他
市
区
町
村
か
ら
利
子
補

給
を
受
け
て
い
る
場
合
、
額
お
よ
び
期
間

を
証
明
で
き
る
書
類

※

繰
り
上
げ
償
還
な
ど
で
令
和
７
年
12
月

31
日
以
前
に
、
既
に
返
済
を
終
え
た
方
は

今
回
の
利
子
補
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２

　
11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
の
期
間
、『
火
の

確
認 

い
い
日
を
支
え
る 

い
い
習
慣
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。火
災
か
ら
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
に
、
家
の
周
り
の
燃

え
や
す
い
も
の
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
。お

休
み
前
に
も
う
一
度
火
の
元
を
よ
く
確
認

し
、
火
災
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

期
間
中
は
午
後
９
時
に
防
災
無
線
か
ら
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
２

　
電
源
の
入
れ
方
や
写
真
の
撮
り
方
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
基
本
の
使
い
方
ま
で
、
プ
ロ
が
イ
チ

か
ら
丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。

 

■日 

12
月
８
日
㈫
ま
た
は
令
和
９
年
１
月
22

日
㈮
か
ら
選
択

①
午
前
の
部
：
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

内
容

①
基
礎
編
：
ス
マ
ホ
の
基
本
を
確
認
し
よ
う

ス
マ
ホ
の
種
類
、各
種
操
作
、使
い
方
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
応
用
編
：
ス
マ
ホ
を
便
利
に
使
う
に
は

便
利
な
機
能
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

■場 

市
民
会
館
３
階

 

■定 

各
回
15
名

申
込
開
始
日
時
　
11
月
４
日
㈬ 

８
時
30
分

 

■持 

自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォン

申
込
方
法
　
電
話

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
１

　
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
や
講
習
会
未
受

講
の
協
力
会
員
な
ど
を
対
象
に
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
受
講

く
だ
さ
い
。ま
た
、同
セ
ン
タ
ー
で
は
、お
子

さ
ん
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
に
協
力
い
た

だ
け
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、
本
講

習
会
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

■日 

12
月
12
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
　※

受
付
開
始
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
　
会
議
室

参
加
費
、
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希

望
は
受
講
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
（22）
０
０
３
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

11
月
14
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
13
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
様
式
変
更

　
国
の
標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム

へ
の
変
更
に
伴
い
、住
民
票
の
写
し
を
は
じ

め
と
す
る
帳
票
・
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。住
民
票
の
写
し
は
、
様
式
変
更
に
伴
い

市
外
か
ら
の
転
入
前
の
住
所
は
表
示
さ
れ

ま
す
が
、
本
市
内
で
の
転
居
前
の
住
所
は

表
示
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。転
居
前
の

住
所
が
必
要
な
方
は
市
民
課
窓
口
に
て
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。※

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
で
は
市
内
転
居
前
住
所
の
表
示
選
択

は
で
き
ま
せ
ん
。登
記
や
車
の
名
義
変
更

な
ど
で
転
居
前
の
住
所
の
表
示
が
必
要
な

時
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
」を
合
言
葉
に
、
地
域
の
子
ど
も
・
若
者

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
・
若
者
の
方
：
自
分
を
大
切
に
し
、

相
手
の
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

保
護
者
の
方
：
わ
が
家
を
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
る
居
場
所
に
し
ま
し
ょ
う

学
校
関
係
の
方：子
ど
も
・若
者
が
活
躍
し
、

個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
場
に
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
方
：
子
ど
も
・
若
者
は
地
域
の
宝
、

未
来
へ
の
希
望
で
す
。ど
の
子
も
全
力
で
応

援
し
ま
し
ょ
う

企
業
の
方
：
仕
事
の
面
白
さ
を
伝
え
る
と

と
も
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

し
ま
し
ょ
う

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
日
没
が
早
ま
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
や

早
朝
、
悪
天
候
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

重
大
事
故
が
急
増
し
ま
す
。「
自
分
は
車

に
気
づ
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う

過
信
は
禁
物
で
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は

歩
行
者
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

歩
行
者
の
方
：
外
出
時
は
、
車
の
ラ
イ
ト

が
当
た
り
や
す
い
靴
や
カ
バ
ン
に
反
射
材

を
つ
け「
気
づ
い
て
も
ら
う
」工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
の
方
：
夜
間
の
テ
ー
ル
ラ
イ
ト
ま

た
は
反
射
材
の
装
着
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
：
夕
暮
れ
時
だ
け
で
な

く
、
早
朝
や
悪
天
候
時
も
意
識
し
て
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

（
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
）

◆
６
日
㈮
南
都
留
地
域
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
午
後
１
時
30
分

　《
問
》南
都
留
地
域
教
育
推
進
連
絡
協
議
会

　
☎
（23）
６
１
５
１ 

無
料

◆
21
日
㈯
第
７
回
い
き
が
い
親
睦
研
修  

午
後
１
時

　《
問
》富
士
吉
田
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
☎
（23）
６
２
３
０
　
無
料

◆
23
日
㈪・㈷
第
12
回
Ｎ
Ｅ
Ｘ
エ
レ
キ
大
正
琴
研
究

　
会「
だ
ん
だ
ん
の
会
」発
表
会
　
午
後
１
時

　《
問
》エ
レ
キ
大
正
琴「
だ
ん
だ
ん
の
会
」

　
☎
（23）
９
３
５
５
　
無
料

◆
29
日
㈰
コ
ー
ロ
河
口
湖
創
立
35
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

　
ト
　
午
後
２
時
30
分

　《
問
》コ
ー
ロ
河
口
湖
　
☎
（22）
３
５
７
９
　
無
料

市
民
会
館
３
階
小
ホ
ー
ル

◆
22
日
㈰
第
30
回
山
梨
県
聴
覚
障
害
者
大
会

　
正
午

　《
問
》山
梨
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
☎
０
５
５-

２
６
９-

６
６
９
４
　
有
料

◆
25
日
㈬
富
士
の
里
市
民
大
学
　
午
後
１
時
30
分

　《
問
》生
涯
学
習
課
　
☎
５
２
３
　
無
料

◆
28
日
㈯
第
31
回
　
舞
の
会
　
午
後
２
時

　《
問
》富
士
五
湖
舞
踊
友
の
会

　
☎
（72）
１
８
０
９
　
無
料

※
催
し
物
は
主
催
者
の
都
合
に
よ
り
、掲
載
し
な
い

　
場
合
や
内
容
が
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

11
月
休
館
日

４
日
㈬
・
９
日
㈪
・
16
日
㈪
・

24
日
㈫
・
30
日
㈪

ふ
じ
の
ま
ち
の

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

後
払
い
モ
デ
ル
事
業

説
明
会
開
催

ホームページはこちら

　
最
近
、生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
相
談
回
数
が
、人
へ

の
そ
れ
を
追
い
越
し
そ
う
で
す
。私
は
も
っ
ぱ

ら「
チ
ャ
ッ
ピ
ー
」派
。仕
事
で
は
広
報
誌
の
文

字
量
調
整
や
シ
ス
テ
ム
の
障
害
調
査
、私
生

活
で
は
調
べ
も
の
や
語
学
学
習
な
ど
、何
か

と
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。一
方
、
妻
は

「Claude

（
ク
ロ
ー
ド
）」の
手
練
れ
。仕
事
で

は
す
っ
か
り
相
棒
に
し
て
お
り
、そ
の
姿
が
何

と
も
う
ら
や
ま
し
い
。負
け
じ
と
私
も
勉
強

中
で
す
が
、ま
だ
ま
だ
修
業
が
必
要
そ
う
で

す
。生
成
Ａ
Ｉ
を
う
ま
く
活
用
し
て
仕
事
の

効
率
を
上
げ
、生
ま
れ
た
時
間
を
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。（
わ
）

六
根
清
浄
（
編
集
後
記
）

人口と世帯
（令和８年 10月１日現在）

富士吉田市住民基本台帳登録人口・世帯数
カッコ内は前月比

人　口　45,630 人　   （12）
　男　　22,364 人　   （△12）
　女　　23,266 人　   （24）
世帯数　21,172 世帯   （37）
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ト
ピ
ッ
ク
ス

今
月
の
新
着
図
書

市立図書館
☎22-0706      24-4831
     https://flib.fujinet.ed.jp/

FAX

HP

暮らしの中に図書館を

新着資料は入荷の都合により貸出が遅れることがあります

● 黒鳥
● 首都圏炎上
● ママはもういないんだ
● 独眼竜、翔ける
● 名探偵の君へ

（横関 大・著）
（高嶋 哲夫・著）
（宇山 佳祐・著）
（佐々木 功・著）
（久能式 尚・著）

文芸書
よこぜき  だい

たかしま   てつ  お

う  やま　けい すけ

さ　さ　き     こう

く   のう しき　なお

ほか

● おいもさん　〈絵本〉
● にっぽんのスズメバチ　〈小学校中級上級向〉

（よしむらめぐ・著）

（小野 正人・監修）

児童書・ヤングアダルト

お    の    まさ   と

ほか

みんなの工作教室
「クリスマスカードを作ろう！

飾ろう！送ろう！」

4
TOPICS

2日月／9日月16日月／23日月27日金月末／30日月

今月の 休 館 日

5月から令和9年1月まで、毎月お題をかえて実施
します。
募集期間■10月31日（土）～11月26日（木）

6
TOPICS

図書館大喜利大会『図書館ＩPPON!』
おお  ぎ    り いっぽん

【
11
月
の
お
題
】

『
本
が
好
き
す
ぎ
る

か
ぐ
や
姫
が
求
婚
者
に

求
め
る
宝
は

ど
ん
な
も
の
？

』

詳細は
こちら

大人の工作教室
『アロマオイルでクリームクレンザーと

シアバタークリームを作ろう！』

１
TOPICS

期間■11月20日（金）午前10時～11時30分
場所■図書館２階グループ学習室
対象■高校生以上
材料費■１人　500円
持ち物■エプロンまたは汚れてもよい服装
定員■10名
申込期間■11月3日（火・祝）～13日（金）
申込方法■図書館カウンター・ＷＥＢ
※定員を超えた場合は抽選となります。
※抽選結果は、メールなどで連絡します。

詳細は
こちら

日時■11月21日（土） 午前10時30分～11時30分
会場■図書館２階グループ学習室
対象■高校生以上
申込開始日■11月1日（日）
申込方法■ＷＥＢ
　　　　　図書館カウンター・電話
プログラム■森の花嫁・かにむかし
　　　　  　だんごどっこいしょ　　ほか

大人のためのおはなし会2
TOPICS

詳細は
こちら

日時■11月12日（木） 午前11時
場所■市民会館1階ロビー
対象■どなたでも
出演■尺八：三浦司郎　箏：渡辺美代子
演目■壱越・天馬・絵夢・荒城の月・花かげ　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

♪ロビーコンサート 尺八・箏コンサート♪5
TOPICS

『環の国にて』の舞台や宇宙の広さをテーマにした
おはなし会と天体観察(月と土星)※雨天・曇天時
は室内で星空解説です。

宇宙のおはなしと天体観察会3
TOPICS

★ＳＦ小説『環(わ)の国にて』著者が贈ります★

日時■11月21日（土）　午後4時30分～6時
場所■市民会館　３階　会議室２
対象■小学生以上
講師■五十嵐 哲也（『環の国にて』著者）
申込■WEB・図書館カウンター・電話
　　　※応募多数の場合は抽選となります

詳細は
こちら

日時■11月29日（日）第1回：午前10時
　　　　　　　　　第2回：午後2時
場所■図書館2階グループ学習室
対象■どなたでも（未就学児は保護者同伴）
定員■各回15名程度（保護者含む）
　　　※定員を超えた場合は抽選です。
　　　※抽選結果はホームページに掲載します。
　　　　なお、当選者には連絡します。
申込期間■11月3日（火・祝）～17日(火)
申込方法■図書館カウンター・ＷＥＢ

詳細は
こちら

よ
び
そ
の
関
係
者

主
催
　
県
障
害
福
祉
課

申
込
方
法
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
電
話
（
電
話

番
号
０
３-

５
２
８
３-

５
７
７
１
）

山
梨
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL
https://w

w
w
.pref.yam

anashi.jp/sh
ogai-fks/m

oderu_setum
eikai.htm

l

問
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
０

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階

内
容
　
血
圧
、
酸
素
飽
和
度
、
骨
密
度
測

定
、Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、

座
談
会
な
ど

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24）
８
７
５
６

　

催
し
物

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

　
団
員
に
つ
い
て
、入
団
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

 

■日 

11
月
11
日
㈬
　
午
後
８
時

 

■場 

上
吉
田
コ
ミ
セ
ン

 

■対 

小
中
学
生
と
保
護
者
の
方

活
動
内
容
　
基
礎
練
習
・
ポ
ー
ル
練
習
・

各
種
大
会
出
場

団
費
　
年
１
万
円

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
30
日
㈪

問
☎
０
９
０-

３
６
９
２-

８
６
６
７
渡
辺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
都
留
組
で
は
、
浄

土
宗
僧
侶
で
あ
り
、
日
本
や
米
国
な
ど
で

活
躍
す
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

そ
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
で
も
あ
る
西

村
宏
堂
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。寺
院
関
係
者
に
限
ら
ず
、一
般
の

方
も
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■日 

11
月
19
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
８
時
40

分
　※

受
付
開
始
６
時
30
分

 

■場 

都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
正
々
堂
々
私
が
好
き
な
私
で
生

き
て
い
い
ん
だ

 

■定 

３
０
０
人

■￥ 

無
料

 

■対 

ど
な
た
で
も

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
川
茂   

☎
０
７
０-

３
５
３
１-

８
８
２
１

11
月
必
修
講
座

 

■日 

11
月
25
日
㈬  

午
後
１
時
30
分

 

■場 

市
民
会
館
３
階
　
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
富
士
吉
田
１
万
年
の
ヒ
ス
ト
リ
ー

-

富
士
山
の
災
害
と
信
仰
が
育
ん
だ
人
々

の
暮
ら
し-

講
師
　
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
学
芸

員
　
篠
原
武

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要
で
す
。市
民
大
学

生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課 

☎
内
線
５
２
３

■日 

12
月
５
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
４
時

 

■場 

市
民
会
館

 

■対 

ど
な
た
で
も

■￥ 

無
料

相
談
内
容
　
問
わ
ず(

１
人
30
分)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
当
日
案
内※

予

約
優
先
で
す
。

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

■日 

11
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

 

■場 

富
士
五
湖
消
防
本
部
敷
地
内
　※

駐

車
場
：
吉
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
　
水
消
火
器
体
験
、
迷
路
訓
練
施
設

体
験
、
心
肺
蘇
生
法
体
験
、レ
ス
キ
ュ
ー
体

験
、緊
急
車
両
展
示
、庁
舎
見
学
な
ど

問
富
士
五
湖
消
防
本
部
　
☎
（22）
４
４
２
８

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
〜
⑥：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　 

⑦：
明
見
湖
公
園

 

■定 

①
〜
⑥：
20
名
　
⑦：
15
名

 

■持 

①
〜
⑦：
飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
③
⑥
体

育
館
履
き
　
①
②
④
⑤
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
　

■￥ 

①
〜
⑥：
６
，０
０
０
円
　
⑦
５
０
０
円

 

■対 

①
〜
⑥：
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
必

ず
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
）　
⑦：

一
般

申
込
開
始
日
　
11
月
５
日
㈭
　
午
前
８
時

30
分

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９

時
15
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

 

■日 

12
月
８
日
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
　※

毎
週
火
　
全
12
回
　
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

（
12
月
29
日
・
１
月
５
日
・
２
月
23
日
は

休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

 

■日 

12
月
10
日
〜
令
和
９
年
３
月
11
日
　※

毎
週
木
　
全
12
回
　
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

（
12
月
31
日
・
２
月
11
日
は
休
講
）

④
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

12
月
11
日
〜
３
月
５
日
　※

毎
週
金
　

全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
１
月
１
日
は
休
講
）

⑤
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

 

■日 

12
月
12
日
〜
３
月
６
日
　※

毎
週
土
　

全
12
回
　
午
前
10
時
〜
11
時

（
１
月
２
日
は
休
講
）

⑥
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

12
月
16
日
〜
３
月
10
日
　※

毎
週
水

　
全
12
回
　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

（
12
月
30
日
は
休
講
）

⑦
自
然
を
歩
こ
う
！
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
教
室

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分
　※

雨
天
中
止

 

■持 

履
き
な
れ
た
靴
・
動
き
や
す
い
服
装

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
回
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

 

■日 

11
月
17
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
㈬
　
午
後
６

時
15
分

21
日
・
28
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24）
３
６
３
３

　
将
来
の
妊
娠
・
出
産
を
見
据
え
、
若
い

う
ち
か
ら
心
と
体
の
健
康
管
理
を
行
う

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」。自
分
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
プ
レ
コ
ン
健
診
」

が
、今
な
ら
お
得
に
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
だ

妊
娠
を
考
え
て
い
な
い
方
も
歓
迎
で
す
。

生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、
健
康
だ
け
で
な
く

肌
や
美
容
に
も
影
響
し
ま
す
。将
来
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
や
今
の
体
調
を
見
直
す
良
い

機
会
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■￥ 

３
，０
０
０
円

 

■対 

18
〜
39
歳
の
女
性

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー  

☎
内
線
５
９
２

　
子
ど
も
を
性
的
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た

め
に
は
、大
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、日

常
的
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
ど
も
に
ど
う
伝
え
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
方
、
ま
ず
は
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、受
講
中
、希
望
す
る
方

は
お
子
さ
ん
を
託
児
ス
タ
ッ
フ
が
お
預
か

り
し
ま
す
。

■日 

11
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時 ※

受

付
開
始
９
時
30
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
　
多
目
的

ホ
ー
ル

 

■対 

ど
な
た
で
も

講
師
　
都
留
市
立
病
院
　
看
護
師
長
／
助

産
師
　
海
野
聖
子
氏

申
込
締
切
日
　
11
月
20
日
㈮

費
用
・
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希
望

の
方
は
受
講
申
し
込
み
時
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
富
士
吉
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
８
０

　
市
立
病
院
で
は
、
令
和
９
年
３
月
か

ら
、重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
を

受
給
さ
れ
る
方
の
会
計
時
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
、
山
梨
県
が
実
施
す
る
医
療
費

の
窓
口
払
い
を
不
要
と
す
る
事
業
「
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
後
払
い
モ
デ
ル
事

業
」（
要
申
込
）
に
参
加
し
ま
す
。こ
の
モ

デ
ル
事
業
は
、
市
立
病
院
の
窓
口
に
お
け

る
外
来
医
療
費
の
一
時
的
な
支
払
い
を
せ

ず
に
受
診
で
き
る
新
た
な
仕
組
み
と
な

り
ま
す
。

　
本
モ
デ
ル
事
業
の
開
始
に
伴
い
、
事
業

説
明
会
・
申
込
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
や
制
度

を
利
用
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
（
要
事
前
申
込
）。事
業
内
容
お
よ

び
、説
明
会
・
申
込
会
の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
、ま
た
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。な
お
、説
明
会
の
申
し
込
み

は
、
電
話
で
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま

す
。

■日 

①
令
和
９
年
１
月
９
日
㈯
、②
14
日
㈭
、

　 

③
22
日
㈮
、④
24
日
㈰
　
午
後
２
時

 

■場 

①・④
　
市
民
会
館
　
３
階
会
議
室

　
②・③
　
市
立
病
院
　
２
階
講
堂

 

■対 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
金
を
受
給
さ
れ
る
方
お

　
市
で
は
、
日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な

高
齢
者
を
対
象
に
、
雪
か
き
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。必
要
な
方
は
、
期
限
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　
雪
か
き
は
、
積
雪
量
が
お
お
む
ね
20
㎝

を
超
え
た
場
合
に
、
道
路
に
面
し
た
出
入

口
部
分（
間
口
）か
ら
玄
関
先
ま
で
の
通
路

部
分（
敷
地
内
）の
み
を
手
作
業
で
行
い
ま

す
。な
お
、排
雪
は
行
い
ま
せ
ん
。

利
用
料
金

①
30
分
ま
で…

５
０
０
円

②
30
分
を
越
え
て
１
時
間
ま
で…

７
５
０
円

※

以
降
30
分
を
越
え
る
ご
と
に
２
５
０
円

の
加
算

 

■対 

日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
の
方
で
身
体
的
状
況
に
よ
り
雪

か
き
が
困
難
な
方

※

市
内
に
親
族
が
在
住
の
方
は
、
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※

作
業
部
分
が
人
手
で
は
困
難
な
距
離
の

場
合
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈭

申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

問
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
４
３
８

　
す
こ
や
か（
社
協
）　 

　
☎
（21）
１
２
１
３

　
な
ご
や
か（
あ
る
っ
さ
）　
☎
（24）
７
０
８
８

　
ほ
が
ら
か（
芙
蓉
荘
）　 

☎
（24）
５
３
３
４

　
さ
わ
や
か（
市
立
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
（24）
７
７
７
２

　
は
れ
や
か（
慶
和
荘
）

　
　
　   

☎
０
８
０-

１
０
２
２-

１
７
６
６

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、本
市
の
給
食

に
安
心
安
全
で
良
質
な
地
元
の
お
米
を
安

定
的
に
供
給
し
、
本
市
の
地
産
地
消
の
推

進
を
図
る
た
め
、
令
和
９
年
度
に
特
別
栽

培
米
な
ど
を
生
産
・
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
農
家
の
方
を
募
集
し
ま
す
。な
お
、お
米

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
「
富
士

吉
田
市
学
校
給
食
用
特
別
栽
培
米
等
補
助

金
」を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
ず

は
、説
明
会
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

説
明
会

 

■日 

11
月
18
日
㈬
　
午
後
３
時
30
分

 

■場 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

募
集
要
件
　
①
ま
た
は
②
を
生
産
・
提

供
で
き
る
本
市
在
住
の
方
ま
た
は
事
業
者

①
特
別
栽
培
米（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
表
示
）

②
甲
斐
の
こ
だ
わ
り
環
境
農
産
物
認
証
取

得
米（
山
梨
県
認
証
）

※

①
は
化
学
肥
料
お
よ
び
化
学
農
薬
を
慣

行
栽
培
米
の
５
割
減
、②
は
３
割
減
と
す

る
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22） 

４
４
６
６

　　
英
単
語
を
い
く
つ
か
知
っ
て
い
て
も
、
会

話
を
す
る
自
信
が
な
い
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
英
語
で
も
っ
と
気
楽
に
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！
日
常
生
活
で
使
え
る
表
現
を
学
び
な

が
ら
、
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
！
初
心
者
向
け
の
講

座
で
す
が
、
授
業
は
英
語
で
進
め
ま
す
の

で
、
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
を
読
め
る
方
が
対
象

で
す
。

■日 

12
月
１
日
、８
日
、15
日
、22
日

　（
火
曜
日
・
４
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

■場 

市
役
所
２
階
　
東
庁
舎
会
議
室

 

■対 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生

以
下
不
可
）

レ
ベル
　
初
心
者
ク
ラ
ス（
ア
ル
フ
ァベッ
ト

が
読
め
る
こ
と
）

 

■定 

先
着
16
名

■￥ 

１
，０
０
０
円
／
全
４
回

　※

国
際
親
善
委
員
会
会
員
は
無
料

 

■持 

筆
記
用
具

講
師
　
バ
ス
コ
・
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
石
田（
市

国
際
交
流
員
）

申
込
開
始
日
　
11
月
９
日
㈪

申
込
み
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
市
民
協
働
推
進
課
　
☎
（24）
１
２
３
６

　
弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
が
、
子
育
て
や

夫
婦
関
係
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に
無

料
で
お
答
え
し
ま
す
。

■日 

11
月
14
日
㈯

相
談
方
法
　
①
面
談
②
電
話
③
Ｚｏｏｍ

申
込
方
法
　
①
③：
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
　
②
申
込
不
要
（
午
後
４
時
ま
で

相
談
で
き
ま
す
）

申
込
締
切
日
　
①
③：
11
月
13
日
㈮
正
午

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５-

２
３
５-

７
２
０
２

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
臨
時
休
館

　
収
蔵
資
料
の
害
虫
駆
除
・
防
カ
ビ
・
殺

菌
の
た
め
、燻
蒸
作
業
を
行
う
期
間
、臨
時

休
業
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
24
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈫

企
画
展「
旧
外
川
家
住
宅
絵
手
紙
展
」

　「
つ
づ
け
る
・
つ
た
え
る
・
つ
な
げ
る
」

を
合
言
葉
に
小
林
キ
ミ
子
さ
ん
と
仲
間
達

が
描
い
た
絵
手
紙
展
で
す
。な
お
、本
展
示

期
間
中
、
旧
外
川
家
住
宅
の
入
館
料
は
市

民
無
料
で
す
。

期
間
　
11
月
７
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈮
　
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
４

時
30
分
）

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

大
人
１
０
０
円
、小
中
高
生
50
円

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
（24）
１
１
１
１

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
を
ベ
ー
ス
に
タ
ッ
ク

ル
な
ど
の
接
触
を
一
切
な
く
し
、ボ
ー
ル
を

持
っ
た
選
手
を
止
め
る
際
、
タ
ッ
ク
ル
の
代

わ
り
に
タ
グ
を
取
る
、
初
心
者
で
も
安
全

に
体
験
で
き
る
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

■日 

11
月
21
日
㈯  

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

 

■対 

小
学
校
１
〜
６
年
生

■￥ 

３
３
０
円

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24）
３
６
５
１

　
年
末
が
近
づ
く
と
、浄
化
槽
の
清
掃
や
汲

み
取
り
の
依
頼
が
集
中
し
ま
す
。事
業
者

も
年
内
の
対
応
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
、希

望
の
日
時
に
作
業
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。年
内
の
清
掃
・
汲
み
取
り
を
希

望
の
方
は
、
市
許
可
業
者
一
覧
を
確
認
し

て
、12
月
上
旬
を
目
安
に
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
許
可
業
者
一
覧

㈲
共
和
清
掃
社
　
☎
（22）
２
０
２
０

㈱
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ヤ
マ
モ
ト
　
☎
（22）
５
２
２
０

㈲
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
（24）
１
８
３
３

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
本
市
で
は
、
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
経
営
支
援
を
目
的
と
し
て
、
公
的
経

営
支
援
融
資
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に

利
子
補
給
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
融
資
　

①
富
士
吉
田
市
小
口
資
金
融
資

②
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
融
資

③
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資

（
マ
ル
経
）

④
信
用
保
証
協
会
創
業
応
援
保
証｢

エ
ー
ル｣

⑤
信
用
保
証
協
会
事
業
承
継
保
証
「
Ａ・

Ｂ・Ｃ
」を
利
用
し
た
融
資

助
成
対
象
　
令
和
８
年
１
月
１
日
㈭
〜
12

月
31
日
㈭
ま
で
の
期
間
に
支
払
っ
た
利
子

を
助
成
し
ま
す
。※

②
③
④
⑤
を
利
用
し

た
融
資
は
、限
度
額
50
万
円
で
す
。

申
請
締
切
日
　
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

対
象
条
件
　
・
約
定
利
子
を
支
払
う
べ
き

最
初
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
60
カ
月
以
内

で
あ
る
こ
と（
今
年
度
は
、
令
和
３
年
２
月

１
日
以
降
に
約
定
利
子
の
支
払
い
を
開
始

し
た
も
の
）

・
市
内
在
住
の
個
人
の
方
お
よ
び
市
税
を

完
納
し
て
い
る
方

・
市
内
事
業
者
お
よ
び
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

申
請
書
類

・
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書
・
元
利
償
還

証
明
書
・
市
税
完
納
証
明
書
・
振
込
先
口

座
通
帳
の
写
し

・
国
、
県
そ
の
他
市
区
町
村
か
ら
利
子
補

給
を
受
け
て
い
る
場
合
、
額
お
よ
び
期
間

を
証
明
で
き
る
書
類

※

繰
り
上
げ
償
還
な
ど
で
令
和
７
年
12
月

31
日
以
前
に
、
既
に
返
済
を
終
え
た
方
は

今
回
の
利
子
補
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
２

　
11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
の
期
間
、『
火
の

確
認 

い
い
日
を
支
え
る 

い
い
習
慣
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。火
災
か
ら
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
に
、
家
の
周
り
の
燃

え
や
す
い
も
の
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
。お

休
み
前
に
も
う
一
度
火
の
元
を
よ
く
確
認

し
、
火
災
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

期
間
中
は
午
後
９
時
に
防
災
無
線
か
ら
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
２

　
電
源
の
入
れ
方
や
写
真
の
撮
り
方
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
基
本
の
使
い
方
ま
で
、
プ
ロ
が
イ
チ

か
ら
丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。

 

■日 

12
月
８
日
㈫
ま
た
は
令
和
９
年
１
月
22

日
㈮
か
ら
選
択

①
午
前
の
部
：
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

内
容

①
基
礎
編
：
ス
マ
ホ
の
基
本
を
確
認
し
よ
う

ス
マ
ホ
の
種
類
、各
種
操
作
、使
い
方
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
応
用
編
：
ス
マ
ホ
を
便
利
に
使
う
に
は

便
利
な
機
能
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

■場 

市
民
会
館
３
階

 

■定 

各
回
15
名

申
込
開
始
日
時
　
11
月
４
日
㈬ 

８
時
30
分

 

■持 

自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォン

申
込
方
法
　
電
話

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
１

　
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
や
講
習
会
未
受

講
の
協
力
会
員
な
ど
を
対
象
に
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
受
講

く
だ
さ
い
。ま
た
、同
セ
ン
タ
ー
で
は
、お
子

さ
ん
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
に
協
力
い
た

だ
け
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、
本
講

習
会
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

■日 

12
月
12
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
　※

受
付
開
始
：
８
時
45
分

 

■場 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
　
会
議
室

参
加
費
、
託
児
料
　
無
料
　※

託
児
の
希

望
は
受
講
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
　
電
話
、来
所
、申
込
フ
ォ
ー
ム

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
内
線
５
８
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い
ま

す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の
数
え

方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニュ
ア
ル
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
（22）
０
０
３
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

11
月
14
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
11
月
13
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や
日

程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
様
式
変
更

　
国
の
標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム

へ
の
変
更
に
伴
い
、住
民
票
の
写
し
を
は
じ

め
と
す
る
帳
票
・
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。住
民
票
の
写
し
は
、
様
式
変
更
に
伴
い

市
外
か
ら
の
転
入
前
の
住
所
は
表
示
さ
れ

ま
す
が
、
本
市
内
で
の
転
居
前
の
住
所
は

表
示
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。転
居
前
の

住
所
が
必
要
な
方
は
市
民
課
窓
口
に
て
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。※

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
で
は
市
内
転
居
前
住
所
の
表
示
選
択

は
で
き
ま
せ
ん
。登
記
や
車
の
名
義
変
更

な
ど
で
転
居
前
の
住
所
の
表
示
が
必
要
な

時
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
」を
合
言
葉
に
、
地
域
の
子
ど
も
・
若
者

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
・
若
者
の
方
：
自
分
を
大
切
に
し
、

相
手
の
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

保
護
者
の
方
：
わ
が
家
を
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
る
居
場
所
に
し
ま
し
ょ
う

学
校
関
係
の
方：子
ど
も
・若
者
が
活
躍
し
、

個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
場
に
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
方
：
子
ど
も
・
若
者
は
地
域
の
宝
、

未
来
へ
の
希
望
で
す
。ど
の
子
も
全
力
で
応

援
し
ま
し
ょ
う

企
業
の
方
：
仕
事
の
面
白
さ
を
伝
え
る
と

と
も
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

し
ま
し
ょ
う

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
日
没
が
早
ま
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
や

早
朝
、
悪
天
候
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

重
大
事
故
が
急
増
し
ま
す
。「
自
分
は
車

に
気
づ
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う

過
信
は
禁
物
で
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は

歩
行
者
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

歩
行
者
の
方
：
外
出
時
は
、
車
の
ラ
イ
ト

が
当
た
り
や
す
い
靴
や
カ
バ
ン
に
反
射
材

を
つ
け「
気
づ
い
て
も
ら
う
」工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
の
方
：
夜
間
の
テ
ー
ル
ラ
イ
ト
ま

た
は
反
射
材
の
装
着
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
：
夕
暮
れ
時
だ
け
で
な

く
、
早
朝
や
悪
天
候
時
も
意
識
し
て
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

（
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
）

◆
６
日
㈮
南
都
留
地
域
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
午
後
１
時
30
分

　《
問
》南
都
留
地
域
教
育
推
進
連
絡
協
議
会

　
☎
（23）
６
１
５
１ 

無
料

◆
21
日
㈯
第
７
回
い
き
が
い
親
睦
研
修  

午
後
１
時

　《
問
》富
士
吉
田
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
☎
（23）
６
２
３
０
　
無
料

◆
23
日
㈪・㈷
第
12
回
Ｎ
Ｅ
Ｘ
エ
レ
キ
大
正
琴
研
究

　
会「
だ
ん
だ
ん
の
会
」発
表
会
　
午
後
１
時

　《
問
》エ
レ
キ
大
正
琴「
だ
ん
だ
ん
の
会
」

　
☎
（23）
９
３
５
５
　
無
料

◆
29
日
㈰
コ
ー
ロ
河
口
湖
創
立
35
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

　
ト
　
午
後
２
時
30
分

　《
問
》コ
ー
ロ
河
口
湖
　
☎
（22）
３
５
７
９
　
無
料

市
民
会
館
３
階
小
ホ
ー
ル

◆
22
日
㈰
第
30
回
山
梨
県
聴
覚
障
害
者
大
会

　
正
午

　《
問
》山
梨
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
☎
０
５
５-

２
６
９-

６
６
９
４
　
有
料

◆
25
日
㈬
富
士
の
里
市
民
大
学
　
午
後
１
時
30
分

　《
問
》生
涯
学
習
課
　
☎
５
２
３
　
無
料

◆
28
日
㈯
第
31
回
　
舞
の
会
　
午
後
２
時

　《
問
》富
士
五
湖
舞
踊
友
の
会

　
☎
（72）
１
８
０
９
　
無
料

※

催
し
物
は
主
催
者
の
都
合
に
よ
り
、掲
載
し
な
い

　
場
合
や
内
容
が
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

11
月
休
館
日

４
日
㈬
・
９
日
㈪
・
16
日
㈪
・

24
日
㈫
・
30
日
㈪

ふ
じ
の
ま
ち
の

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

後
払
い
モ
デ
ル
事
業

説
明
会
開
催

ホームページはこちら

　
最
近
、生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
相
談
回
数
が
、人
へ

の
そ
れ
を
追
い
越
し
そ
う
で
す
。私
は
も
っ
ぱ

ら「
チ
ャ
ッ
ピ
ー
」派
。仕
事
で
は
広
報
誌
の
文

字
量
調
整
や
シ
ス
テ
ム
の
障
害
調
査
、私
生

活
で
は
調
べ
も
の
や
語
学
学
習
な
ど
、何
か

と
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。一
方
、
妻
は

「Claude

（
ク
ロ
ー
ド
）」の
手
練
れ
。仕
事
で

は
す
っ
か
り
相
棒
に
し
て
お
り
、そ
の
姿
が
何

と
も
う
ら
や
ま
し
い
。負
け
じ
と
私
も
勉
強

中
で
す
が
、ま
だ
ま
だ
修
業
が
必
要
そ
う
で

す
。生
成
Ａ
Ｉ
を
う
ま
く
活
用
し
て
仕
事
の

効
率
を
上
げ
、生
ま
れ
た
時
間
を
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。（
わ
）

六
根
清
浄
（
編
集
後
記
）

人口と世帯
（令和８年 10月１日現在）

富士吉田市住民基本台帳登録人口・世帯数
カッコ内は前月比

人　口　45,630 人　   （12）
　男　　22,364 人　   （△12）
　女　　23,266 人　   （24）
世帯数　21,172 世帯   （37）
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ふじさんホール

名曲と歓声が響く特別な一夜
ふじさんホール開館15周年記念「新・BS日本のうた」の公
開収録が行われました。五木ひろし氏のデビュー55周年記
念を番組内でお祝いされ、会場は大盛況となりました。

ふじさんホール開館15周年記念「新・BS日本のうた」

下吉田コミセン　格技場

富士見台中学校

吉田西小学校

明見中学校

吉田中学校 明見小学校

第3保育園第6保育園

下吉田第一小学校 下吉田中学校 世界で活躍するメダリストから学ぶ技術と心構え
本市出身の「東京2025デフリンピック」銅メダリスト・佐
藤正樹選手を招き、小学生対象の柔道教室を開催し
ました。柔道の基本技術や礼儀を学ぶとともに、デフス
ポーツへの理解を深める充実した機会となりました。

佐藤正樹選手柔道教室

ともに育む、健やかな街の未来
明治安田生命保険相互会社様より、本市の健康
増進や子育て支援、介護・認知症対策事業に役立
ててほしいとご寄付をいただき、贈呈式を行いまし
た。同社からのご寄付は、今回で7度目となります。

寄付金贈呈式（明治安田生命保険相互会社）

勝利への決意を胸に、青森へ
青森県で開催された「第80回国民スポーツ大会」の陸上競技への出場を前に、富士吉
田市Track&Field・CSR連絡会所属の選手5名が市長を表敬訪問しました。

表敬訪問（富士吉田市Track&Field・CSR連絡会所属選手）

紡がれる、地域の安心と人権の守り
人権擁護委員を12年間の長きにわたり務められた舟久保氏の退任に伴い、感
謝状贈呈式が行われました。また、新たに委員に就任された勝俣氏の顔合わせ
式も併せて開催されました。

人権擁護委員感謝状贈呈式および顔合わせ式

石工たちの想いを、未来の世代へ
小林広美氏（作）と本市出身の榊三男氏（絵）より、前作
『富士の農鳥さま』に続く第2弾となる児童書をご寄贈いた
だきました。江戸時代に北口本宮冨士浅間神社の石造物
を修復した石工たちの活躍を描いた、ふるさとの歴史を伝
える一冊です。寄贈された絵本は市立小中学校に配架し、
子どもたちの郷土学習に大切に活用させていただきます。

『富士と浅間神社の石工たち』絵本寄贈式

国境を越え、結ばれるアートの絆
アンヌ・フリアンさんとご子息のガブリエルさんが市長を
表敬訪問され、アンヌさんの曽祖父であり画家でもあるガ
ブリエル・ロペについて執筆された本を贈呈されました。

表敬訪問（シャモニー・モンブラン市）

市内中学校

進路選択へ向けて真剣な眼差し
進路決定を前にした市内すべての中学3年生が参加しました。
多種多様な分野で活躍する18名の方々から働く意義や市の魅
力を直接聞き、生徒たちが熱心に耳を傾ける姿が見られました。

ふるさと発見ワークショップ

運動会・体育祭
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ふじさんホール

名曲と歓声が響く特別な一夜
ふじさんホール開館15周年記念「新・BS日本のうた」の公
開収録が行われました。五木ひろし氏のデビュー55周年記
念を番組内でお祝いされ、会場は大盛況となりました。

ふじさんホール開館15周年記念「新・BS日本のうた」

下吉田コミセン　格技場

富士見台中学校

吉田西小学校

明見中学校

吉田中学校 明見小学校

第3保育園第6保育園

下吉田第一小学校 下吉田中学校 世界で活躍するメダリストから学ぶ技術と心構え
本市出身の「東京2025デフリンピック」銅メダリスト・佐
藤正樹選手を招き、小学生対象の柔道教室を開催し
ました。柔道の基本技術や礼儀を学ぶとともに、デフス
ポーツへの理解を深める充実した機会となりました。

佐藤正樹選手柔道教室

ともに育む、健やかな街の未来
明治安田生命保険相互会社様より、本市の健康
増進や子育て支援、介護・認知症対策事業に役立
ててほしいとご寄付をいただき、贈呈式を行いまし
た。同社からのご寄付は、今回で7度目となります。

寄付金贈呈式（明治安田生命保険相互会社）

勝利への決意を胸に、青森へ
青森県で開催された「第80回国民スポーツ大会」の陸上競技への出場を前に、富士吉
田市Track&Field・CSR連絡会所属の選手5名が市長を表敬訪問しました。

表敬訪問（富士吉田市Track&Field・CSR連絡会所属選手）

紡がれる、地域の安心と人権の守り
人権擁護委員を12年間の長きにわたり務められた舟久保氏の退任に伴い、感
謝状贈呈式が行われました。また、新たに委員に就任された勝俣氏の顔合わせ
式も併せて開催されました。

人権擁護委員感謝状贈呈式および顔合わせ式

石工たちの想いを、未来の世代へ
小林広美氏（作）と本市出身の榊三男氏（絵）より、前作
『富士の農鳥さま』に続く第2弾となる児童書をご寄贈いた
だきました。江戸時代に北口本宮冨士浅間神社の石造物
を修復した石工たちの活躍を描いた、ふるさとの歴史を伝
える一冊です。寄贈された絵本は市立小中学校に配架し、
子どもたちの郷土学習に大切に活用させていただきます。

『富士と浅間神社の石工たち』絵本寄贈式

国境を越え、結ばれるアートの絆
アンヌ・フリアンさんとご子息のガブリエルさんが市長を
表敬訪問され、アンヌさんの曽祖父であり画家でもあるガ
ブリエル・ロペについて執筆された本を贈呈されました。

表敬訪問（シャモニー・モンブラン市）

市内中学校

進路選択へ向けて真剣な眼差し
進路決定を前にした市内すべての中学3年生が参加しました。
多種多様な分野で活躍する18名の方々から働く意義や市の魅
力を直接聞き、生徒たちが熱心に耳を傾ける姿が見られました。

ふるさと発見ワークショップ

運動会・体育祭
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織
物(

ハ
タ
オ
リ)

の
ま
ち
、富
士
吉
田
。そ
の
歴

史
は
、ま
る
で
一
本
の
糸
を
紡
ぐ
よ
う
に
、少
し
ず
つ

発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
富
士
吉
田
の

歴
史
の
一
端
を
、広
報
担
当
の
ア
ー
カ
イ
ブ
写
真
と

と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
！

　
10
月
号
で
掲
載
し
た
写
真
は
、以
前
の
号
よ
り

も
少
し
現
代
に
近
づ
き
ま
す
。撮
影
年
代
は
不
明

で
す
が
、旧
市
立
病
院（
下
二
小
西
側
）を
写
し
た
一

枚
で
す
。一
枚
の
写
真
か
ら
場
所
や
撮
影
方
向
、当

時
の
記
憶
な
ど
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
反
響

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。広
報
担
当
の
私
も
、子
ど
も

の
頃
に
風
邪
を
引
い
て
親
に
連
れ
ら
れ
た
記
憶
が

微
か
に
残
っ
て
い
ま
す
。現
在
、こ
の
病
院
の
跡
地
は

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」の
際
に
駐
車
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、ご
案
内
の
際
に「
旧
市
立
病
院

跡
地
で
す
」と
説
明
し
て
も
、若
い
世
代
の
方
に
は

通
じ
ま
せ
ん…

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ

ま
す
。　

「
こ
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
」「
こ
れ
は
何
年
頃
だ

と
思
う
」な
ど
、些
細
な
こ
と
で
も
ぜ
ひ
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
写
真
は
こ
ち
ら
で
す
。

2人とも宝ものだよ！

中山由美子さん（祖母）

市公式 LINE の予約メニューから申し込みできます。ご両親は
もちろん、おじいちゃん、おばあちゃんとの応募、お子さん一人
での応募も大歓迎！ 申込み：市民協働推進課　広報担当　☎内線 214

渡邊 公揮さん（4歳）　　華乃音さん（6歳）
こうき　　　　　　　　　　かのん

たから
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